




4 甲南女子大学キャンパスを見る

去る、昭和49年度の第 1 回神戸市建築文化貨を受賞された甲南女

子大学は、昭和38年の第 1 期工事の竣工より、本年度の第 2 期工事

竣工までに講堂、 1 号館一 5 号館の校舎棟、体育館、学生会館、図

書館に至る大学ならぴに短期大学の一大キャンパスを構成されてお

ります。

神戸市の最東端の芦屋市に隣接した自然の地形を十分に生かした

なだらかな傾斜地に素晴らしい海への眺望と明るいアイポリーのい

かにも神戸らしい雰囲気をもっ校舎がゆったりと配置され、キャン

パスの至るところで学生が生活を楽しみながら、誠実にして品位の

ある教養を身につけるにふさわしいこまやかな配慮がなされた建物

です。

今回は甲南女子学園のご厚意によ り、大学のキャンパスを 中心 に

見学いたしま す。多数ご参加下さい。なお、 村野 ・森建築事務所殿

および大林組殿に大へんご協力をいただきました。

日 時 7 月 3 日仕) 集合 13 :  30→解散16 :  00 

集合場所 国鉄「摂津本山」駅改札出口付近 ・目標会旗

〔参 考〕集合場所までの交通貨は各自ごれ判のこと

定

. 6.  

Z 玄

申

- 大阪より・・国電神戸万I町行来 'I i ( i ' ! ! t 片道120円)

普通で( 10分間隔で発"li) 所弘Z約30分

快速で( 15分間隔て' 発事、 jrl 屋で千' e 通に来校えて次町駅) 所要約20分

• rJ!U:I! もとやま 」駅前付近よ 1) 甲南女子大学的ご厚意でスクールパス ( 13.38発

ｾｩＩにて大学まで参ります の で遅刻しな い ように願います 。Ｈ 1時li ll に 1 団連

行です。)

員 40名

費 200円

込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1枚限りとし、

氏名、勤務先名、役職、述給電話番号、返信用宛名、郵

便番号を記入し、「甲南女子大学の見学」と明記の上至急

6 月26 日仕) までに建築協会事業課へ。 ただし定員を超過

したときは抽せんにて決定し、お知らせいたします。

主な見学場所

図舎館 、体育館、学生会館、 人間関係学科校舎棟、旧図書館、講

堂など、そのうち、

「図書館」は、自然の景観にマッチした 外観と、利用者の研究・勉

学上の快適性 ・機能性を考慮して建設された。構造及び規模は、鉄

骨 ・鉄筋 コンク リート造 ・地下 1 階 ・地上 4 階、延面積 3，838 m'.。

全館冷暖房で、収蔵能力は抜大20万冊。各種座席数は 263 席 で ある 。

本館の特色は、完全開架式で、書庫に隣接して読書のできるキャレ

ル席を設けたこと。蔵書の配架構成を学科別 ・階層別とし、 利用者

のf更を 計ったこと。更には座席等備品類を極力、 木製品とし、使い

易さを配慮したこと等々である。従って 1 階フロアには、目 録コー

ナーを中心に、周囲に「レフアレンス ・ルームI 学術雑誌室I ブラ

ウジングルーム」等を設け、閲覧室 . i_!}庫 ・キャレル等は 2 階以上

に設置して、受付 ・目録コーナーの雑音を排除。利用者が落着いた

雰閤気で、深〈読書に専念できるよう配慮、してい る。

「体育館」は大学 キャ ンパス南側の急斜面を最大に 利用して建設 さ

れた鉄筋コンクリート造、地下 1 階 ・地上 3 階、延面積 1，967 m'の

規模である。本館の特色は、パスケット ・バレーボール等に使用で

きる A ジムと 、卓球 ・フ ォークダンス等のできる B ジムの 二面のジ

ムを備え、 A ジムの 2 階に 1 周90mのラン ニ ング トラックを設け、

雨天でも走行練習を可能にしたこと 。 A . B ジム共に器具庫 ・用具

庫を十分に整備したこと 。更に現代人にもっとも必要とされる身体

的・精神的 ・社会的な総合体力づくりの場として、最近注目されて

るフィジカル ・フィットネスルームを設けて一度に 20- 30人が筋的
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体力造り、 トレーニ ングのでき る場を設けたこと等である 。この ほ

か研究室 3 、コ ーチ控室 ・事務室及びクラブ部室 14 を設け、休育を

通じて体力増強、人間関係の酒養の場として大いに活用されるもの

と恩われる。なおこのキャンパスの設計は村野・森建築事務所、施

工は大林組である。 (学校法人甲南女子学聞記)

‘ ウォーターフロント

ー 一世界の都市と 住いを水際から見る一一

T E K E m世号に乗って 、 2年問。ヨーロッパ、地中海、カリプ

海、ポリネシア、メラネシア、ミクロネシアを回ってこのほど帰国

されました松村、佐藤両氏にスライドと話を聞く会を企画しました。

多数のご来場をお待ちします。

『世 界のす まい、建築、暮らしを自分の自 で じっく り見たい、そし

てそこに住む人々との出合いが相互理解φ のもとで友情へと発展して

行き、内面から環境をさぐることができれば素晴らしいことだと思

う。元来 、人間 の「旅」という行為は 、歩〈速さが基準であった。

たとえ海を渡るに船を 利用 したところで帆か け船のこと、自転車の

速さが精々であろう 。環境を 見るのに は本来の「旅人」になるのが

妥当であろう 。 r旅のお方」と呼ばれ、さまざまな人との 出合いが

ある。こんな旅をしながら建築家としてこれまでに考えてきたいろ

いろな事柄を世界を回って確かめてみよう。

これがわれわれふたりの「旅」の思いつきである。 J (松村賢治氏 談 )

日 時 7 月 10 日出開場13 :  00、開会13 :  3か→閉会16 :  30  

会 場 関西電力側大阪南サービスセンター ・1 階集会室

( 大阪市南区難波新J也6 帯丁 6 の 4 錐滋センタ ー ピJ レ1 階)

電話06- 631- 3333

ただし、地下鉄御堂筋線 「 維波 」 駅下卓、商品展百貨 ｊｾ 町 東側筋向かい 。

ゲ ス ト 松村賢治氏

佐 藤 裕 氏

定

.6、

"" 
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員 50名

費 300円

込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1枚限りとし、

氏名、勤務先名、連絡電話番号、返信用宛名、郵便番号

を記入し、「ウォーターフロン ト」と明記の上 7 月 1 日附

までに建築協会卒業課へ。ただし定員を超過したときは

抽せんにて決定し、お知 らせいたします。

- 今回 b 関西電力側殿町ご厚意で大阪南サービスセ ンター集会室 をnf背いたします. 1 階

7 ロア の実験展示コ ーナーなど的シ ョー ルームを自由にご覧下さ い.

強築と社会/ 1976年 6 月号 l  
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講演会のお知らせ

4 高層建物周辺の風の性状

近年、建築が間層 、大型化 するにつれて、空気の流れ、すなわち

風にまで何らかの影響が生じ 、それが“ 風害 " という 言業で社会的

に問題となるケ ー スがたびたび起こっております。 しかしながら、

風は目に見えず、その実態をつかみ、その対策、効果というものは

一般にあまり知られていないのが実状ではないでしょうか?

この様な時に建築を企画し、設計をおこなう者は、その実態を科

学的に把握し、理解して 、高層建物周辺の風の性状に対する認識を

深め、知識を習得していく必要があるのではないかと考えられます。

そこで当協会としては、今回、大阪市立大学の 川村純夫教授をお招

きし、上記のようなテーマで講演会を企画いたしました 。

先生の豊富な経験にもとづいたお話をスライドなどをまじえてお

こないたいと思います。会員諸氏の日頃の業務の一助になれば幸い

と考えます。建築設計、施工実務にたずさわれる方々の多数のご参

加をおf寺ちいたします。

日 時 7月20日ω 開 場13 :  00 ・開会13 ・30→ 閉 会16 :  00 

会 場 大阪科学技術センター ・4 階 ・401号室

(大阪市西区靭 1 - 118 靭公園北東f(j T  E  L  (06)  443- 5321 )  

ただ し、 地下鉄 ・四ッ僑線「本B! T
J

駅より 北へ徒歩 4 分左側、あるいは 地

下鉄 ・御堂筋線「本町
J

駅よ り西へ徒歩 7 分、四 ッ締筋北へ す れ

講 師 川村純夫氏 ( 大阪市立大学工学部教授 ・工学博士)

定 員 150名

会 費 800同 ( テキスト代、その他)

申 込 往復はがきに限ります。 はがきは 1 名に 1 枚とし、氏名 ・

勤務先名 ・連絡屯話番号・返信用宛名 ・郵便番号を記入

し、 「ビルと風の競演会」と l明記のよ 7 月10 日仕) までに建

築協会事業課へ。 ただし、定貝を超過した場合は抽せん

にて決定の上、参加証をお送りいたします。

付 記 当日は参加証ご持参の方に限ります。

4 通常総会開催通知

昭和51年度第 1 回通常総会を下記のとおり開催いたします。 本 務

ご多忙のところ拘に恐縮とは存じますが、何卒お繰り合わせご出席

下さいますようお願い申し上げます。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

戸

U-=
-
ロ

と き 昭和51年 6 月29 日( 刈 4 時 半 ~

と こ ろ 日本建築協会 41渚集会室

ぎ だ い 1  . 昭 和50年度事業報告ゑ認の件

2.  11 11 決算報告承認の件

3 . 昭和51年度収支予算承認め件

2  

4 新しい団地計画を見る

( ごみ空気輸送施設と S R C超高層住宅の躯体工法)

街なかの少ない住宅地をいかに合理的に使用できるかをもとにし

て市街地再開発事業が進められているときに 、 日本住宅公団関西支

社が大阪市の協力のもとに建設中の森之宮第 2 市街地住宅団地は、

住生活の合理化、省エネルギーなどに画期的な試みを行い、施工面

での合理化を意図されており、関係方面の注目をあつめております。

今回は大阪市、住宅公団、竹中工務庖、大成建設側殿のこ・協力を

得て「森之宮市街地住宅ごみ空気輸送集収センター設備工事」と 「公

団森之宮市街地住宅建設工事 ( 躯体工法 ) J を主に見学することにい

たしました。

この計画の特徴を下記に附して会只諸氏のご参考にまをし、多数の

ご参加をお待ちいたします。

( 1 ) ごみ空気輸送の特性

各家庭にごみを溜めておくことなく、いつでも捨てることがで

き、空気輸送管で工場へ直送するので非常に衛生的である 。

運搬の必要性がなく、交通緩和に役立ち、貯溜式の非衛生きと

収集作業の困難さが解消される 。

なお、ゴミ焼却に伴う蒸気 の余熱を利用して団地全体の地域暖房

と給湯および周辺地域住民にも開放される温水プールの計画もあ

る。

(2) 5  R C超高層住宅の姐体工事

核家族化に伴う、大都市周辺の住宅不足は近年の社会問題とな

っております。 住宅地の少ない市街地において土地の高度利用を

考えて日本住宅公団が旧陸軍工廠跡地に 15階 建 2 棟 、 8 階 建 1 棟、

25階 建 1 棟 、 計1，734戸の住宅を建設しております。

当工事は関西では初めて の試みである 25階建の住宅で、当建築物

の特徴としまして従来の超高層建築が大半 S 造ですが、本建物は

S R C造であります。 よって躯体工事における合理化、省力化が

大きなウェイトをしめております。 特に型枠工事においては水平、

垂直分離打工法を採用することにより施工の合理化を図りました。

今回見学していただく主旨、目的もこれらの躯体工事についての

事柄になると思います。

( 日本住毛公団森之宮(2) - 3市街地住宅建築工事

側竹中工務応 、側熊谷組共同企業体所長 石橋吾朗 記)

日 時 7 月22 日 制 集 合 13 :  30→ 解 散17 :  00 

集合場所 日本住宅公団関西支社 ・表玄関前付近 ・目標会旗

ただ し 、国 鉄環状 線 ｲ ｾ 之下ｾ J 、地下鉄中央線 「森 ノ宮J 釈 より東へ徒歩 5

分 左側、向 かい に血液セ ン タ ーあ ｾ Ｎ

定 員 40名

. 6.  

. ".  貸 200円

込 往復はがきに限ります。 はがきは 1 名に 1 枚限りとし 、

氏名、勤務先名、連絡電話番号、返信用宛名、郵便番号

を記入し、「新しい団地計画を見る」と明記の上 7 月10 目

白までに建築協会事業課へ。 ただし定員に達した時は抽

せんにて決定いたします。

申



日 本 建 築 協 会 会 告

4 昭和51年度日本建築協会常設委員会委員

昭 和51年 4 月28 日開 催 の 定 例 理 事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 委 員

を 委 嘱 い た し ま し た。 ( 敬 称 略 ・50音順 。 印 委 員 長 O印 副 委 員

長 ム 印 幹 事) 職 場 名 は 略 称 を 用 い ま し た。

4 昭和51年度日本建築協会理事会務分掌

主R-LJo ，各位の会 務 分主主 が 下 記 の と Jヨ1) 決 ま り ま し た 。

( 敬 称 略， 。 印 主 幹)

ム 樋 口

今 井

木 村

志 田

紫 垣

境 崎

島 津

正法院

鈴 川

高 橋

竹 内

中 北

中 村

春 田

深 沢

矢 倉 宏

山 本 国

吉 村 篤

圃教育委員会

建築教育について町調査、研究、講座な

らびに工高生デザイ ンコンクール などの

企岡および実地

。 岡 田 光

( 際習会小委員会)

0 佐 々 木 保 Olt 畑 事 務 所)

A 小 林 昭 ( i 宵 水 越

回 宏 郎(iJ e 沼 組)

上 隆 志Ｈ 京畑 Ｔｾ 務所 Ｉ

藤 英 雄(近畿地方建設局)

倉 嘉 一( 大 阪 府 企 業 局)

田 敬 四 郎( 日 建 設 計)

鹿 幸 雄( 日本住宅公団)

線 幹 雄(堺 市 公 園 部)

中 勝(海 地 組)

野 崎 秀 雄(大 成 主 主 設)

古 川 博 司(竹 中 工 務 庖)

三 好 廠 隆(市 il 首都市開発)

湯山得 Ｍ ｾｉｉ Ｈ 清水建 設Ｉ

吉 田 ｩ 克 一Ｈ 宮後建 築 Ｉ ｉｾ 務所 Ｉ

波 昔 日 朝 子(企 画 政 計 社)

・建築データシート委員会

建築デー タン ー トの企画 ・編集・刊行

監修坂 静 雄( 日本建築総合試験所)

0 井 上 i晃(大 建 設 計)

O ム 其 塚 達 夫CW: 畑 事 務 所)

ム 岡 本 繁(須 賀 工 業)

ム 酒 井 蔚 掌(大 建 設 計)

A 羽 洋(消水主I !

登( 万 博 記 念 協 会)

平(大阪市・交通局)

夫 Ｈ 大阪市 ・ ｬｉＡｾ応 Ｉ

康 (大 阪 電 気 暖 房)

人(近 畿 郵 政 局 )

雄(大 成 建 設)

孝(竹 中 工 務 応)

三( 日本建事縫合試験所)

自II (大 林 組)

裕(成 品 建 設)

新(鴻 地 組)

清C! l t 畑事務所)

士(安 井 事 務 所)

司(近 後 地 主 I ! )

美(大 阪 府 建 築 部)

純(新日本設備計函)

男( 日 建 設 計)

ー( 建 築 環 境 研)

設)

正

i停

久

陽

太

入

岡

河

斎

阪

柴

鈴

関

田

- 事業委員会

見学 ・講柑i ・説明 ・展示 ・態親会 若い

会員の集いなどの事業企画および実施

。 窪 田 祐 (大 林 組)

O大 橋 一 雄 (関 西 電 力)

O小 泉 笠 Ｈ 育問主ｉＡ ｾＧ ｲ［務 所Ｉ

u ;(E 房 文一 郎 (竹 中 工 務 府)

O三 品 哲 夫(大阪市建 築局)

O柳 其 也(村野森事務所)

( 見学会小委員会)

0 堀 田 宗 男(鴻 池 組)

A 水 谷 iJJ (松 村 組)

池 田 光 太 郎(大阪市交通局)

上 出 秀 雄(藤 木 工 務 庖)

島 国 民 彦(竹 中 工 務 問)

前 野 良 規(大阪市建 築 局)

森 本 厚三 郎 (大 林 組)

山 岸 壁 美(大 成 建 設)

山 口 勝 (消 水 建 設)

渡 辺 智 昭(鹿 島 建 訟)

( 広報小委員会)

0南 次

ム 市 川 正

ム 佐 藤

ム 原 見

大 熊

岡 本

奥 村

奥 村

忍 田

fls(i x 沼 組)

夫 (竹中工務! 万)

泰 (大阪市公図局)

志 (安 井 事 務 所)

雄 (大 阪 府 建 築 部)

正 (大阪市西消防署)

勇(大 林 組)

進 (束 畑 事 務 所)

三Ｈ 近儀ＧｩＱｴ気工 Ｇ ｉ ｾ Ｉ

之 ( 日本住宅公団)

昌

逸

精

昌

ぷバ空
総 務 ( 14名 ) 会 計 ( 7 名 ) 編 集 (12名 )

市川 宏 大 沢 徳 吾 郎 井 上 i晃
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小 林 il' l  北 垣 智 造

技 術 部 門 。佐 野 正一 小 西 Ｑｾ Ｑｪｬ＠

寺 田 徳 重 窪田 祐

。松 村 慶三

三 浦 二 三男

山 田 幸一

浅 沼 茂 夫 大 林 芳 郎 前 野 慶 太 郎

鴻 池 藤一 松 村 雄二

総 合 部 門 竹 中 錬ー

白 井 周二

宮 武 伊三 郎

ｾ 気 音 ＱＱ 門 今 元 康 彦 小 林 四 良11 菅 谷 健 児

管工部門 ち!t水 愛 明 岩 井 市 郎 {半 一 郎

建 材 部 門 井 上 浄 夫 室 谷 山 水 渡辺 怠

支 音11 佐 々 木 米 太 郎
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平 川 玄 治(修成建設専門学校)

福 山 克 己(淀 川 製 鋼 所)

吉 田 建 夫( 日 本 板 硝 子)

( 若い会員の集い小委員会)

学)

設)

3  

阪 大正( 大

0 森 下 元 之(大阪市公園局)

ム 印 藤 義 博(大阪市建築局)

ム 瀬 戸 本 淳 (安 井 事 務 所)

A 千 葉 和 成(大 林 組)

ム 中 村 恭 三( 大阪芸術大学)

赤木因文 Ｈ 小河 Ｔｾ 務所 Ｉ

井 本 隆 一( 阪 急 電 鉄)

岩 本 一 良( 日本住宅公団)

植 田 凱 夫(村野 ・森事務所)

大 久 保 久 能(坂f t m築研究所)

大 隅 駿 子(竹 中 工 務 底)

間誠 (銭

岡

藤

片

斎

4 会 員 の 受 章

こ の た ぴ 下 記 の 方 々 は 、 建 設 関 係 の 功 労 者 と し て 夫 々 表 彰 を 受 け

ら れ ま し た。

こ こ に 誌 し て そ の 栄誉 を お 慶 び 申 し 上 げ ま す。

記

A

・1
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春 の 叙 勲

勲二等 瑞 宝 章

勲五等双光旭日章

作i一 氏 ( 消水建設@会長)

山 水 氏 (室谷商4: i ( 鮒社長)

古 川

室 谷

源 蔵 氏 (大阪電気暖房悌専務取締役)

j台一 氏 (栗本建設工業側社長)

松 雄 氏 (三友工業開大阪支庖長)

尾

積

野

嶋

中

細

大 阪 府 知 事 表 彰
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( 法令分科会)

ム 西 尾 宗 H青(大 阪 府 建 築 部)

松 本 好 雄 (大阪市建築指導部)

( 投稿欄小委員会)

0 芝 山 8l : l ( 藤木工務府)

高羽俊治 Ｈ 阪神 ｾｉｉ 鉄 Ｉ

中 村 和 隆 (近最地主E営総監骨室)

船 井 美 彦 ( 神戸市住宅局)

(広告企画小委員会)

阿 部 坦 (鴻 池 組)

上謀長 肇 (IA }J， 独 政)

岡 田 満 夫 ( 須 賀 工 業)

桑 田 和 明 ( 松 村 組)

十 念 毅 ( 日科際総合試験所)

中 野 孝 治 ( 安 井 事 務 所)

O伴 一 郎 (西原衛生工業所)

星 忠 甫 (: W: 畑 事 務 所)

松 原 孝 史 (日 建 設 計 )

水 嶋 繁 樹( 銭 高 組)

渡 辺 怠 ( 東洋シヤ ，? ー)

( 計画分科会)

ム 荒 木 兵 一 郎 (関 西 大 学)

石 東 直 子 (市計首都市尚発)

稲 垣 雅 彦 ( 7 ジ タ 工 業)

五 島 信 明 ( 日本住宅公団)

塩 崎 賢 明 (京 都 大 学)

鈴 木 良 介 (京都工芸繊維大)

西 岡 康 夫 ( 大阪 府 建 築 部)

二( 竹 中 工 務 広)

富 (近 畿 大 学 )

{吉 ( 大阪大工学部)

男 (ア スコラル間進)

文 (大 成 挫 設)

司 (大 阪 市 立 大 学)

之 ( 成 久 工 来)

喜 (防 砂 熱 学 工 業)

宏、回

西 村 喜

(施工材料分科会)

石 塚 克 彦 (桜 水 ハ ウ ス)

ム 藤 田 孝 吉 ( 鹿 島 主主 政)

古 荘 H召 慾 (大 林 組)

( 構造分科会)

大 井 恭

ム 須 賀 好

中 塚

中 東 達

( 設備分科会)

昌

良

隆

友

内 回

大 倉

河 津
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幸 之 輔 (大阪市建築指導部)

好 雄 ( 大阪市建築指導部)

隆 夫 (大 阪 市 消 防 局)

美 代 治 ( 堺 市 計 画 部)

手IJ 教 (東 大 阪 市)

↑舌 (1吹 凹 ，11)

弘 (八 尾 市)

夫{ 大阪建築土ー 1  

1  事務所協会j

宏 (W 畑 中 務 所)

附 (神京設計事務所)

夫 Ｈ 村野・森 と ｉ ｾ 務所Ｉ

滞 ＨｨＧ ｬ 水和事 ｾ ｬ ｬｾ 務 所Ｉ

男 ( 日 建 設 計)
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正 (大 阪 大 学)
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隅 谷 康 彦 (大 建 設 計)

田 中 弘 成 (大 林 組)

中 川 洋 一 ( 安 井 事 務 所)

横 川 隆 一 ( 日 建 設 計 )

若 野 中 易 三 ( 消 水 建 設)

. 編集委員会

会誌「主II 築と相会J の 企 画 編 集
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. 法規委員会

建築に l測する法規の研究 ・普及並ひ'に建議

大 橋 孝 則 (大 阪 府 建 築 部)

ｾｾ原 明 ( 大阪府挫築部)

原 敏 広 (大 阪 府 土 木 部)

藤 達 夫 (大阪市総合計画局)

山 充 (大阪市総合計画局 J

朗 (大阪市建築指導部)

三 郎 (京 都 大 学)

喜 一 郎 ( 大阪市建築局)

政 信 (新事、弛材工業所)

宏 ( 大 林 組)

全 (大 建 設 計)

貢 (竹 中 工 務 庖)

園 照 (大阪市主主築局)

忍 ( 鹿 砧 建 設)
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永 紀(大 成 建 設)
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7年 初11 司 ( 日 挫 設 計)

池 田 有 隣 (京郎工芸組維大学)
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横 井 元 昭 (大 林 組)
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住宅に附する研究並びに改普に つい ての

一般啓音声. よろず相談住宅展の| 掛42. 住

宅に!日! するス ライドの制作

赤 尾 信一 郎 (住 宅 公 団)

石 川 清 (星 キn 地 所)

/ 大阪市 1  

0 岩 本 尚 三 ( 者11市碍1; 日発局j

/ 大阪市 ¥ 

大 塚 AI! 雄{ 住宅供給公租 j

太 田 耕 作 (永 大 産 業)

O 奥 村 嗣 夫 ( 京 阪 1ft 鉄)

加 藤 秀 夫 ( 日本分譲住宅協会)

ホ尾 誠i 'i:亘 男 ( 大阪 市 立 大 学)

十茸 怖 (大 林 組)

木 原 正 雄 (東 急 土 地 開 発)

0 小 西 岬 Ｈ 回中小西 ・ ｉ ｾ 務所 Ｉ

古 郷 康 雄(大阪府建築部)
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カ (飛 仏 建 設)

男 (奥 村 組)

ニ( 竹 中 工 務 広)

博 (戸 田 建 設)

( 工高生教育小委員会)
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日本建築協会法規委員会

許可ｉＡ ｾｉ または届出制の適用を受けて土地の取引

が行われた後、その土地所有者が取得後 3 年 経

過して L 、なお未利用の一定規模以上( i 1 i 街化

区域にあっては 2 ，000 m'以上) の 4 団の土地で、

その土地 の有効かつ適切な 利用 をとくに促進す

る必要があるものについては、遊休土地と認定

し、その旨を所有者等に通知し、 !当主( 1 旬、自発

的な遊休土地の似極的な利用を促すものとされ

ている。( 法28条 ) 遊休土地 の認定後は、土地 所

有者等の利用または処分に| 見lする計図に対し、

ー ナ

1 H止などのJ止も14をお 1寺ちしております。

103 

国土利用計画法の運用と今後の課題( その 3)  

前回および前 4 回は、昭和49年 12月24 日か ら施

行された国土利用計画法による土地取引規制に

より、過去の地価狂乱が、下干高沈 ｉｦｾ パじしている

こと、並びに同法に規定する「匡l土利用計画」

および「土地利用基本計四」の内谷と位置付け

について説明したが、引きあい、て今回は、同法

の中心となって いる「土地取引 の規制措置」お

よび「遊休土地の利用促進術鑑」等について説

明する 。

その前に、 0 1 1 日発表された昭和 51年 1 月 1

日現在の地価公示価格によると、全国平均で対

前年比 0 ，5% の徴的にとどまっており、地価の

沈I特化が定着したといえる 。 また今後の地価動

向見通 しも、経済が高度成長から低安定成長期

にl句かうことからみて、国土利用計画法の適切

な連用と土地税制の地価抑制策によって、過去

の狂乱的な高騰は起こり得ないし、上昇すると

しても、消費者物価指数等の上昇率を超えるこ

とはあり f与ないと考ーえられる。

4  土 地 取 引 の 規 制 措置

国土利用計画法に基づく土地取っ |の規制惜笹と

しては、土地取引の許可制、土地取引の届出制

および事前確認制の三 つの措置がある。

土地取引 の許可制は、土地の投機的取')1 が集 中

して行われるとか、 地 価 が急激に上昇するとか

などの一 定の要件を備 えた区域を「規制l区域」

に指定し ( 法 12条) 、その区域の土地取引はすべ

て許可を受けなければならず、許可を受けない

で締結した契約はその効力 を生じないし、また

移転変記号Fもできない制度である 。( 法 14条)

「規制区域の指定」がなされると、土地の取引

価 絡 が指定時の価格に凍結 されるとともに、自

己の居住用または現にその区域内で卒業を行っ

ている者の事業用など|浪 られた 範囲 に供する場

合しか土地取引ができない。 ( 法 16条)

現在のところ、「規制区域の指 定」は、 最近の土

地取引、地価等の 比較的ffr ちうff L 、た動向苦手に鑑

みて、各 都道府リ ｲｾ と も行われ ていない。しかし、

規fI，lj 区域の指定が必要となる事態が生じた場合

必要な助言または勧告を、また勧告に従わない

には、機動的かつ効来的にその指定ができるよ ときは 地方公共団体等のX - i : l収協議、さらに |訪J議

う常 H寺地価動向、土地取引動向等を調査する監 不成立のときは都市計画決定等の情訟など一巡

視体制がとられている 。とくに 、鉄道の建設あ の利用促進措置 をとることができる。( 法29- 35

るいは工業、住宅団地の造成など大規模のプロ 条 )

ジエクトの計画されている 地 域等を重点にして なお 、過去の土地投機の対象土地を宅地供給促

ug:f[J 50年皮は 233地域、 72，790km' が規H111区域指 進のため制裁的に放出せしめるな図て 11召和44

定事前調査地域とされている 。 (褒 1参! RO 年 1 月 1 日以降に取得された土地についても、

つぎに土地取引の届出 ｉｾｉ であるが 、 これは 一 定 法施行後 2 年間lに| 吸って同級の措置が適用され

規模以上 ( 市街化区域にあっては 2，OOOm'以 上 る。 ( 附貝IJ 2 条 )

など) の 一団の土地取引について、契約の締結 遊休土地制度の運用については、未利用地の具

に先だって府出が必要て¥届出後 6 迎 問 は 、 契 休的認定基準に基づいて、昭和441f. - 49i p まで

約を締結してはならない。( 法23条 ) また、届出 の取引土地の調査が実施され、酒税、 利用現況、

を要する土地取引 のうち、 ー定の要件を備えた 公共利用の可能性の検討が加えられており、す

宅地分線、 7 ンション分泌むどについて、予め でに奈良 県にお いては、 2件について遊休土地

分譲予定対f i I 日が適正であることの確認を受けた の認定通知がなされたところで、今後、各都 道

場合は、改めて例々の腐 tUは不安とされている

事前確認制がある 。( 法施行令 17条 ) 届出のあっ

た土地取引について、予定対{ 聞が著しく適正を

欠〈場合、または、土地の利用目的が土地利用

基本計画その他の土地利用に| 期する計画に適合

しない場合などには 、土地取引 の中止、 価 格の

引き下げ、利用目的の変更などの勧告ができる

ことになって いる。( 法24条 ) この勧告に従わな

いときは、その旨および勧告内容を公表し、社

会的制裁を加 えることとさ れている 。( 法26条 )

以 上三 つの土地取引の規制始琶のうち、現在、

笑l祭に運用 されているのは、土地取引 の届出制!

と事前確認1 ! 11jの二つ であり、法地行後、昭和50年

12月31日までの 1 年間に届出 23 ，024件、 50 ，111

ha  、事前確認申古切， 595件、 9 ，162ha計 31 ，619件 、

59 ，273haの土地取号| が国土利用計画法による 土

地取引規制の適用を受けており、これは、全国

の土地取引のうちはぽ 2訓を超えるものと推定

される。なお、届出または申請のあった土地取

府県とも順次遊休土地の認定がilll められること

になる。

ところで、 11M日44- 48年取っ |分の未 利用地調査

概況によると、遊休土地の面積袈f'l 二をI ! ltl たす一

団の土地取引は 169，898 件、 785 ，597 ha で全国

国般の約 2 .1 % にあ たり、その72% が都市計画

区域外の土地であった。利用状況をみると 34%

にあたる 267 ，042 ha が未利用地で、この未 利用

地 のうち、調査段階で公共利用 の可能性があ り、

一応遊休土地に認定できるものと判断されたも

のは 9，258件、 32 ，732ha (未 利用地の12. 3% ) と

なっている。( 褒2 参照)

きて、これら未利用地の所有形態をみると 69%

にあたる 184 ，000 ha が法人 の所有で、しかもそ

のほとんどが土地 の所在する J(.f 以外の法人の所

有となっていることからみて、いかに 47、48年

の法人による土地買 い占めがすさまじかったが

判る。最近になって経済団体から、この未利 用

地を遊休土地として園、地方自治体による災い

引で、中止または変更の勧告、不確認、取 り下 上げを求める卸J きが出て、世論の 批判 が強まつ

げあるいは勧告までには至らないが行政指導を ているが、反対に土地価絡が下務して、取得し

受けたものは全体の件数の 20% にあたる 6 ，263 やすくなっている今こそ、園、地方自治体は適

件、 7 ，450ha となっている。 正価格でもって将来必要な公共事業用地を先行

5 . 遊 休 土 地 の 利 用 促 進 措 置

取得す べきであると考える。

6 . おわりに

表 1 規制区域指定事前調査地域 表 2 未利用地調査慨況 ( 国土庁調べ) H自44年 - 48年取引分

---------

49年度 50年度

地 域 数 187地域 233地域

市 町 村 数 672"i 町村 802市町村

|  同全 [fil 比 20，5%  24. 5%  

而 fll 60，626 km'  72，790km'  

| 地 16 ，1%  19. 3%  

(怜|土庁訓べ)

諜1I! l 和51年度 (;1 、事前調査地域として

237 地域、規制区域指定予定地域と

して47 J血滅が予定されている.

ｾ＠

市 街 化 区 域 件数

(2，000 m' 以上) 面積ha

その他何者11市計

件数

画区域

( 5，00001'以上) I面4百ha

その 他 的区域 件数

( 10，000m' 以上) 関税ha

合 計

件数

面 積ha

土地取引 未利 IlJ 地

%)  
( A )  ( 8 )  

%  

37，335 10，403 27. 9 

44 ，771  11 ，402  25. 5 

51，000 20，527 40. 2 

172，860 81 ，083 46.9  

81，563 20，570 25. 2 

568，026 174 ，557  30.7  

169，998 51，500 30. 3 

785，597 267，042 33.9  

遊休土地認

定可能性。

3，637 

3，830 

3，552 

11 ，689 

2，069 

17，213  

9，258 

32，732 

(C/ (B)  

%  

34. 9 

33 .6  

17. 3 

14. 4 

10 .1  

9. 9 

18. 0 

12. 3 

国土利用計画法が随行されて以来 1 年半を経過

して、法の制定目的の一 つである 地価抑制 のた

めの土地売口ゃ利用の規制は、 一応の目的を達

成したので、今後は、土地利用計画をはじめと

する土地の有効利用促進を重点とした法迎用を

行うことが必要であり、このためには、既存の

都市計画法 をはじめとする個 別 の土地利用規制

法の担当部局との有機的、総合的な連携による

総合土地対策が望まれる 。

(大阪市総合計画局用地計図球主査 佐賀幸久 )
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ナショガレは、理想の換気・送風設計に、確かな総合送風技術で応えま京 b

率 社会と共に歩む技術のf 弘 前a
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すみずみに生きる流体技術

風量は多く、静圧は高く、騒音は低く、

しかも効率は高く… ナショナル送風技

術陣がめざす風のテーマはどん欲て寸。

ファンには、スムーズな流れをつくる

組副の翼形= エアーホイル羽根を。|吸

込口は、抵抗の少ないベルマウス構造

にするなど、どんな用途、使用条件に

もマッチした、効率の高い送風性能を

発揮できる製品づくりに挑んて合、ます。

厳しい品質管理態勢

厳密な使用テストや耐久テストなどか

ら得られた貴重なデータは、製品の均

質化、技術開発、品質向上などに生か

されています。例えば、豊かな風量、高い

静圧は、制底した風量測定から生まれ

ます。また、騒音発生の原因究明や低

騒音の製品づくりには、騒音測定チャ

ンパーや騒音・振動自動分析装置によ

るデータの収集・分析が、大きな支え

になっているのです。

豊富な陣容、巾広い用途

ナショナ J 吋童心送風機は、 定評のシロ

ッコファンから超大型まで80機種。どん

な換気・空調設計にもお応えできる豊富

な陣容です。しかも、 #2 - #6のキュー

ピックタイプは、いつでも即納できる

態勢で、好評を得ています。

- ご相談は、お近くの営業所へ

暖める風、冷やす風、公害防止に働く風 o

風のことなら何でもお気軽にどうぞ。専門

の係員がお待ちしています。

. 資料を進呈( 干486) 春日井市鷹来町丸の内4811 松下精工・

送風樋事業部 T  E  L  0568 (81)  1151 . お問い合わせは 、

松下電器・特繊、または住宅段備機器営業所 札幌 (241) 9271

(251) 4211 膏森 (22) 1211 仙台 (25) 8111 宇 都 宮 (37) 2231 

(37)2251 大宮(65) 1521 水戸 (25) 6421 千葉 (43) 2985・(42) 8521

車京 (437) 1111 ・(437) 1121 立川 ( 24) 6701 検浜 (681) 3945 ・

(641) 1261  新潟 (46) 2111 金沢 (61) 2151  松本 ( 26) 2515 ・

( 26) 2510 静岡 (45) 1241  名 古 屋 (951) 6211 京都 ( 231) 8851

大阪( 346) 5151・(909) 1201・(叩8) 30∞ 神 戸 (391)7821・(391)2405

広島(43)7711 ・(48) 1195 岡山 (25) 131 1 高 松 (21) 1121 ・(51) 3333

北丸州 (531) 5221 福岡 (271) 1131 ・(431) 1101 

量習ョ昔j晶
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日 本建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新 建 材 鮒 介 N Oι 〉

興 栄化 学 工 撲

干410 ，)TI判V，¥;{，; I¥，[ il 尚一色654 T E L  0559- 21- 0314 

大 阪 地 区 販 売 代 理l苫 l{.Jil 工 業 株 式 会 社 T E L  06- 713 - 6131  

興 栄 化 学 工 業 開 発 の 『ガ イ ド ガ ワ ラ 」

ガイドガワラ一一一商 品 名 か ら 受 け る 感 じ は 或 純

の 瓦 の よ う に 思 わ れ る が 、笑は瓦の: U ' 上げを谷

易に、または Ｚ ｩｾ ， 上げの作業を簡易にするために

プ ラ ス チ ッ ク を 加 工 し た も の を 昼 似 下 地 に 打 ち

つ け て 瓦 を 引 く 一一一つ ま り 瓦 の 詳 上 げ の ガ イ ド

( 案 内 ) をする 一 一材 料( 製 品 ) のことである。

回 ガ イ ド ガ ワ ラの 施 工 要領

一 般 に 瓦 i rR似 の 場 合 、 下 地 に 瓦 伎 を 打 ってその

己 に 瓦 を 説 く こ と に な る が 、 そ の場 合 Jj;( もllFf 先

の 瓦 械 を 省 略 し て 野地 板に 直 接 こ の ガ イ ド ガ ワ

ラ を 打 ち つ け て 瓦 伎 の 代 用 を 状 ね て 瓦 を 王H 。

( 写其参照) ただ、屋被'L1' 工 が 在 来 ど お り 瓦 桟 を

打 つ 場 合 も あ る の で 、 ガ イ ド ガ ワ ラ のZEE さ の 低

〈新 建材 紹 介 NO. S )

い も の も 製 作 さ れ て い る 。 ま た 、 瓦 の 大 き さ も (3)  ガ イ ド ガ ワ ラ に は 当 然 の こ と で あ る が 、 瓦

28 - 29.  7cmま で 、 ガ イ ド ガ ワ ラ の 継 目 を 調 路 す の者i i l l がかかり、 1 枚 の ガ イ ド ガ ワ ラ は 図 示 の

る こ と に よ って 処 理 で き る 。 半 端 の 部 分 を 生 じ ように 2 ヶ所てゆI を 用 い て 野 地 板 に 打 つ こ と に

た 場 合 は 金 切 パ サ ミ や の こ ぎ り で 切 れ る の で 半 な る か ら 、 充 分 野 地 板 に 緊 結 す る よ う 釘 打 ち に

端 部 分 の 使 用 も 可 能 でーある。 注 意 す る こ と 。 ま た 、 個 々 の ガ イ ド ガ ワ ラ の ill

園 ガ イ ド ガ ワ ラ の 仕様 と そ の 形 状 ね 目 に 不 |後 の な い よ う に 施 工 す る 必 姿 が あ る 。

前 述 の よ う に 瓦 桟 を 省 略 す る 場 合 [ N O. 1 } と瓦 囚 そ の 他

伎 を 打 つ 場 合 [ N O. 2 } とでは当然仕級が叙ーなる 。

N O. l  N O. 2  

材 料 プラスチッ 7 拠品 プラスチック裂 品

中日 272mm 272mm 

ZE さ佑j 70mm 60mm 

iI3 さ(哨 30mm 20mm 

日さや伺 50mm 40mm 

ill ｩｾＱ＠ キ守50 g  キ勺50 g  

色 調 ! 且色
;1，1，¥色

固 ガ イ ド ガ ワ ラ の特 長 そ の 他

(1)  軒 先 の 瓦 械 を 省 略 し て 瓦 を 引 = き 上 げ る の で

そ れ だ け 工 費 の節 約 も で き る し 工期 の 短 縮 に も

なる。

(2)  こ の ガ イ ド ガ ワ ラ を 耳Eイ寸けるところにはよ

く 雀 が 住 み つ い た り 巣 を 作 る こ と が あ る が 、 こ

れ を 排 除 す る こ と が で き る 。

3己のガイドガワラのアイディアを、 棟音11分 に

応 用 し た も の に 『むねガイド 』 と い う 商 品 名 で

同 社 の IJfl 発 に よ る 製 品 が あ る が 紙 而 の 都 合 で;Im

愛 す る 。 以 上 概 要 を 紹 介 し た に す ぎ な い が 詳 細l

は 上 記 へ 間 令 せ て 下 さ い 。

トー一つ1

正 面

「A - ィ1

背 面

m m  

側 面

向 向 納 向

底 面

建 材 委 員/ 桜 井 忍 (JiI! I: ，¥l . I l 制附l . I l 策古川間1 民 )

モ ル タ ル 壁 下 地 材 ラ ス 中 川 式 『ダ イ ヤ エ ー ス』

中 川 ラ ス 株 式 会 社

本社。 干 542 大 阪 市 南区 鰻 谷 中 之 町31( 情 栄 ピ ル ) T E L  06- 252 - 8861 

工 場 干 578 京 大 阪 市 安江 420 T E L  0729- 62- 3636 

ラスは木 ｩ 立 や欽 Ｇ ｉ ｾ ｬ Ｇ . i : aIを被 視 するセメントモノレタ

ノレ塗の下地 と し て 欠 く こ と の で き な い 材 料 て ¥

i盗 用 範 聞 の jよ さ や 施 工 の 手 軽 さ か ら い っ て も 今

後 と も 多 〈 使 用 さ れ る も の と 忠 わ れ る 。 し か し

ラ ス に は 特 長 と 共 に 欠 点 も あ り ( 本 誌 51年 5 月

号「施工材料の瓦 J 56 ・5 7ページ参! RO、 特 に メ タ

ノレラスにあ って は、モノレタ J レの付厚がi ¥lt" 、こと、

継 固 め 処 理 が 闘 機 な こ と 、 裏 面 に モ ノ レ タ ル が 回

り に く い こ と 、 し た が って 鈎 び や す い こ と な ど

が 従 来 か ら 難 点 と さ れ て い た 。 ま た 、 下地 との

の IUI に挟まれる防水紙も、 H寺に I放水の役: 日! を栄

す こ と す ら 珍 ら し く な か っ た 。

ダ イ ヤ エ ー ス ( 以 下 単 に エ ー ス ) は メ タ J レラス

の 一 位 で あ る が 、 以 上 の よ う な 欠 点 は 一 応 カ バ

ー さ れ て お り 、 現 在 市 販 さ れ て い る 同 一 材 般 の

な か で は f訟もイヨをおき f与 る も の で あ る 。 まずこ

の ラ ス を 正 常 に 娘 付 け る と 、 網 目 が 上 方 に IIl J っ

て45・ に 糾 立 し た 山 ( ; f - ' ケント) を作 1) 、モルタ

ｊ レの イ寸 ［Ｇｾｦ が著しくよくなる。もともとメタルラス

は 網 目 が 他 般 の ラ ス に 比 し 純1< 、主主イ寸[ 1寺のモノレ

タノレのロスは 比 較 的 少 な い の で あ る が 、 エ ー ス

は そ の う え に い ま の よ う な 工 夫 が し で あ る の で

施工性は Ｍ Ｑｾｉ ￍｬ ｊ 上する。のみならず、 ＴＵ ・方 ｉ ￍｬ ｊ

に支えられたモルタノレは自然に裳 jlll) に回り込み、

ラ ス 全 体 を 包 む 形 と な る 。 こ れ は 従 来 の 同 級 の

ラ ス に 見 ら れ な か っ た 利 点 で 、 そ の こ と に よ っ

8  建築と社会/ 1976年 6 月号

て ラ ス の 耐 久 性 を 地 す こ と は 勿 論 、 ラ ス は モ J レ

タルｾのほぼ中心に位出することになって、あ

た か も コ ン ク リ ー ト 中 に お け る 鉄 筋 の 如 き 存 在

となり、モノレタル層全体の強度を 噌 大 し 、 同 時

にひび書11 れ を 少 な く す る 効 来 を 発 事[f する。

次 に エ ー ス は 長 尺 物 に 作 ら れ て い る の で 、 必 然

的 に 継 目 が 少 な く な る 。 当 然その宮11分 に 生 じ や

す い ひ び 割 れ も 少 な く な る わ け で あ る が 、エ ー

ス の 場 合 は さ ら に 前 述 の 斜 立 し た 山 が 重 な り 合

う こ と に よ っ て そ の 部 分 の伸 縮が 拘 束 さ れ 、 ひ

び［ｾｾＩれの危険を一層少なくすることに成功して

いる 。 ま た 、 ラ ス と 特 殊 接 合 さ れ て い る エ ン ピ

シ ー ト は 従 来 の 防 水 紙 に 代 る も の で あ る が 、 そ

の 材 質 上 、 紙 に 比 し 防 水 性 に 優 れ て い る こ と は

い う ま で も な い 。 そ の う え こ の 特 殊 接 合 に よ っ

てラスとシートを別々に張る手! 日1が 一 度 で す む

メリ ッ トもある 。

以 上 が エ ー ス の 特 長 で あ る が 、 使 用 上 の 注 意 と

し て は 、 胴 縁 当 り に ゆ る み の な い よ う に 取 付 け

る こ と と 、 重 ね を 充 分 に と る こ と て ¥ こ れ ら の

点; はメーカーの仕様に従われたい 。

な お エ ー ス の 姉 妹 品 と し て 、 エ ン ビ シ ー ト の 代

り に 断 熱 材 を 接 合 し た ダ イ ヤ ダ ン シ ル バ 一 、 ラ

ス だ け の ボ ー ド 用 ダ イ ヤ 巻 ラ ス が あ る が 、 ラ ス

と し て は 上 記 と 同 じ 特 長 を 有 し て い る 。 各 製 品

の 仕 様 は 次 の と お りである。

T m成 部 材

( 1)ダイヤエース 0. 4 X S P L Y 鋼，加 を中川式ダイヤ

ラス( 製法特併) に加工し、特殊別工のエンピシート

を組合せ、特妹接合して長尺サイズ巻ラス仕上げに

したもの.

(2)ダイヤ ダンシルバ ー 0 . 4 - 0 . 5 X S PL Y 鋼 ;}If を中

川式ダイヤラス ( 製法特待) に加工し、古戸iI'm: 工 製断

熱材( ガラスウール32mmに相当) を組合せ特妹按合し

長尺サイズ巻ラス仕上げにしたもの。

(3)ボード用ダイヤ巻ラス 0. 4 - 0. 5 X SP L Y 鋼帯を

中川式ダイヤラス( 製法特貯)に加工し、長尺及 3 X

6 サイズ巻ラス仕上げにしたもの。

マ 規 格

品 名 坪当り. . 穴 径 網H事 サ イ ズ 1% 入量

ダイヤエース 3. 0 '9 慣 7.S

mm 柵

910 X  11. 000 9. 9 m' 

躍11.0
3. 5 

(2，750X4)  (  3坪)

ダイヤダ-""/J ν 』 3. 2 
慣瞳272 5  0  3.5  

引 OX 5，460 4.95' " 

(1 ，820X3)  (  1.5坪)

ポ ド 周

2. 5 慣担284.  0  0  3. 0 

910X 18，200 1( 6 5 附

ダイヤ巷ラス (1 . 820X 10) 5 坪)

V 梱包済製品ならびに アラ 塗 りの状 況

建 材 委 員 長 / 山 田 幸 一 ( 関 西 大 ザ )
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ニュ ース同t似を必送りくださ、、.

画 図 画 函
難 波 宮 跡 ホ 大 極 殿 F 復 元

設 計 事務所 ・工務庖のための

住 宅 資 材 デ ー タ ー ブ が ツ ク ' 76

『内 外 装 建 材/ 外 構 ・ 造 園 器 材 編』

『住 設 機 器/ イ ン テ リ ア 材編 』

財 ｬ ， ｪＱ 法人ＡｩＺ毛産業情報サービスより、ｻ主主， Ｑｬｾ J':; 

システムの近代化・作理化に干呼ワーするものとし

て rf j 二'1己資材デー ターブック， 76J が1' 1) 11 された 。

本 ，1ｾＺ は彪大な ＡｩＺ 可己資材の全体像を通事寵かつまり ￭ｩ

よ く 伝 え 、 あ わ せ て 、 銘 柄 品中1m の比』肢が作易

で、下併にｬｮｬＺ ＤＯｲ 裂 ａＷＱ ニュースがれトられる郁夫ｾＺＶ

家 jo' J け デ ー ターブック砂で毎年記新されるむの。

〈 内 外 装 処 材 / 外 川 ・造 問 総 材 制 > { U: ;投機日正

/ イ ン テ リ ア 材 制〉 の 二 IlItが あ リ 、 新 製 品 約 報

をUS約 し 、 コ ンパ ク ト に 取 り ま と め た 大 仰 悦 位。

{ I人1外 装 処 材 / 外 桝 ・追回日号付制〉

A 5 判 400 頁 ￥3，800 4 }-j 10 J: I 発行

制ｾｾＯＱｬＱ同法人ｦＢｅＧ乞産業↑，ＧＱＪサービス 〒105

来 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 7 T E L 0 3- 502- 8541  

発 行 / 工 業uu坂附 発 売 / 側 ℃ 業 訓1作 会

( ! i : : l 止機総/ インテリア材制〉

A  5  '1'11 406 頁 ￥3，800 4  JJ 30 日発11'

発 行 / l!，j '1司法人住宅産業的事uサ ー ビス

ｴｾｾ＠ ｾ協力 ＯＱ 附エス ・ ピー ・ エス ヲE先 / ぷ ilIc社

ｉｉｻ 付 ｛Ｉ ＴＶ ｩ 判定から大阪市が ｬ Ｇｩ 下 してきたちと湖、世 ｉ ｾｩ 止

，' _"，湖、( 大阪 di J1tl 又法 川 坂 IIJT ) の お 一次 工 'IC;ll ( 部 分

竣 工 し た 。 今 1111峻 て し た の は 、 機t皮t，.， 跡 の '1' 心

部 分 で あ る 大 似 殿 と そ の 周 辺 約9000m' の: f fli l明。

主な こ ｃＧ ｊｾ は、人材 ｴ 殿 ・大械 腿 ｈ 圭殿のＩ，ｾ墳の復元、

内陸の倣砂平 ｉｉｊ ｊｴぴ不 ｦ 位告ｩｉｩ袋、ｼ司腕の Ｉ，ｾＺｴ ｭ ｜ｬ ｬ 亡、

ＱＡＡｬｬｰ￟ 外問 の紋化、将火型 ｈｾｾ によるＡ ＡＨ｜ IVI など 。

このＱ｜Ｑ Ｑ 己エー ｉ ｾ は Ｕ Ｑ 年 ｬ 交以降Ｑ， ＧＩ Ｑ き続き行われ、

将米は、 卜二 ' 改め) ，PIi . i 反応、! 万J j fl の 緑 化 、 多 11

的広場、 l以dτ 資料館の4 J ! ; 設など、イE と紋の， ]， に

( E ，' 干の' : ; ¥h投を門己したユニ ー クな di 跡 公 1.:11として

;; 1'111司されている 。

V 後期( 聖武朝) 難波宮大極殿院( 北西よ り)

身 体 不 自 由 者 の た め の

「建 築 物 環 境 整 備 要 綱」実 施

. .  . 京 都 市 ・・・

);(r.J ldi は 、 不 特 定 多 数 の di l ( が手1I川 す る 公 (I(J ま

たは l ( 川 の ，ill 築物について、身体がイミ ]']111 な d，

l (  1 ，等しく 利 JII できるよう、 ，出 築 物 の toMII :以 境

明 fiii) 占取を A め た r 11，¥付: のまちづくリのための

処 築 物:fJ;: ll 克明↑，m'!!:: 制 」 を 4 ) 1  1  11より 'A地 し た 。

こ れ は，建築物の: 1 ' . 入 LI '  j J J j 路・階段 ーfa，析など

ＱＴ の 地［ｻ貨について、身体ドＺｾＧ， ｉ ＺＺ ＮＮｲ ￭ 主どがヂ Ｑ ｉ 川 しや

す い よ う 作 地 ぷ ご と に 紺I1 1  ＨｉＨｊ な Ｉ， ｾｩ ｜， ｜ を ￆ めたむ

の で 、 他 築 一iミが 適 JTIJ注 築 物 を 新 築 ，WI 改 築 大

t且t災自萎キ丹をしようとする1 ¥祭、，i ]i ，hil 立11符て' di と相i

J斑 ・協 議 し て 、 当 該 建 築 物 ご と に 税 制Hす べ き 似

祉 施.t生を定的、この協議車内米については処祭主

から di 以に文: ， ｉｾ Ｚ で Ｎｶｾｮ ｾ するもの 。

しかし、 ｼ 百 ｬ 安緋 ｬ は主 主築 主 ・ ､￮ｬ 己 の協 Ｉ ｊ を ｊ ，ｾ礎と

したもので、リ Ｚｾｬ Ｚｊ ｩｬ｝ )J は な い 。

j迎血川，佳述築物は次のとおリ1) 0 ①「行11代'(引川'(!，¥ υ机! ，川. ¥; またはマ 一

ケ ツ ト九。 ②物 Ｇ川品山 ｬ日日川 ｬｨ川Ｂ版 仮デ完己 Ｓ業 ｅ をＧＺド汎 ［正ｾＮむむイ小、フ Ｎピｕ 己

<  )  または飲食 ｊ ，山 ，｜円 Ｑ可 Ｗ てで，その ｪ川日 ｩ途盆に臼供モする［部 Ｑ百Ｇｾｉｉ 品 ｩ う分〉の床

lげ耐{白耐lif絞t此t 千令干 ;t汁|カがe匂50∞Om肘2 以 上 の む の。 ③ j串劇B制リ土場品、 11央l函 館

ｩｾ ＨＱヒ場、Ｑｴｊ ＱＭＢ 広場、公会党または集会場 。 ＰＡ 民ポ

l ' . j : ; または民覧会場。⑤ 遊 技 場。⑥ 公 衆 浴 功 、 理

平干 ｊＱ Ｇ ｦ または災符 ｊ 九⑦閃 ， Ｑ ｾ 館、美術館または博

物 館 。③ 病 院 ま た は 診 療 所 。 ③ ホ テ ル ま た は 旅

館 。⑬' 下校、体育館。⑪ 老 人 ホ ー ム 、 保 有 所 そ

の他 の 川相1:焔 Rit e ⑫銀行、正市{記入J 。⑬ 鉄 道 似 合

旅 行 案 内 所。⑬ lli] 、I也 万 公 共 肉 体 が 公 川 ま た は

公 共 の 川 に !J 七するもの ( 前 各 号 に 制 げ る も の を

| 除< )。⑬ そ の f也 市 長 が 特 に 必2決 と 詑 め る も の 。

企企企ｾ企盆企企ｦＺ￠ｩ，￥￥ｾ企企企ｦＺ￠ｦＺ￠会盆企企 ｾａ 樹の話シリーズ・ ＲＲ 企企正￥￥込企

ユ リ ノ キ

Li ri odendron Tul i pfera L  

L  <  Il ん科

ユリノキは生粋のアメリカ，- m の花木である 。 ア

メリカ P性というより L 、むしろ」ヒアメリカ J(] 控

で の み 生 き 伐 っ たtit である 。 と い う の は 、 こ の

樹は氷河! 日l以 前 か ら 地 球 上 に 多 数 の やi[( 飢 が '1三ii

し て い た 非 常 に 経 懸 の 古 い 樹 で 、 そ れ は 多 く の

化 石 の 東 l杉 に よ っ て 証 明 さ れ て い る 。 氷 河 iYI が

米 て ほ と ん ど 死 ; 威 し 、 か ろ う じ て 北 ア ノ リ カ で

f o [ [ のみ生き残 っ た の が 、 今 日 我 々 の 比 る ユ リ

ノ キ で あ る 。 実はもう 一 種 が ア ジ ア で も 生 存 し

て い る の だ が 、 こ れ は シ ナ ユ リ ノ キ と l呼ばれ、

中 岡 大 陸 に し か 存 在 し な い 。

ユリノキの学名には而 ｉｾ いことに Ｒ つめ花の才 Ｑ

が 入 っ ている 。 1守 合 と チ ュ - 'J '1 プ で あ る 。 こ

の紛のイEの形からイτj け ら れ た 学 名 で あ る が 、 行

合 よ り も チ ュ ー リ y プ の 花 に 似 て い る 。 だから

茶 話 名 は Tul i p T r ee と呼ばれるが、もう 一 つ 1m

EI ' 、 こ と は 、 こ の ア メ リ カ 産 の 樹 が 日 本 に 人 っ

て き た ら ハ ン テ ン ポ 7 と11乎 ば れ た こ と で あ る 。

ハ ン テ ンポ タ

ハンテンポクは半純木とi ! : } き、必の j杉が半剤事に

似 て い る の で こ の 名 が 付 け ら れ た 。 代 表 的 な ア

メリカ| 討が非常に日本的な1 ' ，をT I ' i 減したのが何

とも お か し い で は な い か 。

ユ リ ノ キ は も く れ ん 科 に 属 す る 必 然 倒 で 、 大 き

な も の は rE さ4 0 mj丘 く に も な る 大 口 木 で あ る 。

自然の rJ. t形は広円童ftJf;: で 雄 大 で あ り 、 お の ず か

ら 戦 形 さ れ た 美 し さ を も っ て い る 。 だ が何 とい

っ て も こ の 樹 の 特 徴 は 前 に 記 し た よ う に 花 と 業

の j杉 に 尽 き る よ う だ。 花 は 5 月 か ら 6 月 に か け

て 校 先 に 聞 き 、 径 6 cmぐ ら い で 紙 質 色 、 花 弁の

J氏 は 縫 色 を ':i 1 = びている 。 ィι の 色 が一 見 来 の 色 と

似 て い る た め 地 味 な ! 必 じ が す る が 、 よ く 縦 れ し

て み る と 、 ま さ に チ ュ ー リ ップ の 花 が 校 先 に l咲

い た よ う で あ る 。 〕誕の J彩は iヌ! の如 l く で 、 長 さ 約

15cm、 先 に 述 べ たように、炉開にも似ているし、

! もの干去に f以ているという J見もあり Saddle T r ee 

とも呼ばれるようだ了。

こ の 樹 は 造 f.:l lnHと し て 係 JII さ れ る 前 は 純 却 の 業

高'1の目立車十にな っ たり、 F日中寸としての filli 官a. b  ｉ ＢＧ ｾ ヵ、

っ た ら し く 、 内 く は 北 ア メ リ カ 中 古11から点古11に

か け て 相 当 数 の 巨 木 が あ っ たのが、インディアン

が こ の 材 でカヌ ー を 作 っ た た め 、 ほ と ん ど 伐 採

されたという 。 17世 紀 に 災 Ili]1ニ入り 、ヨ ー ロソノマ

各 同 で 造 l朝 間 と し て 殖 え て い っ た。 日 本 に は 明

治の初 ｊ めに ｩ ｬＮ正 っ てきて、新 ｾ ｭ 穆 ｕｾ ｩｉ に初めて 植 え

られたという 。 洋 ｬ Ａｦｴｾの庭Ａ事 ｼ や街並にはこの闘の

終 っ た] 杉と、 M となく隠し，"-'， さ れ る 西 洋 (1勺なム

ー ド が 良 < ，別利するらしく、公悶樹、街路樹と

し て 普 及 し て き た 。 しかし、 WI 殖 は 実 生 に 頼 ら

ねばならぬのと、移{ j l色が 比 較 的 困 餓 な の で 、 市

場 に は あ ま り :.Uて い な い の が 残 念 で あ る 。 こl三長

は 早 い の だ が 、 大 き く な る に つ れ て 浅 似 性 と な

り、また枝が反くや1' ｵＧ てもｾｾＱｉ交の勢定ができに

くいので、 Ig，V.'. ;ーに紛い。これも残念である 。

京 大 の I兵学百11旧 館 の Ijij に、良〈予入れされた>.!. Ｇ ｊ ｾ＠

な ユ リ ノ キ の 列，M，があ っ た。 f l J } 1 にそのチューリ

ッ プ が可 愛 げ に 花 II f. J き停を響こばせたものだが、

|日飢 は 駁 さ れ 新館 に挫て符えられた。今、あのユ

リ ノ キ 遥 は ど う な っ た だ ろ う か 一一 。 <s ¥下記〉

-
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H

，
J
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〈私 の 駅〉

新 し い 駅

児 島 安 夫

今回の投稿のテー? である「ステーション」とは、

私にとって阪急京都線「上新庄駅」ということに

なります。私がこの投稿を{ ! } いてみょうかなと

いう気になったのも一 つには、私のステーショ

ンである「上新庄駅」が、鉄道の高架に伴い駅も

新しく高架になったことを体験したためです。

昭和49年 4 月に神戸市役所に就職した当時は、

この高架工事の瓦最中であ って 、工事期間中の

駅は仮設のものが旧駅の西約 100mの所に設けら

れました 。 この仮設駅の位置は私にと って都合

のよいことに、旧駅よりも私の家に近つ。いたの

です。読者諸i氏もよく御存知のように毎朝の通

勤H寺聞における 1 分、 l 秒の大切さを思えば、

このことは、私にと って非常によろこ ぶべき こ

とだったのです。

しかしながら私以外にも、駅の移動により、た

とえそれが工事期間中だけという短期間のもの

であっても、何らかのjぷ轡を受けた人は数多く

いたと忠、われますが、なかでも特に深刻! な問題

をかかえていたのは、駅前商l苫街だったと思わ

れます。当然のことながら旧駅前商庖街は、客

足に少なからぬ影響を受けたはずです。一方仮

設駅が設けられた付近には、新装闘庖の商庖が

数庖もできるほどでした 。私はこれら新しく院l

庖した商庖の前を歩きながら、あと数ヶ月もし

て新しい高架駅が旧駅のあった所に完成した時、

この近辺は一体どうなるのかなァといらぬ心配

さえした事を党えています。 もっとも、なかに

は仮設釈に合わして、庖も屋台に毛のはえた程

度のものもありましたけれども 。

読者の頁

で、行っていたのだが、歩いても 15分くらいなの

で、歩くことにした 。一方の団地側は、最近、

駅から 50 mくらいはなれた所に新しい自転車自主

場がつくられ、いくらかはましになったが、も

う一方側の団地は前と同じように乱雑に泣かれ

ている 。 でも新しい置場は、駅からはなれてい

るせいかあまり多くとめられていない 。

この 2 つの団地では、駅と近いから 、 自転車や

歩いてくる人が多いけど、駅と団地などが離れ

ている所では、もっとその附をつなぐ、中間的

輸送機関があればいいと思う 。

時々、老人が端の手すりにすがりなが ら、階段

を昇ったり降りたりしているのを見かけること

がある 。重そうな祈物を持 っている時、それだ

けでも持ってあげたらと思うのに、はずかしく

てできない 。駅までの交通機関もだけど、駅の

中だけでも便利にできてないように思う 。ホ ー

ムの上に橋桁のようにした駅舎が、たいへん多

いと思う 。機能的には見えるけど、老人や、体

の不自由な人には、たいへん不便じゃないだろ

うか。梅田、難波のステーションへ行けば、地

下鉄の下にまた地下鉄があるなど、だんだん複

雑になり、 一見便利なようだが、下へ降りたり、

上へ昇ったりたいへんつかれる 。若い H寺は、あ

まり感じないけど、やがて、手すりにすがって

歩かなければならない時が、かならずくるだろ

フ。

これを、書いて気ついたことは、も っと自分の

まわりを見つめる余裕がなか ったのではないか、

といつことだ。 ( 堺市立工業同校 )

〈私 の 駅〉

今凶* 読者の頁仰では r私の車fi( ステーンヨン )J の

テーマで投析 をお願いいたしました。

近年の巡輸音11門の近代化により、鉄道の高架 ー駅舎

の複合化などにより大きく変わりつつあります。 一

方、日常生活のなかで数多く利用しながら、ややも

すれば見過ごしがちな駅について自由にお往き いた

だいたものです.何回不同 ) ( 投府内相小委以会〉

激流が。

こんな僕達を持っていてくれる朽ちかけた然。

ゅうに 60 を蝕した察母さんが、 H量かく迎えてく

れる 。ねぎらいの言葉の後、傷ついた左足を見

せて笑う 。おばさんは、つい先日、駅で男の人

にはきものをふまれ、つまづいて階段を 2. 3 段

ふみはずし、すねっこぞうをいやというほど打

った。その時は、痛くて身動きできないほどで

あった。やっとの思いで祭に帰りついたものの、

足がまがらなかったという 。 rおばちゃんあま

り無理せんとき 。惑うなったらあかんから 。」

話し好きのおばちゃんをし りめに、 室の ドアを

院lける 。ぱっと附が広がる 。手さぐりで屯気を

つける 。みなれた布団がある 。

ああ今日も終わ ったか。雨音いまだ聞こえる、

煙草と酒と汗のにおいのする一室にて記す。

〈私 の 駅〉

車尺とタノ《コ

畑 見 往 生

私は「釈」という文字を見たり聴いたりすると、

直感的にあわただしいという言葉が、頭に浮んで

きます。それともう一つは、タバコの吸い殻です。

ある日、ホームで帰りの ';{LI与を待っていた私の

前に、手拭を政に巻きモンペを倣いた一人の返

婆が、手に鹿取とほうさを持って、一生懸命タ

バコの l汲殺を一つ一つ丁寧に、拾 っているでは

ないですか。 それを見て私は「ご苦労さんU と

心の中で話しかけました。 そうすると、その老

婆の阪は「あ~あ、今日もまた l汲殻ばかりでい

やになりますよ、まったく u といっているよう

に見えました 。本当に有難うと思う反面、大変

そうこうしているうちに、新しい高架駅が完成

し、私は少しとまどいながらもか つて歩いた駅

までのルートを再び 5 分早〈起きなくてはなら

ないはめに落ちい ったことを無念に思いつつ歩

いている作今です。

手 記 よ り な怒りがこみあげてくるのがわかりました 。そ

磯 田 延 ー れはタバコを l汲7 人のあまりにもの無神経さに

4 月23日 くもりのちにわか雨 ひどく腹が立ったのです。 これは、タバコを l汲

今日は雨にふられた。ホームに降り立った l侍の う人全般にいっているのではないのですが、全

直感は、まさに本物であった 。階段をのぼって、 〈ひどいものです。掃除している老婆の後へ殻

そしてまた、高架駅が完成した後、仮設駅周辺

がどう変化しているのかに非常に好奇心を持ち

ながらも半年もたつのに 一度も行ったことがな

地上に出た瞬間lぬれたアスフアルトが、自には を捨てている人がいるんですよ。全〈狂人のよ

いる 。折板の庇の端から、冷たい雨のしずくが うて' すね。こういう会〈無神経な人がいるから、

仕ZI1 . につかれた僕達をむかえてくれる、ひっそ 日本は美しくならないのではないでしょうか。

いのです。 ( 神戸市住宅局住宅都建設課) りとした京阪牧野駅。 設計者としては、タバコをなんの抵抗もなしに

同 Ｑｾ でととほうにくれていると、先輩が扇をたた

〈私 の 駅> <  0  r よお、雨やどりをしないか。」 これは、

自 転 車 と 階 段 行きつけのスナ ックへ行かないかとの、誘いで

川 口 吉 之 ある。率を只つために禁酒を替っている僕は死

ぽくが、電車で毎日通 って 、もっ 3 年自にはい んだ気て。断って、帰ろうと思いきや、薄情な雨

った。南海高野線 、白鷺~三国ヶ丘問だ。聞に ははげしくなるばかり。そこで駄菓子屋で傘を

は 2 つの釈しかなく、 5 - 6 分でついてしまう。 貸りることにする 。 その口実にインスタントラ

学校へ、 30分とかからないのは、めぐまれてい ーメンを買う 。 こわれた傘ではあるが、何とか

るほうだと思う 。 確保。野郎同士の相合傘? で帰りきや、沌のよ

ど こ の駅の例にももれず 、 白ｾ駅前も自転車で うな雨にうたれ、全身ずぶぬれになる。ペーブ

いっぱいだ。以前までは、ぼくも自転車で駅ま メントは 、流れる雨水で川と化し、靴の中をも

10  III築と社会/ 1976年6月号

床タイルの上に捨てるという人の気持を、灰皿

の方へ持って行かせるように、しむけなければ

ならないのです。 どうしょうかな? 真っ赤な紋

誌でも敷こうかな。

きれいにする人がいなかったら、どうなるんだ

ろう。見られないでしょうね。 ホームというよ

りも、駅全体が灰皿にな って しまうのではない

でしょうか。

これは、ある日偶然に気がついた事を書きまし

た。 “ タパコの l吸い過ぎに気を 付けましょう 。"

“ l吸い殺は、灰皿の中へ入れましょう。"



'.  

a  

〈私 の 釈〉

よ み が え れ ー オ ラ が 町 の シ ン ボ ル ー

= 浜 寺 公 園 駅 舎 =
紫 田 正 己

南海ｾ｛ｬＺ ｉ ｉ の沿線には、鉄道開通当時のものと思われる駅舎がまだいくら

か残っている 。 しかしそれらの多くは現在進められている高架化工事の

なかで次々に姿を消している。今残っているも・のだけでも早急に調査を

して、正しい評価のもとに十分な配慮をしなければならないのではない

かと思う 。その一つに南海本線浜寺公闘駅舎がある 。現在高架化の計画

には入 って いないが、将来その可能性もあるので今から十分な調査、評

価をして関係者にアピールする必要があろう 。

我々が日常生活の中でもっとも往来するところが駅である 。そのような

親しみのあるところが変わ ってゆくのは淋しいことである 。 どの街も画

一化 され、無表情になってゆくなかで、 地域社会で¥長い関税しまれてき

た駅舎を活用することは現代社会の中でバラバラにされた人間性を回復

し、地域の結びつきを強くすることになるだろう 。従来のような経済合

理性や機能を第一義とする再開発は大いに反省されなければならない。

地域の例有な表情を持つ駅舎などは、被極的に将来の都市総合計画の中

に取り入れて地域社会の生活空間の中に新しくよみがえらせてゆくこと

を工碍IJ に考え てゆかねばならない。

また、安易な建設技術の適用によるスクラ ップ アンドビルドの考え万を

修正して、その古さの価値を再評価して、地域に個有な街づくりを t 1jl し

進めることが利益を生むことへつながるのではないのだろうか 、といつ

もこの古い明治時代のユニークな洋服し勉築の駅舎をみるたびに考えるの

である 。

建築概要

明治30年に開通当時の駅舎は、南海社史によれば切妻の簡単なものであ

ったらしく、現在の駅舎はその後建て替えられたものであるが、建設年

代は不明である。木造平屋建で寄隙昼恨、外壁は木造工L壁造り、しっく

い塗 1) 、腹部は竪目地下見板張り 。

ハーフチンパー( 木骨其壁造り) で屋綴にはド - 7!Bがみられ、外観は

しっくい墜にチュ一ドル ・スタイルの板桜様でbある 。玄関ポーチは石段

になっており、柱はト y クリ形でアーケード形式になっている 。南海沿

線の駅舎の 中では最 も古いものの一つであ り、 全図的にも珍らしいスタ

イルをしており武重なものである 。会社1111J も高〈評価しており将来なん

らかの1移てサ克したいということであった。

( 追記) 近くにある

向 師 浜 駅 令 ( 大 正 8

年 頃 の 独 設 ) は 高 架

化 さ れ る 11寺、南海側

と 地 元 の 人 身 の 協 力

で移転され新しくよ，

みがえ っている . v  

味気ない駅令が多〈

なってゆくなかでこ

の駅舎には安らぎ

ある。

( 明 治 建 築 研 究 会

惨高姉 浜 駅 舎

〈私 の 駅〉

古 都 の 駅

= 橿 原 神 宮 前 駅 =
高 田 一

私の住まいの近くに、近鉄の極l京事11宮前駅があ ります。駅を取巻く周辺

の環境は、大和三山に図まれ、臆史的に由緒ある古都のたたずまいを残

し、非常ーに静かで、大らかである 。

この駅は、正面が、近くの偲原料19; への表参道となっており、この神宮

との関連において、駅もデザインされているようである 。 とくに、この

デザインは急勾配の切' f f i の大屋線で、非常に雄大で 、周囲の環境と良〈

調和している 。

駅は、都市の玄関であり、都市の象徴であると考えられる 。 しかし、最

近の駅は、どこも機械的な美しさを持った画一的なデザインとなってお

り、そこには、何んら の地域性も凡い出せないようである 。 このような

状況故に極原神宮前駅に、私は非常に感動するのである。

さらに、釈の細部について見ると、まず第ーに、緑の12日なことがあげ

られる。駅前広場の組込 ・駅構内の庭 ・ホームなどに、細かく気を配っ

て，植樹されているので、利用者の心をなごませてくれる。

次に、駅には、一般に階段がつきものであるが、この駅では階段が全く

なく、すべてスロープになっていることは 、全〈喜ばしいことである 。

ただ、人と列車が平田交差するので、若干の危険は感じられるが、駅員

さんの処理のうまさと来客の理解により、まず問題なさそうである 。

一方、私の気掛り になっている点をあげると、第一に、建物の維持管理!

の悪さが自につくことである 。定期的に調べて、この美しいデザインを

いつまでも残すように心掛け てほしいと思う 。 また、待合スペースが貧

困なことがあげられる 。 この駅には、特定の時期に、多数の人が集中す

るので、正面の待合ホールをもっと主主備して、待合コーナーを作って欲

しいと思う 。

以上に述べたように、若干の問題点はあるが、全体的にこの駅は、非常

に人間味あふれる気持の良い駅であると恩われる 。全国どこの駅も、極

原神宮前駅のように、都市における人々の物質的 ・精神的な象徴として

ふさわしい、個性笠かな駅にして欲しいと 恩い ます。( 関西ill 築事務所)

1 1  
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* 1 月号よリ 6 月 号 ま で 上 記 4 氏 で 相 当

み る 一 一一一 自 然 と 人 間 と 建 築一 一 一

「 み る 」 に つ い て の 思惟 の 大 切 な こ と が 強 制 さ れ ね ば な ら な い 。 しかし「みる」の} ( ! ; l . 、惟は、「みる」の外からの思考であってはな

らず 、「 み る 」 の な か に こ め ら れ た 思 惟 で あ る 。 r 人 間 は一 本 の 宣 告 に 過 ぎ な い 、 し か し そ れ は 考 え る 悲 で あ る 」 と パ ス カ ノ レ の い う

通 り 、 人 聞 は 自 然 的 存 在 で あ り な が ら 自 然 的 存 在 を 超 越 す る 。 と こ ろ が こ の 超 越 性 の 実 現 は 容 易 で は な い 。

「 み る 」 は 、 知 る と 語 る と に い わ ば と け あ っ て い る 。 概 念 や 言 誕 の こ と を 思 い 浮 べ る と わ か る よ う に 、 「みる」は、しばしば、

割 切 れ た 、 散 文 的 で 、 明 断 な 、 定 式 化 さ れ た 、 部 分 の 集 積 モ ザ イ ッ ク を 視 る 。 そ の よ う な 世 界 は 安 定 し て ゆ る ぎ な く 、 我 々 は そ

こ に 安 住 す る こ と が で き る 。 つ ま り 日 常 性 へ の 存 在 没 却 で あ る 。 そ こ で は 我 々 も 部 分 の モ ザ イ ッ ク に 過 ぎ ず 、 い わ ば 死 ん だ 歴 史

， ， セ ン サ え

を 生 き て い る に 過 ぎ な い 。 現 代 生 活 の イ デ オ ロ ギ一 一政 治 、 福 祉 、 医 療 、 教 育 、 環 境 問 題 、 伝 統 等 々 に み て と れ る 共 通 了 解 事 項

一一ーは 、 こ の 死 せ る 歴 史 性 の 気 配 を 感 じ さ せ て な ら な い 。 我 々 は 本 来 、 そ の よ う な 日 常 性 の な か で 、 本 当 に 生 き る こ と へ の 要 請

に よ っ て 動 か さ れ 、 未 だ か つ て ど こ に も 存 在 し な か っ た 意 味 の 誕 生 を 詩 的 に 表 わ し つ つ 、 そ の た め 絶 え 聞 な い 不 安 に 身 を 晒 し つ

つ 、 超 越 運動 を 続 け る 、 い わ ば 「 生 き た 歴 史 」 を 生 き な け れ ば な ら な い 。 世 界 は そ の H寺 、 部 分 の モ ザ イ ッ ク な ど で は 最 早 ゃ な く 、

明 IIf Ji な ら ざ る そ の 不 透 明 さ の ま ま で 変 形 さ れ 変 身 し 、 見 え ざ る 意 味 を 現 象 す る 。 r み る 」 の 深 遠 は こ の よ う な 生 き た 世 界 、 生 身

の 現 実 に あ る の で あ り 、 そ こ で こ そ 生 ま の 意 味 の 表 現 と い う 創 造 へ の 要 請 の根 拠 、 つ ま り 人 間 の 実 存 の 板 拠 を も 問 え る よ う に な

り 、 「 み る 」 こ と の で き る 限 り 人 間 と は 、 こ の 間 い の 成 立 す る 場 所 で あ り 、 真 理 と い わ れ る 根 拠 の 到 来 で あ る 。

し て み る と 本 来 の 建 築 家 と は 、 一 方 で は ひ と び と に 求 め ら れ て 勧 告 や 意 見 を 答 え つ つ 、 あ る 極 の 態 度 決 定 を し 、責 任 を 取 り 、 他

方 、 画 家 の よ う に 無 邪 気 に あ ら ゆ る も の を 見 つ め る 権 利 を 持 ち 、 原 始 時 代 の 最 初 の 人 間 が 自 然 に 投 げ 込 ま れ た 時 し た で あ ろ う よ

う に 、 自 然 の な か に 一 つ の 石 を 据 え 、 一 本 の 木 を 立 て な が ら 、 E . カ ッ シ ラ ー の い う 普 遍 的 象 徴 を 作 り だ す 。 こ の 時 す で に 自 然

は 変 身 し 、 隠 れ た 意 味 を あ の 自 然 、 ・人 間 系 の 象 徴 の な か に 表 わ す と い う 、 そ の よ う な 人 間 的 営 為 の 専 門 家 で な け れ ば な ら な い の

で あ る 。 ( K a )

今若手、子供の入試に 関 連 し て 、 家 の 者 に せ か れ る ま ま に 、 柄 に も な く 近 郊 の お 社 に お 参 り を し た 。 丁 度 入 試 時 期 に 当 っ て い た の

で 、 近 畿 一 円 の 遠 方 か ら の 参 拝 客 で 一 杯 。 狭 く て 薄 暗 い お 御 堂 に 一 回 当 り 50人 も 詰 め 込 ん で の 祈 と う 。 そ れ か ら そ の お 御 堂 の ま

わ り の 廻 廊 の お 百 度 廻 り 。

ラ ッ シ ュ の 通 勤 電 車 並 み の 混 雑 と 、 選 挙 候 補 者 の 連 呼 並 み の 神 さ ま へ の 呼 び か け。 い く ら 知 慈 の 布IJ さ ま で も 、 こ れ で は 一 方 通 行

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が あ る だ け 。 そ の 時 だ け の し つ よ う な 期 待 と お し つ け の 願 い 。 そ こ に は 白 々 し い 縁 日 の 雰 閤 気 し か な い 。

い や む し ろ 極 言 す れ ば 、 そ こ は マ イ ホ ー ム 主 義 、 教 育 ? ? の 鬼 気 迫 る 殺 ば つ な 地 獄 の 世 界 で あ る だ け 。 そ こ に は あ く な き 権 利 の

、 娠 は あ っ て も 、 公共 に 対 す る 義 務 の 意 識 は な い 今 の 世 の 泊 と 好一 対 。

村1に 対 す る 心 は 虚 で な く て は な ら な い 。 心 を む な し う し て 、 人 協 の な い 深 夜 の 利l殿 に 一 人 ひ そ か に ぬ か づ く 心 境。 い や そ れより、

何 代 も 前 か ら の 父 祖 の 思 い 出 を 重 ね た 氏 科l の 前 で 、 た だ ひ た す ら に 自 ら の 心 に 哲 う 心。 そ し て そ の 形 だ け が 神 に ぬ か づ く 形 と な

っ た だ け の も の 。 そ こ に こ そ 神 が あ っ た 。 あ る 限 度 を こ え た 高 密 度 の 都 市 の 11亘!騒の 中 に は 、 正 常 な コ ミ ュ ニ テ ィ を 育 て る 可 能 性

は な い の か。 都 市 の 社 に 、 神々 は 死 ん だ の か 。 ( y )  

神 々 は 死 ん だュ ニ ア イ 、、、、都 市 の コ

旧 聞 に 属 す る が 、 あ る 国 の 元 首 が 前 衛 画 家 の 絵 を 見 て 、 ろ 1;).' が 、 し っ ぽ で 摘 い た 云 々 の 言 平 を 加 え た こ と が あ っ た 。

ある l時 代 の 本 質 や 現 象 は 、 そ れ 以 前 の 時 代 の も の と 、 次 の 、 又 は ず っ と 先 の 時 代 に 現 わ れ て く る は ず の も の と か ら 成 っ て い る 。

芸 術 は 、 普 通 の 人 々 に は 感 じ ら れ な い そ の H寺 代 の 被 れ た 桃 造 や 未 来 の 姿 を 鋭 〈 、 深 〈 表 現 す る こ と が で き る 。 人 間 や 社 会 の 隠 さ

れ た 暗 〈 、 お ぞ ま し い 部 分 を 暴 く こ と も で き る 。 芸術 は 、 何 も の か を 否 定 す る こ と の み に よ っ て も 笑 在 す る こ と が で き る 。 こ の

意 味 で 、 芸 術 は 社 会 に と っ て 一 位 の ネ ガ テ ィ ブ フ ィ ー ド パ ッ ク の 機能 を 備 え て い る と も い え る 。 そ の 表 現 に fljlJ 約 の あ る 社 会 は 、

重 要 な 自 己制 後I1シ ス テ ム を 欠 く こ と に な る と 思 わ れ る 。

一 方 、 建 築 空 間 は 存 在 そ の も の が 何 も の か を 積 極 的 に 肯 定 し て い る 。 た と え 何 か を 否 定 す る た め に で さ え も 、 必 ず し も そ れ と 対

止 し な い か も し れ な い 他 の 何 か を 肯 定 し な け れ ば 実 在 化 し 符 な い。 こ の 点 で 、 建 築 空 間 は 社 会 や 人 聞 の 矛 盾 を 必 ず し も 否 定 せ ず 、

拡 大 再 生 産 す る 危 険 性 を 持 っ て い る 。 そ れ は 、 実 在 化 す る と l丘ちに 一 人 で 歩 き 出 す ポ ジ テ ィ ブ な | 湯 気 な も の で あ る 反 面 、 恐 ろ し

い 存 在 で も あ る 。 ( Ki )

一 人 歩 き

建 設 工 事 と 近 隣 問 題

建 設 工 事 に 伴 う 近 隣 居 住 者 と の ト ラ ブ ル が 年 々 激 増 し て い る 。 日l ! 資格、J i i' t ¥，答、環境の変化、工事に伴う公害などトラブ J レの要因

は数| 浪りない。特に住居地区でのアノ マー ト 、 学 校 な ど の 建 設 に は ト ラ ブ ル が 必 ず つ き も の と な る 。 活 工 前 に 相 当 の 回 数 を 資 し て

近 隣 居 住 者 と 話 し 合 い を 持 ち 、 や っ と 着 工 に 漕 ぎ つ け た 後 は 工 事 に よ る 公 害 が 問 題 と な り 、 休 日 、 夜 間 の 工 事 禁 止 な ど の 制 約 の

た め つ い に は 当 初 の 完 成 予 定 時 期 よ り 大 巾 に 遅 延 す る 例 が 多 い。 ま た 、 現 場 責 任 者 は 工 事 推 進 よ り も 近 隣 問 題 処 型 に 日 日 追 わ れ

てしまうのカ匂見j 犬である 。

建 設 工 事 の 計 画 に | 努 し て は 、 近 隣 居 住 者 と の ト ラ ブ ノ レ 解 決 の た め の H寺1mを 十 分 見 込 む 必 裂 が あ る に も か か わ ら ず 、

て強 引 な 計 画 を 立 て て 着 工 し 大 き な 目 詳 述 い を 引 き 起 す 失 敗 が 繰 り 返 さ れ て い る 。

ill 築と社会/ 1976年 6J J ぢ 1 3  

こ れ を il珪干見し

(  0 )  
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お 客 様 を も て な す 応 接 室一一一 い わ ば 、 そ の 家

の 顔 と も い え る 大 事 な 部 屋 。 容 貌 の 良 さ も さ

る こ と な が ら 、 お 客 様 の く つ ろ ぎ を 誘 い 出 す

雰 囲 気 づ く り も 大 切 な 要 素 。

華 麗 さ の 中 に 、 自 然 と 心 や す ら ぐ . . . .. . トー タ

ル イ ン テ リア 「 松 山 」 は 、 そ の よ う な 空 間 づ

く り を 押 し 進 め て い ま す 。
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大阪マルビル

設 計 施 工 フ ジ タ 工 業

〔計画慨略〕

工 事 名 称 吉 本 ダイ ヤ ピ ル

( 愛 称 大 阪7 ル ビ ル )

所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 図 4 番 地

建 築 主 吉 本 土 地 建 物倒

設 計 ・施工 フ ジ タ エ 喋 側

経 営 管 理 関 西 地 域 開 発 側

用 途 ホ テル ( 客室数 500室 )

〔敷地概略〕

l吉 舗 及 貸 室

駐 車 場 法 定 台 数 113台

附 置 義 務 台 数

35667- 2000 

一一一一一一一一= 112 . 2台

300 

敷 地 面 積 3，244 . 6 m' ( 981. 5 T )  

地 域 地 区 商 業 地 域 1拶

防 火 地 場 高 度 地 区

駐 車 場 登 備 地 区

電 波 障害 防 止 地 区

道 路 南 側40 m 

束 、西 、北 20 m 

〔建築概要〕

建 築 面 積 2，555 . 9m' 

建 ベ イ 率 78 .8 %

延 床 面 積 41 ，069. 5 m・

空 地 率 35 . 5 %

容 積 率 1，100%

公関空地面積 1，150. 5m'  

法 第 52 条 容 積 緩 和

法 第 56 条 斜 線 緩 和

F皆 数 地 上30' 皆 地 下 H 皆

最 高 高 さ 112. 21 m 

( ペントハウス 123. 32 m )  

〔構造慨要〕

主 体 構 造 鉄 骨 造 及 び 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リー

ト造 (3階以上) ( 地下4陪 - 2階)

基 礎 地 業 リパースサーキュレーション杭

工 期 昭 和48年 10月 ~ 昭 和51年 3 月

散 骨 横 河 橋 梁 製 作 所 ftttZ合計tf 了 寺竺22ゴ57f トR - C 朝 日 石 綿工 業 主でなtttT21- l z ryレ 乙 じ 松 下 電 器 産 業 主主てt rT12臨 時ET22↓;;2

ユニット パス 日 立 化成 工業 f t t t rムf 日生目立ピ川 電気盤情 中 国 電 気工 事 詑 TJE55T;lrO 電気政情 近 後 電 気 工 事 f212151TU

削 除 樹生股惜 須 賀 工 業 f主 主t r r ' 削 除補生股備 協 辛口建 設 工 業 f ?t t f f f t ; ぷゐ機ピル》 空気間利政備 三 機 工 業 fzttTJ ;252市 川 町 川

空気聞和股備 高 砂 熱 学 工 業 主ft; と宮古? ? 柑怠ピ川 エレ ベー ター 三 菱 電 機 f 221Tr z 基礎工 事 丸 五 基 礎 工 業 主 主t z r u-9

ZFZ 更 日 本 陶 管 f t t f trrr' ー 10 タ イ ル 藤 本 タ イ ル TZt Tt r r 一一 A L C 日 本 セ メ ン ト 弘之な土よ臨南北T22おふ;s

言霊ZZ 満 点 商 会 fttft: ; gttm- 5一日 空!日万 A 三 和 シ ャ ッ タ ー 工 業 担 t t fZ128 銅 副 瞳 具 日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 主? で。三52HT22ぷf

銅 製 瞳 具 田 島)1慎 三製 作 所 f ztTrr; l - 山間ロピル j シャツ タ 一 本 国 工 業 fZ3155T217- t仰簡ヱ中金ピ川 軍具・内装 高 島 屋 f zt f J ?rs- I4

向装 大 丸 装 工 部 tttz-5rzr町38 22J ユ ム 東 洋 紡イ ン テ リ ア 主 主 雪rzJ f 捕前 ル北町〉 ZfJ 〉L トー シ キ イ ン テ リ ア : 2f T2t f 時



大 阪 マ ル ビ ル

設 計 施 工 フ ジ タ 工 業

1  .  3  ｾ皆ベデストリアンデッキ

Ｈ公 ｮ ト ｬｾｪ 也 Ｉ

2. 1階 ホ テ ル フ ロ ン ト ・ロ ビ ー

3 符 室 階 廊 下

4 ホ テ ル 客 室 ( ツ イ ン ル ー ム )

5  ホテル客室( スィートルーム)

6.  7 階 屋 上 ビ ア ガ ー デ ン

7. 30階 ス カ イ ラ ウ ン ジ

8.  6 階 宴 会 場

9 .  1階フア' / : . / ョンプロムナード

10. 1 階 府 知i

1  11 6  1  7  

- 川

2  11  

3  1  4  引い。I 9  



施 設内 容

・ ホテノレ 省: 室 Ｕ ＰＰ ｾ 主

宴 会 場 7室

結 婚 式 場 2室

ホテノレ飲食 3室

. r.s 古Ii 物 l仮 及 び 飲 食 83庖

・銀行及び司工務室

・駐 車 場 113台

・そのイ也

屋 上 コ ン ビ ュ ー トサイ ン

エ ア ポ ー ト パ ス タ ーミ ナノレ

公 開 広 場

/  



大 阪 マ ル ビ ル 平 面 図 1/ 600

29階 平 面図
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市 街 地 整 備 論

小寺 稔

1  はじめに

人類が都市をつく ってから古くは使い伶てにした H寺代もな

かったとは 言 えないが、人類は常に者1I市を、市街地 を整備し

てきたのであ って、その歴史は古 L 、。 象徴的な表現を用いれ

ば人類は、- 4 i 輸を発明してから 5000年、馬車と馬と歩行とを

主交通手段とした市街地、すなわち馬単都市をつくり笠備し

てきたとも 言 えるのである 。

しかし、 20世紀後半に至 って異常な世界人口の急用を背景

に都市への人口、産業の集中発展が市街地の機能を急激に阻

害することになり、都市機能の近代化を迫られているのであ

る。 これも象徴的に表現すれば自動車対応都市としての市街

地の務官簡を迫られているとも 言 える のである 。 すなわち、 20

世紀後半に至 って市街地E剖簡は、村ii 極性と激しさを持つ都市

再開発の H寺代に入 ったのである 。 しかもこの都市再開発も 21

世紀に入ると違 ったものにな ってくると思われる、のである 。

なぜなら世界人口の急明は、 21世紀初頭には適度人口をはる

かに超え、人口明加を停止せざるを得ない状態、すなわち人

口がi符止の状態にならざるを得ないであろうし 、そうなれば

当然、人口、産業の都市への集中は異な ったものとなり、都市

の、したがって市街地の考え方は根本的に違 った基盤で論じ

られねばならないであろう 。 もちろん 、その H寺イt といえども

阻害 された都市機能がすべて更新されているだろうと言うの

ではなし、。 それほど都市再開発がここ半世紀かそこらで完全

に進められるとは考えられないのではあるが、基盤が恨本的

に違 ってくることだけは確かであろう 。21 世紀の市街地盤備

は、 イ可と JI乎ばれるであろうか。

ともあれ、われわれは、「都市再開発」という 市街地整備の

歴史の中で最も激しい、しかもつぎの21世紀には全〈異なる

基盤に立つことを念頭に置きながら街づくりをしなければな

らないのである 。

2 手 法

(  1  ) 概 要

市 街 地 整 備 の 方 法 と し て は 、 ① 保 存 ② 規 制 ・誘 導 ③ 部

分 改 造 ④ 全 面 改 造 、 の 4 つに分けられると思う 。

まず①の「保存」であるが、市街地を作 ってから放置する

と次第に使いものにならなくなってくる。したがって 、長〈

使うためには保存 、修 復 が必要となり、この方法は古くから

22  建築と社会/ 1916年 6 月号

行われている。

つぎに②の「規制 ・誘導」は、今ある市街地 を何 らかの方

向に規制し誘導しようとするもので 、都市計画法 、建築基準

法等による、

地域地区制度

特定街区制度

建築物規制

開発許可制度

総合設計制度

等がそうである 。 これ も古い歴史をもっ手法であるが、長年

月を要することと、その間にいろいろの矛盾が生じることが

多〈、 20世紀後半における市街地整備の主流たり得ていない

のである 。

つぎに③の「部分改造」 とは、市街地を構成している 一部

分を断片的に改造する方法であ って、

公共焔設建設事業 ( 道路 公 園 下 水 道 等 )

準公共施設建設事業 (学校 老人ホーム等 )

居住環境整備事業

公害防止事 業

小規模企業共同 利用工場建設譲渡事業 (工場アパート )

公 営 公 社 公 団 住 宅 建 設 事 業

民間建築建設事業

用地買収

等であり、市街地主主備の単発事業とも言い得る方法で、これ

も古くから使われ 、比較的短期間に効果をあげてきたのであ

る。

つぎに④の相当広範囲な 市街地を全面的に改造する手法と

して 20世紀に確立されたのが「都市再開発」である 。これには、

土地区画整理事業

住宅地区改良事業

市街地改造事業

市街地再開発事業

特定住宅地区 整 備 促 進 事 業 再 開 発 住 宅 建 設 事 業

等がある 。

これらの手法ヵ、20世紀後半にな って、なぜ出てきたのであ

ろうか。20世紀後半にな って都市機能が急激に阻害され、い

ろいろの都市問題が起こ ってきた。 その要因は、序論でも述

べたように世界人口の異常な増加と都市への集中が基礎要因

である 。 その基盤の上に自動率の出現、産業構造の変化、第

三次産業の膨張、超高層建築の出現、所得の増大による余暇

利用等科学、経済、文化的諸要因が一時に重なりあって、急

激に都市問題を惹き起こしたのである 。

そのため従来のような緩やかな市街地の改造ではとうてい



追いつけず、急速で、激しい、しかも大規模な、その地域の

全面的な市街地の改造という都市再開発の手法、 言 い換える

と従来の保存 ・規制誘導 ・部分改造のすべてを復合的に同H寺

にしかも総合的に行う手法が生まれてきたのである 。

(  2  ) 都市再開発

20世紀後半における市街地整備の最も特徴的な手法である

都市再開発について述べることとする 。

前節で述べたように、この手法には多くのものがあるが、

区画受理と都心的低層密集市街地再開発 ( 市街地改造法並び

に都市再開発法により行われる 。) に代表されると考えてよい

ので、この手法について 、そ の概要を説明する 。

・ 土地区画整理

道路 、公園その他の公共ないし準公共施設を主主備し、宅地

を、整然とした良好な状態にし、その 利用を増進するため、

土地の交換分合という手段一宅地の位置や形状を変更して「換

地」を定め、道路、公園等の新設に 必要な敷地は、宅地の受

ける利用価値の増進の程度に応じて謀せられる「減歩」によ

って生み出された土地を充てるーをもって行われる手法である 。

その特徴として、

① 広範囲を 一体的に整備し得ること

② 都市施設を有機的、総合的に援備し得ること

③ 受益と負担の公平なこと

④ 社会活動を中断せず事業が可能なこと

などである 。

・ 市街地再開発

土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を目的

とし、公共地設の整備、防災等総合的な整備を行う手法であ

り、権利変換 ( 従前の土地、建物等の権利を新しい建物の床

に変える方法) 、管理処分 ( 従前の土地 ・建物を買収し、新し

し、建物の譲受希望者に従前の土地 ・建物の権利 の代償として

新しい建物の床の権利を与える方法) により、従前の権利者

を新しい建物に収容して、その余剰の床「保留床」を処分し

事業を行う 。

これらの都市再開発の手法と、これまでの手法との利 l典点、

すなわち、 2側士紀後半における都市再開発手法の特徴をあげ

ると、

① 全而的、強制的交換方式

② 人間性を重んじた方式

③ 立体都市方式

にあると 言えよう 。

①の全面的、強制的交換方式という意味は、古い方式は、

単発卒業等によるものであるから、市街地の一昔11の目収方式

になるが 、者11市再開発は、広範囲 の市街地全体をつ くり変え

るのであるから、全而的になるのは当然で、しかも、そ の一

部ができなければ、その区域全体の一体性をもち刊ないから、

強制的な換地、権利変換という方式を採らざるを仰ないので

ある 。

それだけに、都市再開発は激しい性格をもつことになるの

である 。

①と予盾するように聴こえるかも知れないが、②の人間性

を重んじた方式だと 言 うのは、都市再開発は、全而改造であ

るから、当然、そこの住民、とくに住民の集合であるコミュ

ニティーを意識し、それを対象に考えざるを符ない事業なの

てe ある 。

従来の単発事業は、施設中心のハードウェア方式であ った

が、都市再開発は、人間中心の、しかもとくに人間の家族的

集合有機体、コミュニティーをつくるためのソフトウェア重

視 の方式であり 、そ のために、複合的 、総合的事業となるの

で? ある。

③の立体者[1市方式とし、う意味は、これまでの都市が平坦な

平面的なものであ ったのに比し、超高層建築を可能にした科

学的、産業的原因によ って、市街地は空に向か つて延びたの

であり、都市は立体都市とな ったのである 。

このことは、従来の市街地および都市が、平而的に、また

均ー な拡がりを持 っていたものを、立体的に、また疎密のあ

る市街地および都市にっくり変える方式を採るということで

ある 。

疎宮、のある 市街地とは、それは大きな範囲でも、また小 さな

範囲でも、疎な 所と宮、な所をつくり 、都市 の機能と人口の容

量を増大させ、快適な立体都市をつくる方式である 。

21世紀の市街地は、まさにそうなるであろうと思う 。

3 問 題 点 と 将 来 展 望

(  1  ) 手法

20世紀後半における市街地主主備の特徴は、前章で述べたと

おり、従来の単発事業と迎い有機的、総合的であるが、まだ

まだ不十分である 。 それは市街地整備の手法全体について有

機的、総合的でありたいと思うのに、都市再開発の部分でさ

2 3  



え不十分なのである 。一例をあげると前章で述べた市街地再

開発における準公共施設の扱い方等についても、それを事業

の中に採り入れている とは言ぃ難い。この都市再開発法は、

区画整理法から生まれたものであるが、区画整理がある意味

で、準公共施設を含む総合事業に向かっているのにくらべ、

これはむしろ後退である。

ともあれ、今後の方向として、市街地整備の手法は、有機

的、総合的な方向に進むべきであると思う 。

つぎに、市街地整備、と くに 都市再開発事業が、 都 市の地

域によ って 、ど のように行われているかということであるが、

都市周辺地区は区画整理で、都心地区は市街地再開発で行わ

れており、その中間地区ともいうべき、住商工111在の低層密

集市街地では経世間すべき都市再開発手法を持 っていないので

ある 。

まず、周辺地区の区画整理の問題であるが、この部分は耕

地主在宅gからの発恕とあまり変わらない区画監理の手法を用い

ているのであるが、これでは周辺部の市街地一ここでは主と

してスプロール地域なのであるがーを整備する手法になって

いない 。 やはり市街地を整備するには、それなりに従来から

の区画監理! の手法を脱皮して市街地を援倫ーするに足る手法と

としての区間務理にならなければならないだろう 。 その意味

は主として建物の建 って いない地域の耕地整理の理論 ・手法

から建物の建っている所を整備する理論 ・手法に発展させな

ければならないということなのである 。

つぎに 、手法を持っていない中間地区であるが、ここでは、

とくに住工悦令の問題にポイントを置いた新しい手法が望ま

れるであろう 。

つぎに、都心地区 の問題であるが、駅前シリーズと悪口を

言 われる再開発も次第に住宅の地区も組み入れられるような

手法に変化を見せつつある 。 しかし、なかなか難しい点も山

積している 。

以上、 三地区に分けてのべてきたが、そのおのおのに問題

があると同 H寺に 、全体 としても問題がある。者11市再開発を代

表する区画挫理! と再開発の両手法をくらべて見ても、区画監

理は、建物の平行移動のみで、事業として新しく建物を建て

ないし、 一方、再開発は、 一坪の更地もとらないで、すべて

の土地に建物を建てる のである。このような極端と 極端の手

法で、うまく市街地が整備できるはずがない。 この両手法を

総令した新しい手法を考えるべきであり、外国ではすでにそ

2 4  

の例がみられる 。

(  2  ) 住民参加

20世紀後半の市街地整備は手法的にいえば、その重点は、

有Ilili 再開発であり、対象の重点は住民であることを前章で述

べたが、 昭和40年代に入 って激しく展開された住民運動は、

もちろん市街地整備事業の世界にも及んだ。 そしてその住民

運動は、最近になって住民参加という方向によって解決を見

出そ うとしているーのである。それは、住民の英知とエネルギ

ーを住民自らの身近な街づくりに注ぎ込むことによ って、住

民の街づくりへの希求と参加の願望を満たそうとするもので

ある 。

20世紀後半の市街地強備が従来の緩やかな手法でなしに急

速で、激しく、しかも全面的な私有財産の強制交換て4 あるか

ら、住民運動ひいては住民参加の対象となる のは必然、であり 、

また、都市再開発卒業のもつコミュニティーを対象とした有

機的総合的業という本質的なものからも住民参加は必要とさ

れている のである。

しかしながら、現在の都市再開発事業における「住民」の

とらまえ方はどうであろうか。事業は激しく、長 期で、広い

区域にわたるものであるのに、住民のとらまえ方は、時間に

おいても、空間においても 断片的であり、また、賛成 ・反対

・条件派等各層の住民を網羅したとらまえ方にな っていない。

また、土地所有者、借地権者・借家権者 ・その他の住人、さ

らには勤人の各層を網緩しておらない。コミュニティーは、

これらの住民から成り立 って いるのであるから、これらすべ

ての住民を対象にしなければならないが、そうなってはおら

ない。 ここに一つの問題がある 。

従来から 、区画務理の審議会制度、再開発の審査会制度は

ある意味での住民参加のホ芽H ではあるが、これはまさに住

民の一部を対象として他を置き去りにした住民のとらまえ方

である 。

それでは、今後の市街地整備、とくに都市再開発における

住民参加はいかにあるべきか。私は、 「住民参加」とは、「盤側j

しようとする区域の住民が、自らの財産・街 ・コミュニティ

ーというような身近な問題について 、間接民主主義のー形態

である首長一議会型の政治行政への補完として区域のすべて

の住民が決定に参加するものであるりと基本的に考えている。

このような考え方のもとに、大阪市では昭和49年度におい

て、全国に先がけて住民参加を制度化したのである 。



その骨子は、その地域のすべての住民をも って組織した街

造りを目 的 とする団体に対し経済的にも技術的にも助成を行

い、その団体の活動を軸として、卒業の各段階ごとに諸種の

制度を色付けし、また、地域によ ってその特色をもたそうと

するもので、その団体が住民主体型か行政主体型か、あるい

は住民と行政との協調型かによ って異な った制度とし、全体

として住民参加 システムとして働くよう考えたものである 。

その実績を簡単に紹介すると、 表 のとおりである 。

表 住民参加の実績

〉L1
D1J 成 団 {本

術帯t槻成世数

{ 桁 考

名 利;

S .  49 庭 井 土 地 区 画 整 理 組 合 発 起 人 会 50 組 合 設 立

上 六 市 街 地 再 開 発 準 備 組 介 200 

三 国 周 辺 町 づ く り 研 究 会 7. 100 

長官瓜破地区土地区画監理対策委只 会 3，300 

S .  50  上 六 市 街 地 再 開 発 準 備 組 令 200 会 員 承 諾

三 国 周 辺 町 づ く り 研 究 会 7. 100 |幸ア吉品ンと一ケ ー時ii iト佐の一

長 官 瓜破地区 土地区画務理対策委只 会 3，300 
都 市 計定

間 決

阿 倍 野 再 開 発 旭 l 酋 実 行 委 只 会 230  近計図〈者決11定市

阿 倍 野 再 開 発 阿 3 西 対 策 協 議 会 200 11 

阿 倍 野 再 開 発 旭 2 西 協 議 会 350  11 

(  3  ) 自動車対応

自動車のない時代に形成された都市に 、 自動車が進出した。

自動車への対策は、まず、いかに速く、いかに多〈車を通す

かであり、交通施設の容量を、いかに増加さすかにあ った。

その結果、自動車と交通施設建設の追いかけ っこになり 、交

通事故 ・交通公害 ・交通渋滞などの都市問題の大きな要因と

なった。 このような経過の中から自動車と人間との調和 が強

調されるようにな ったのである 。

市街地整備においても、まさに、これと対応して 、街路関

連再開発から、住民参加による街づくりの時代にな った。「居

住地整備と自動車対策」については、居住環境地区 の設定と

それからの通過交通の排除、街路機能の明確化と区分および

その段階的な構成、車と人の分離などが提案され、新都市で

はいろいろ実施され模索されている 。

しかし、既成市街地では、用途が混合しており、自動車の

「アクセシビィリィテイ」に対する要求と、「生活環境」 への

要求が共存しており、しかも地価構成の大きな要素が自動車

の接近性の良否に置かれており、土地の交換分合、権利変 換

などを手段とする都市再開発の手法では、車のアクセスを切

りすてられないという状況がある 。

このように、都市再開発において、自動車にどう対応する

か種々の方策がと られているが、模索の域を出ていないのが

実情である 。

今後、われわれは、 一方では自動車によるアクセスをあく

までも追求し、しかも、 「居住環境」 から自動車の排除という

矛盾する 二 つの目的を悶 H寺に達成しなければならないところ

に、これからの 都市再開発の方向もあり困難さもあると思う 。

(  4  ) 資金

前章で述べた市街地整備の手法の 、保存→誘導→部分改造

→全面改造の 4 段階で、必要資金は幾何級数的、 天文学 的に

膨大していくのである 。

20-世紀後半における市街地整備を代表する都市再開発の卒

業資金の大きさは、その事業の総合性 ・全面性のゆえに、大

変なものなのなのである 。 このため 、国家の補助、 地方公共

団体の補助の道が聞かれているが、実際に民間でどれだけヰ工

業化し得るか、また、地方公共団体がやり得るか 、これも同

じく大変なのである 。

現在、都市再開発事業が、国庫補助と起債を軸に進められ

ているのは、その国家的要求のゆえに当然であると思う 。最

近では民間資本の導入 ・国庫補助が従来の道路特別会計だけ

のものから、 一般会計からの補助も加わる等 、良い方向 に向

かつてはいるが、まだまだ改普ーされなければな らない点が多

〈残 っているのである 。一例をあげれば、立休都市は、平面

的な市街が、空に向か つて立ち上がったのであるから、エレ

ベ ーターは、公共用道路であるとい っても過 言 ではない 。 そ

ういう意味からビルの一部は公共事業に入れ、資金的にもそ

ういう制度を設けるべきであると思うのである 。

4 おわりに

「市街地盤備」 というような人類永遠の課題を、こ の よう

な小文でまとめようという のは無理な話で、その点、お許し

願いたい。

終わりに 、一言 、蛇足を加えたい。

われわれの街づくりは、現実 に立脚するのは当然であるが、

方、 一度街ができあがると、何百年とその形が残るも の で

あるから、 21世紀をも見極めながら街づくりを進めていきた

いと思うのである 。

( こでら み 肉 る 大阪市軒11，li再開発局長)
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都市計画における

市 街 地 整 備 手 法 の 現 状 と 諸 問 題

西 村 増 雄

はじめに

こんなどでかいテーマで何か書けとのご注文。突然のことでもあ

り、いささか荷が勝ちすぎて困惑の体であったが手はじめに字引を

くってみた。 広辞苑によると" 市街" とは“ ①人家の密集したにぎ

やかな土地。②まちの通路。 ちまた。" とある 。市街地盤備とは何

かときかれれば、 “ 人家の' $ ' 集したにぎやかな土地 をととのえるこ

と。" て' 小学生なら丸がもらえるだろう 。

今日、人家の密集したにぎやかな土地 とはすなわち都市を意味す

るとい っても異i命をとなえる人はあるまいし、そうするとさしずめ

市街地主k: lnll とは広義には都市の整備と同義に考えてもさしっかえな

かろう 。また都市とは現代においては人が居住し 、物資の生産流通、

人貨の交通 、政治文化 活動の集 中 した士会であるといえよう 。

結局、市街地務備とはきわめて広義なことばであり、住工商活動

の場をととのえることを意味するといっても過言ではあるまい。 そ

の手法としては狭義には建築物敷地の造成にはじまり、広義にはそ

れらを支える道路、鉄道などの交通施設、公園、緑地 、水やエネル

ギーの供給、廃棄物の処型施設にいたるさまざまなアプローチを包

含するものと考えられよう 。 いうまでもなく都市の市街地 は一朝一

夕にできあがったものではなく、長い年月の人知と労力を費やし自

然発生的に、また計画的にさまざまな手法によって整備され、現に

再整備一 一時代おくれのものの棄却と再築ー ー をくりかえしてきた

のであろうが、本稿では私たち都市整備担当者が現に駆使しうる手

法とその成果および二 、三の問題点について、都市計四行政の立場

から、主に大阪における笑例に! 照らしつつ若干の考察をこころみる

ことにしたい。

1  . 市 街 地 整 備 手 法 の 概 要

都市計画法を主とする現行の市街地整備手法はきわめて多岐にわ

たっているが、前述の観点にもとづいてその主なものを概略分類し

たものが表 1 である 。

ここにあげた各種手法のうち、古くは都市の根幹施設である道路、

公園などを線的に、または点的な事業手法によって整備し、面にお

ける規制誘導手法としての地域地区制を用いて主に民間による建築

活動を規制誘導する 一方、具体的な面整備としてはわずかに旧耕地

整理法( 明治42年一昭和24年) を準用した土地区画整理事業による

パターンが主流であった。戦前では古〈関東大震災後の東京市街地

の復興援備をはじめ、大阪でも大阪市、堺市やその近郊における土

地会社、電鉄を主とした組合土地区画整理等がさかんに行 われた。

戦後、全国諸都市のｾ袋災市街地の復興をはかるため笑施された戦災

復興土地区画整理事業は大阪においても大阪市、堺市などの市街地

整備に多大の成果を収めてきたといえる 。

昭和30年代以前は表 1 に掲げたもののうち、 地域地区、土地区画

整理事業、道路、公園などの都市施設の建設 、位置指定道路 などの

組み合わせによって市街地整備がはかられてきたともいえる 。昭和

30年代に入って、経済の高度成長とそれにともなう産業活動の活発
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化、人 口の爆発的な都市集中が大都市周辺のスプロールを惹起し 、

市街地整備の手法と推進能力がつねに後手にまわりつづけた感は否

めないが、そういった情勢の 中で都市政策は苦悩を続けながらも、

一団地の住宅施設、一団地の官公庁施設、新住宅市街地開発事業、

( 旧) 住宅地造成事業、工業団地造成事業、流通業務団地、 ( 1日) 市街

地改造事業などの手法を 相前後 して生み 出 していったのである 。

昭和43年に都市計画法が全面改正にな り、市街化区域、 市街化調

整区域の区域区分( 以下線引と 略す) と開発許可制度の発足をみ 、

さらに 地域地区制lが内容を一新し、いわゆる新用途地域となり 、そ

のほか市街地再開発事業、新都市基盤整備事業、市街地開発事業等

予定区域、促進区域、住宅街区獲備事業、特定土地区画整理事業等

の手法が続々新設されて今 日に至っている。とくに予定区域以下の

各制度はここ 一両年の制度化 になるものであり 、市街地整備手法の

模索と苦悩の姿をありありと浮きぼりにしている感がある 。

2 . 各 整 備 手 法 の 現 状 と 成 果

1  . で述べた各手法の 内容と相互の関連については、紙数の関係

もあり詳述はさけるが、その主なものの大阪府域における現状と成

果はおおむねつぎのとおりである 。

(1) 線引と地域地区

都市計画法の全面改正にあたって新設された線引は、大阪府域で

は42市町村40都市計画区域について昭和45年 6 月20 日に実施した。

また地域地区については、従来から指定していた 用途地域を主とし

て市街化区域のみの指定に同時に変更し 、 さらに新用途地域制への

移行にともない全都市計画区域についての指定替作業を昭和48年10

月 1 日に完了した。 その概要は表 2 のとおりである 。

この線引は都市計画区域とともに都市計画ゾーニングの中で基本

となるものであり、 他 の整備手法と悶列に扱うべきものではなく、

またその成果についてもわずか 5 年を経過した現時点で、むしろ後

述する問題点の方が多〈感じることもあり、その功罪ないし成果と

いえるものを軽々に即断できる状況にはないが、少なくとも昭和48

年度に行った調査によると大阪府下についてはつぎのことはいえる

ようでーある 。

イ) 市街化調盤区域内の建築活動の減少

当然のことながら、市街化調整区域内の建築活動は鈍化し 、昭和45

年を 100 とすると 46年約70、47年約50 とはっきり減少傾向 をみせて

いる 。

ロ) 市街化調整区域内の農地転用の減少

線引前に 比べて市街化調整区域内の農地転用面積が約70% 減少して

いる 。

これらのことはその制度内容からみて当然のことであろうが、線

引によって市街化調整区域での無秩序なスプロールにい ちお うの歯

止めがかかったといえよう。

事Ji用途地域については、基本用途地域が 4 種類から 8 種類に 細分

化 され、とくに住居系、工業系において専用化 が高められたことが

特色といえる 。



表 1 市 街 地 整 備 手 法 の 主 要 現 行 制 度 一 覧

A 手法の

B  伽l ｉｾ＠ 名 称 C  適用される場所

D 規制または誘樽の

(T) 

分 類

主 体 省: 体

① l  市街化区域と市街化澗磁区域の区域区分
都( 既成市市街地計、新市画街地、区その他域)  

戸r3"
主として

民

蘭

2 .  J也 域 I也 区 主 と し て 市 街 化 区 域 官

主として

民
お

It 
3 開 発 Z午 可 者E 市 計 画 区 域 官

主として

る
民

規制l  
4 . 市 街 地 開 発 事 業 等 予 定 区 域 市 街 化 区 成 ( 例 外 あ り ) 1言 1う・公 ・民

ま

fょ

5  イ . 市 街 地 再 開 発 促 進 区 域 主 と し て 既 成 市 街 地l:t 
市

務

1足 f化封

導的 ロ 土 地 区 菌 室 在 理 促 進 区 域
'日 1主・公 ・民

進区 区
主 と し て 新 市 街 地

手法

域 住 宅 街 区 総 似j 促 進 区 域

t童

事 業 の 主 体

イ 土 地 区 間 鍛 理 事 業 'il ・ 公 ・ 民

l  
ロ 新 住 宅 市 街 地 開 発 4 i 業 rふ、d、‘  

( 特 例 民 )

市

街

ハ 工 業 団 地 造 成 事 業 ｾ‘＠
1也 市 {釘 化 区 域

関

ニ 市 街 地 再 開 発 事 業 公 民
② 

発

面

司業王

ホ 新 者11 市 基 盤 鐙 備 事 業 ｾ＠

的

型査

へ 住 宅 街 区 務 f賄 事 業 公 民

f街 2. 市街地開発4 業でない土地区画繁理事業 者自 市 計 画 区 域 民

ｬ ｾ＠
3 . 一 団 地 住 宅 施 設

グ〉

業ー

主1 ・ 公 ( 特 例 民 )

手

4 一 団 地 の 官 公 庁 総 殻 主 と し て 市 街 化 区 域

法

5 .  ｾｴ＠ 通 業 務 団 t也 ｾ、 A  

6 特 定 土 地 区 画 艶 理 事 業 市 街 化 区 域 公 ・ 民

7.  1日 住 毛 造 成 事 業 都 市 計 函 区 域 内 の 規 制 区 波 主 と し て 民

8.  1.主
屯{  

I也 区 改 良 ｾ￯＠ 君主 者11 市 計 画 区 域 内 外 ｾ、 a、

強雪線 l 都 市 施 設 道路、公閥、下水道など 主 と し て 都 市 計 画 区 波 官 ・ 公 ・ 民

備的基 ま

手 た

2. 位 苦l 指 定 道 路 都 市 計 画 区 域 主 と し て 民法盤は

合をも④ 抱書物EE他グそ〉

1 住 宅 公 団 の 行 う 事 業 住 宅 不 足 I也 域 住 宅 公 団

むrグ〉グ》 2 . 地 方 住 宅 供 給 公 社 の 事 業 住 毛 不 足 J也 域 地 方 住 宅 供 給 公 社

手法羽築まE主とし

3 . 公 営 住 宅 言匙 特 定 し な
」、

地 方 公 共 団 体でて

( 注) 1.  D 欄 の慨略の分M は官は行政庁 、公は公共団体ほか公社 ・公団をふ〈む公的機| 刻、民は民 IfJj を示す。

2 .  E 欄 の( ) は現行制度の発足年を、< > はその源流となった類似制度の発足年を表す。

表 2 大 阪 府 に お け る 都 市計 画 区域、 市 街 化 区 域、 用 途 地 域 ( 単位へ 7 ? - J レ)

市 街 化
用

調 笠 区 域

第 l 種住居

区 域

専 用 地 域

g引tき; 府大阪

大阪市 20，717  20，717  
。 。

府 下 150，227 65 ，551  84 ，676 8 ，549 

計 170，944 86，268 84 ，676 8 ，549 

E  根拠基本法条文 F 倫 考

都市計画法第 7条( 5 43)

都市計画法第 8 条<T 8  >  

<T  8  >は 市街地処築物法
( 5 4 5)  

都市計画法第29粂 ( 5 43)

都市計画法第 12条の 2

5 49)  

都市計画法第 10条の 2

( 5 50)  

<M 4 2 - 5 24> <M4 2 - 5 24>は

( 5 29)  旧耕地総理法

都市

( 5 38)  

( 5 37)  

画法

第

<  5 36> (  536>は公共嶋訟円盤備に関連

12  

(  5 4 4 )  する市街地内改i l ' l に! 摘する法律

条

(  5 47)  

(  5 50)  

土地区画務理法第 3 条

( 5 29 

者73回法H  十11 

<  5  24>  <  5 24>は

(  5 43)  一団地 の{ 主毛経営

< 5 31> 

(  5 43)  

第

11  

(  5 41 )  
条

大等都市地域における住宅地

の供給の促進に l刻する特別的訟法第 10粂 ( 5 50)

住 宅( 5地39造- 成5事43業) 法

住 宅地 区改良法( 5 35)

都市計画法第 11粂

<T 8 >( 5 43)  

挫築基準法第42条 ( 5 27)

日本住宅公団法( 5 30)

地 方 住 宅( 5供40給) 公 社 法

公営住宅法 ( 5 26)

地 域

5 43廃 止

<T  8  >は旧都市計画法

市 街地 開 発事業ー等を行う

こと古eある .

昭和50年 3 月31 日現在

計

19 ，807 

65 ，675 

85 ，482 
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(2) 開発許可制度

線引と同 H寺に発足した制度であり、従来は主として民間による新

市街地盤備の手法が小 は建築基準法による位置指定道路、大きなも

のは一部住宅地造成事業規制区域内においては住宅地造成事業とし

て、また 一昔11は例人施行の土地区画整理事業等によるもののみであ

り、乱暴な言い方をすれば、区画道路さえあれば建物を建てること

ができた。 したがって区画道路と宅地 だけの市街地が立地条件の如

何を問わず 、者11市基盤強備のなされないまま先行してひろがってい

ったのに比べて、本制度の発足により原則として、市街化区域で1000

平方メートル ( 一部 300平方メートル) 以上の、市街化調整区域で

はすべての開発行為が許可制となり、少なくともその技術基準にお

いて公図の設置義務が新たに加えられたことは前述の旧都市計画法

H寺代の市街地整備手法に比べて特記すべき前進と考えられる 。 Ij日発

許可制度発足後 5 年間の大阪府下における許可状況は表 3 のとおり

であるが、本 ｩｬｾｊｊ 立の問題点が少なからずあるとはいえ、少なくとも

千里ニュータウンの 2 倍程度の規模の新市街地が法の規制のもとに、

従米の野ぱなし状態に比べればより良好な程度の市街地 として緩やi I I J

件 数

l而 m

市街化調態区域内

開発許可 |  建築許可

333 件 I 1，723  f宇

メ入

口

5，580 

3十

{字

220.0ヘク ター ル I 379. 8ヘ クタ ール 12 ，587. 8ヘク タール

設の移管などに便があったことなどにもより 、私鉄など土地経営会

社による住宅地開発にさかんに用いられた手法である。大阪府に お

ける土地区画整理事業の笑施状況を 表 4 に示すが、大阪市の市域面

積の約4 0 %、府下では豊 中、池田両市をあわせた面積 に相 当する 市

街地が土地区画整理事業によって整備済みまたは整備中 という結果

になっている。

(4)  新住宅市街地開発事業

千里ニュータウンの建設が引き金になって 、新規立法で生まれ た

本制度は大阪府域においては千里ニュータウンの一部、泉北 ニュー

タウンをはじめ計 6 地 区 2，367 .2ヘクタールにおよび、うち 3 !也区

631. 6 ヘクタールがすでに完成し、残余の事業を鋭意、笑施中であ

る。

(5)  市街地再開発事業

“ 公共施設の整備に関連する市街地 の改造に関する法律" が昭和

36年に誕生し、大阪府城では大阪市 2 地区、府下 1 地区計 3 地区面

積 9 ，3 ヘクタールが事業化 され、うち大阪駅前市街地改造卒業がな

お実施中であるほか、 他 はすべて完了している。 昭和44年都 市再開

発法による市街地再開発事業に姿をかえて移行し、現在10地 区17. 4

ヘクタールを計画決定し、枚方駅前市街地再開発事業1. 6 ヘクター

ルがほぼ完成をみている( 昭和51年 3 月末現在) 。事業制度上の制約

から自ずと商業、業務地の盤備手法とならざるを得ず、ほとんどが

いわゆる駅前シリーズとなって小面有し高密度の街区箆備 しか行い

住 : S45.  6. 20- S50.  3 . 31  えない現状は否めない。

(3)土地区画整理事業 (6)  一団地の住宅施設

古くから川区画整理は都市計画の母" といわれてきたが、土地区 都市計画における一団地の住宅経営に源を発し 、新都市計画法制

幽整理事業は 1. で述べたようにす「都市計画法による開発許可制度の 定時に一団地 の住宅施設として組み込まれ現在に圭っているが、大

発足までは民間の参加する而的整備手法の唯一 のものであったとい 阪府城においては新住宅市街地開発事業の制度がまだなかった千皇

っても過言ではあるまい。事実、事業によって生み出された公共施 ニュータウン建設初期に千里ニュータウン 2 地 区 576. 2 へクター

表 4 大阪府における土地区幽霊淫事寮 昭和50年 3 月31日 現 在

大 阪 市

府 F

大阪府計

写真 1 . 土地区画登理事業で基盤登備された吹田市江坂駅周辺 一吹悶市総供
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へ クタール

4，203.7  

3，163. 5 

7，367. 2 

写真 2 新住宅市街地開発事換の完成近い泉北ニュータウン 一大阪府企業局悦供



ルが本事業で施行されたのが唯一の大規模なものであり、他の小規

模なものを含めて計10地区 653. 5 ヘクタールを決定している。都

市計画事業として行うことを原則としているので、わずかな例外を

除きすべて公的機関の施行であり、 一時期新住宅市街地開発卒業な

どのはなやかな彬にかくれた 制度であったが、最近の公的機|謝によ

る大規模住宅開発のゆきづまりなどともあいまって再び見直される

きざしもみえ、 門真市の土地区画監理事業の決定区域内 において昨

年6. 3 ヘクタールが発足している 。

(7)  流通業務団地

都市活動の基本的要素として大きなウエイトを占める物資流通機

能を来たすべき市街地の整備手法として、流通業務団地造成卒業が

昭和41年、流通業務市街地の整備に| 刻する法律砂として誕生したが、

大阪府でも本法制定の引き金となった東大阪流通業務団地48. 0ヘク

タールが昭和42年に着工し現在完了をみている 。他 に北大阪流通業

務団地73. 2ヘクタールが鋭意笑施 中であり、はぽ完成の域に達して

いる。

3 . 現 行 整 備 手 法 の 諸 問 題

2 .で述べた各種の整備手法のうちフィジカルなものとして直接的

に成果を現しうるものは 2 ー (2) 開発許可制度以下 2 一 (7) 流通業

務団地にいたる諸手法であろう 。

これらの手法により現在まて寸こ箆備を完了し、または現に整備さ

れつつある市街地の面積をトータルしてみると約 17，000ヘクタール

にのぼり、現市街化区域の約2 0 %に相当する 。 もちろんこの数字の

みから市街化区域の残り約8 0 %が未整備だと早急に結論づけること

は適当ではなかろう 。市街化調護区域にも今後開発整備されるべき

住宅適地は存在しうるし、市街化区域内にもなお相当面積の農業を

継続する農耕地 がかなり長期にわたって存続する見通しであり、 一

挙に市街化区域内の土地をすべて千里ニュータウン並みの住宅市街

地に仕立てあげたり、また大阪駅前のような商業業務地として務備

すべきものでもあるまい。否むしろ、古くからの既成市街地の中には

現状のままで永久に手を加えることなく立派な“ まち" として市民

生活の場たりうるところも少なくないだろう 。 しかし反面見方を変

えるならば、たとえば公園に例をとってみると大阪府域における l

人当たり都市公園開設面積はわずか 2. 49 平方メートル、都市計画

写真 3 . 市街地再開発事業で聾備成った京阪枚方市駅前 一枚方市従供

公園として計ー画決定しているも の を含めても 5.11平方メ ー トルにす

ぎず、都市公図法が達成目標としている l 人当たり 6 平方メートル

は大阪府人口が現在の ままでかつ都市計画公園のすべてを開設でき

た場合にも達成できない数字である。 まして欧米先進都市の現在水

準の半分を目標とする都市公園整備長期構想にいう l 人当たり 9 平

方メートルの達成にはまだまだ遠〈困難な道程を必要としよう 。

また下水道に例をとれば、大阪府城の市街地面積に対する公共下

水道の処理面積比率はわずか38. 2%である 。大阪市の79. 5% が整備

率に大きく寄与している ので、これを除 〈周辺都市のみではわずか

20 .2% にすぎない ( 昭和48年 3 月末現在)。 道路について も同様の

ことがいえる 。 したがって都市の根幹的公共施設である道路、公図、

下水道を府城という大きな器の中で巨視的にながめてみると 一小区

画の再開発ピルの落成のみをも って市街地整備こと成れり、と竣功

の美酒に酔いしれるごとは許されまい。

以上述べたことからもわかるように市街地整備とは、ひとえに建

築芸術のみに止まるものでなく、それは総合的な都市政策であると

いえよう 。 各種施策が総合的にリンクする姿の中に最終解が導かれ

るものといえまいか。 それだからこそ複雑また多岐にわたるのだし、

多様に出そろった現行制度がすべてこれで十分といえるときは永久

にこないかもしれない。 問題は泉のようにつきず、また苦悶のH寺代

が今後とも続くことだろうが、少なくとも現時点で悩んでいる 二 、

三の問題点について考えてみたい。

(1 ) 線ヨ| と開発許可制度の問題点

都市計画の線引は制度の趣旨としては時宜をえたも のであり、む

しろ遅きに失した感も強いが、大阪のようにきわめて都市化ポテン

シャルが高〈、また農業を含めた土地の利用度が高度に進んでいる

ところで実際に具体の線を引 くとなると種々 の問題が起こ って くる。

長い歴史をもっ土地所有形態と土地利用の現況、地域社会の歴史的

形成課程などが、現実にきわめて報そうしている都市計画区域とい

う一定の器の中で、既成市街地と将来必要と考えられる新市街地の

区域を市街化区域として物理的に割り切った線引をすることは非常

にむつかしいことであり、なおかつあえて引いた線の内外において

も“ 調整" という名称、が示すようにあくまで暫定的に市街化をリザ

ーブする趣旨にすぎない場合もある市街化調聖堂区域を 、開発許可制

度においては立法時の経過措置をもふくめてきわめて画一的かつ厳

写真 ＴＮ 土地区画登理事業と流通業務団地手法により基盤ｾＡ軍備が完了した

東大阪市長田、本庄附近一大阪府土木部都市盤備局健供
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格なきめ方をし、また運用されているため、他 の税制をはじめ関連す

る土地利用制度の立ち遅れと斉合性の欠除ともあいまって、これら

がともすれば強い不協和音発生の因となっていることは否めない。

市街化区域と市街化調整区域の二種類しかない現行制度よりもむ

しろ市街地整備重点区域と開発禁止保全区域を定め、その中聞の区

域は、たとえば一定の 条件と方向性を与えるようにするなど、より

弾力的できめ細かい多様な対応メニューを用意する方が大阪府域な

どの場合、もっと適したものとなりうるのではなかろうか。また開

発許可制度も“ 開発外経済をも含めた総合的施設費用の分担" とい

う哲学を欠いたまま、相当の歩留まりを許容しつつ発足し運用され

ているので、各市町村における法的根拠のない開発指導要綱によっ

て補完行政を余儀なくされているのが現状である。

( 2 ) 土地区画整理事業と地域地区の問題点

土地区画整理事業は市街地の面的整備を行うための、きわめて有

効な手法であるが、あくまで基盤整備に止まるのが限界であり、笑

際に建築物が建ちな らび市街地として成熟していくには長年月の建

築活動に待つべきものであろう 。 その中間をつなぎ規制誘導をはか

るべき地域地区が有効にリンクされれば問題はないが、わが国の地

域地区制なかでも用途地域はそれ自体かなり幅のある用途規制が多

〈、制度的限界を感じる事例が近年増加しつつある。たとえば鉄道

駅前の更地を土地区画整理事業によって基盤整備し、商業系の用途

地域を指定して規制誘導をはかろうという都市計画の窓図であ った

ところが、大規模マンンヨンの進出によって常住人口が当初の想定

よりも爆発的に増大し、学校、公園などの都市施設の計画的設置に

組曲告をきたすのではないかと憂慮、している例が最近数例ある。それ

では住居系に指定変更すれば解決するではないかという議論もあろ

うが実際問題こ とはそう 簡単にはいかない。また地域地区制自身、

土地利用が時系列的に変動していく地域に方向性を与えるカはもっ

ていないので、住工両専用地域は別としてその中間に位置すごる住居

から工業にいたる各地域で土地利用が徐々に変化していく場合に種

々問題が起こる 。 たとえば大阪特有の地場産業が家内工業的住工混

在地区の形をとっている例として、東大阪や堺の一昔11に代表される

地区、大阪市東部の工場→マンション変換地区などにおいては、こ

ういった変化への対応 について 、現行地域地区制度の限界を感じる

ことが少なくない。

(  3  ) 既存宅地確認と用途地域

線引と開発許可 ( または建築許可) 制度の運用についてはさきに

述べたように種々問題があるが、なかでも線引当時宅地であった土

地における建築行為については、立法時の経過措澄がその後の社会

状勢の変化、土地所有者の感情などに照らして、必ずしも笑情に沿

った十分なものとはいいがたかったことなどもあって、 昭和50年 4

月 1 日から線引当時の既存宅地で一定の要件をそなえたものとして

確認できるものに対しては建築制限が緩和されることになった。 こ

の措置はそれなりに適正なものとして理解できるとしても、市街化

調盤区域の用途地域指定を線引! 待に無指定にしてしまったことから、

とくに市街化調盤区域の集落や、ある程度市街化している地域につ

いて用途規制lが全〈働かず、極端な場合は一戸建住宅の隣にマンシ

ョンが建ったり、工場ができたりというケースも今後起こりうると

考えられる。用途純化 という市街地一割痛の主要命題からいちじるし

く逸脱する結果 も予想、され、今後市街化調整区域の該当地区に用途

指定を拡げるか、また法そのものを改めるべきか大きな課題となろ

つ。

( 4 ) 公的機関が行う住宅建設と都市計画の斉合

表 1 の最後に掲げた住宅公団、公社、公営住宅事業は主として住

30 

居系市街地の整備にかなりの貢献があった事実は認められるとして

も、住宅不足を緊急に解決すべき要請、用地取得難、執行体制上の

制約など、幾多の臨路が複合因となってか、ややもすると用途地域

や都市施設との斉合函で問題を残すことになる事例が少なくない。

本来これらの事業は住宅不足に緊急に対処すべき目的をもって発

足したものであり、また建設事業のみならずその後の管理までにも

およぶものもあるので、都市計画との結びつきという点からみると

住宅公団の場合一部市街地開発事業などとのリ ンク があるといえど

も、それ自体都市計画と基本的に斉合した制度になっていない点に

起因するのであろう。これらはいずれも公的機関が行うものである

ので行政内部の調鐙によって解決をはかるべきことは当然のことで

あろうが、今後の都市政策面での大きな検討課題ではなかろうか。

( 5 ) 新しい整備手法の模索

表 1 に掲げた市街地整備手法の中でもごく最近の制度化によるも

のが多数みられることは、それだけ現代の都市政策の苦悩の姿を表

徴しているものといえまいか。現段階では一応のメニューが出揃っ

たというに止まり、制度化後日の浅いこともあって市街地開発事業

等予定区域、促進区域、住宅街区整備事業、特定土地区画整理事業、

新都市基盤整備事業など大阪府域ではまだ実施例をみない。 これら

の中にはとくに大都市地域の住宅供給の促進という見地から、従来

対象にしえなかった学校、保育所などの生活都市施設に対する財政

上の対策や、農地所有者との現実的調整措置などを盛り込んだもの

が多いが、大阪府域における効能のほどは未知数である 。

新都市基盤整備事業なども土地区岡整理事業の隠路を打開すぺ〈、

その制度化に当たっては大阪府も相応の寄与をしたものであるが、

いざ具体的に制度化された今日、長短相ま って笑施例がいまだない。

また工業団地造成事業なども制度化はかなり古いが大阪府域では笑

施例がない。住居系市街地の整備手法はかなりのものが揃い、また

市街地再開発事業は商業業務地向き専門 の感が強いが工業系向きの

手法1 ; 1 ¥，、ささか都市政策の枠外に阻害されつづけられた感がある 。

大阪府域において過去い〈多の工業系新市街地の整備がなされてき

たが、いずれもよくいって土地区画整理事業を用いる程度であり、

他はすべて任意手法によっている 。1. で述べた各手法は新市街地向

きのものが多〈、今後とくに既成市街地のきめ細かな畿備手法が要

求される情勢にあるとみる 。

市街地再開発事業とて一般の既成市街地に対して普遍的に適用で

きるものとは考えられず、これらの手法の谷間を埋める新しい弾力

的な手法と現手法の有効な組み合わせについての模索が続けられて

いる現状である。

今後、線引、開発許可、用途地域などの規制誘導策と市街地開発

事業以下の事業手法を総合的にドッキングし、地域計画や土地利用

計画を具体的に実現せしめるための政策的知恵の発揮が行政当局に

対してとみに要求されよう 。

あとカずき

以上で、市街地整備の主な手法について、いささか視点を変えて

都市計画行政の次元から概要をのぺ問題の所在について若干の論評

を試みたが、 |浪られた紙数の中でもあり深〈掘り下げることができ

なかった。したがって読者のご理解に少なからぬ妨げになったであ

ろうことをおわびしたい。また筆者の私見も相当まじえさせていた

だいたので各界からのご批判も多かろうと考えるが、今後諸兄の街

づくりという困難かつ重要な仕事の一助にでも資すれば幸甚に思う

次第である。

( にしむら ますお 大阪府土木部都市懸備局総合計画課主幹)



住 宅 公 団 に お け る 市 街 地 整 備

市街地住宅建設にみる市街地整備の変遷と方向

藤原 昭

は じ め に

公団の住宅建設、と りわけ既 成 市 街地 内 に立地 す る 市 街地住宅の

建 設 は 、 周 辺地 区 の 繋 備 を は じ め 既 成 市 街地 の整備と無関係ではあ

りえない 。 しかしながら、公団における市街地 整 備 へ の 取 りくみは、

行政権のあ る地方 公 共 団 体 の そ れ と は 異 な り 、 自 ず か ら 「 住 宅 の 建

設」という事業の枠組の 中でのものである 。 r住 宅 建 設 を い か に 可

能 な ら し め る か J r地 区の開発諸条件にいかに住宅建設を適応させ

るか」という視点から、公団は住宅建設と市街地 整 備 と を 対 応 さ せ

ようとしてきたといえよう。したがってこの小 考では 、公団が 市 街

地 住 宅 の 建 設 と い う フ ィ ル タ 一 通 し て 、 い か に 既 成 市 街地 の主主備に

関与してきたか、さらにしていこうとしているかについて、概要を

紹介したい 。

1  . 市 街 地 住 宅 制 度 の 概 要 と 現 状

市街 地住 宅fh9J J支は、「既成市街地 の土地 の高度利 用によって、 通 勤

等に至便な 地域 に お い て 住 宅 を 供 給 す る と と も に 、 健 全 な 市 街地 の

形成に必要な施設を建設し、市街地 の再開発に寄与すること」を目

的としている 。 その概要 は表 ー 1 に示す通 りである。なお、 制度そ

のものの概要については、「日本住宅公団に必ける再開発について」

( 千 葉 宏 ; 建 築 雑 誌，1975 .6， vol .90， no  .1094 ; 日本建築学会 ) に筒j

潔にまとめられているので参照していただきたい。 したがって、こ

こでは各制度について主に市街地整備の側面から若干の説明を加え

たし、 。

(  1  )  一般市街地住宅制度 公団設立当初より実地された 一般 市 街

地住宅は、いわゆる「下駄ぱきアパート J と称されているものであ

る。 制度的には、土地所有者等の施設譲り受け申し込みに応じて 、

公団資金を充当し j苫舗 ・事 務 所 等 の 地 設 を 建 設 し て 、 こ れ を 長期低

利割賦の償還で譲渡することを条件に 、住宅建設用地を硲保し、こ

れら地設と 一体に高層住宅を建設するものである。この住宅建設用

地 の取得の方法として全面借地方式、住宅部分の土地利 用 比 率 に 相

当する敷地のー音11を買収する 一部買収方式、および派生的に全面買

収 方 式 と が制度化されている 。

このように、この制 度は土地提供者の希望する焔訟を公団住宅と

一体 的 に 逮 設 す る も の で あ り 、 既 成 市 街地 内に都心住宅の供給 、拠

点的地設の主主備と不燃化建 築 の 促 進を図ることを目的としている 。

また、土地提 供 者 の利益 と住宅建設という公的立場での 利益 が 合

致したときはじめて実現される方式であり、 何 らの強制権もなく全

くの話し合いに基づいている制度である。 したがって、この制度が

市 民 の 側 か ら 積 極 的 ・広 域 的 に 活 用 さ れ れ ば 、 市 街地警告備上有効な

手法となりうる手IJ 六をもっているといえよう 。 とりわけ、土地提供

者 が 公 共 団 体 の 場 合 、 そ の 公 的 意 図 に よ り 日 常 的 建 設 活 動 の 中 で 市

(注) 市街地分限住宅制度は ，上記制皮肉分傾住宅であり本表か ら除外する. ただし，現在挫設地域は前開発市街

表 1 . 公団における市街地住宅和l度
地住宅と同 地域，敷地同条件は一般市街地住宅と問機 ，土地内貿収は全面買収を l原則としている.
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街地整備の推進に十分寄与しえよう 。

さらに、拠点的小規模な開発ではあるが、土地権利者が現地での

営業 ・居住等を保ちつつ、任意の建設活動により道路拡幅や区画監

理事業等の関連都市計画事業を円滑に進めるのに活用しやすい利点

カずある。

しかしながら、この制度はもともと商業・業務等の貸ピル需要に

より成立しているものであり、近年の貸ビル需要の冷えこみにより

行き詰ま りを招いている 。 また、既成市街地内の敷地 の細分化が進

み、住宅建設に適切な規模の敷地が少なくなっている 。 さらには、

既成市街地に隣接する小規模な地区に事業採算上高層高密度化する

計画になるため、近年いわゆる相隣関係問題を惹起し、建設計画と

事業採算とが適合し難くなっている 。 以上の状況により、この制度

を適用する開発 地 区が限定され、さらに話し合いのついた所からｾ，Ｓ

意的に建設されることになり、市街地整備上の上記の利点の、計画

的に有効な活用が十分に図れているとはいい難い状況にある 。

(  2  )  地区市街地住宅制度 昭和35年に創設された地区市街地住宅

制度は、 一般市街地住宅のしくみがそのまま適用されるが、複数の

権利者から土地の提供をうけ、それらを共同化して、権利変換方式

に類似した手法により開発する点が異な っている 。 ただし、計画上

この制度は一般市街地住宅の集団的建設を意図しており、都市施設

の比較的整備された未利用地の多い地区に適用され、防災、生活環

境の改善、土地の有効利用等の市街地整備へのとりくみをより明確

にしたものである 。 したがって、その市街地主主備上の利点は、点的

開発から小規模でh はあるが地区開発に広げることにより、 一般市街

地住宅にみる利点をより街づくりに貢献させようとするものである 。

しかしながら、実態は一般市街地住宅の抱える問題と同様の課題

をもち、かつ、複数権利者に対する共同化や権利調挫に対する措置

( 現在、既存建物の撤去費，仮設応命I i 等の建設費および庖舗等; の移

転資の公団一部負担等の措置があるが) が十分ではなく、実施例はき

わめて少ない 。 笑現された東京の青山地区、 三 月 ｩ ｾ 地区、大阪の高 ｷ

台地区をみても、その開発形態は路線商業地区の線的開発にとどま

っている状況である 。

(  3  )  面開発市街地住宅制度 点的 ・線的開発である 一般および地

区市街地住宅に対して、より大量の住宅供給の要請から、昭和40年

度の景気刺激対策を契機として笑現したのが面 ｬｾｦ ｊ 発市街地住宅であ

る。現在では、面開発市街地住宅は後発したにもかかわらず市街地

住宅総建設戸数の約 50% をしめ、主流の市街地住宅の供給制度とし

て定着している 。

この制度は、都心への通勤にきわめて便利な地域に大規模な土地

を更地で全面買収し、高層住宅を柴田的に建設するものであり、第

ー には既成市街地内において大量の住宅供給をはかることを目的と

している。 また、住宅用地を主として工場跡地に求めるため、公害

源の除去等居住環境の改善にも効果があると考えられている 。 さら

に、敷地内にできるだけ大規模なオ ープ ンスペー スを確保し、緑地

や広場等を設けることにより、これら泊設が不足している周辺地区

を含めた地域の環境整備と地区の防災性の向上を図ろうとしている。

このように、面開発市街地住宅は、大規模開発としてのスケ ールメ

リットを生かし、大量の者11心住宅の供給とともに、住宅地の形成に

より市街地盤備へ多大な Ｉｾｪ 響力をもっ手法といえよう 。

ただ、最近ではこの制度をとりまく社会情勢の変化から、計画上

の隙絡が顕在化してきている。一 つには、大量の住宅供給が短期間

になされるため、地方公共団体の環境整備に伴う財政負担附加に対

する反発から、人口抑制政策または 開発負担金の多額化を招いてい

る。 このことは、この制度が土地の手に入った所から開発するとい

32  

表 2 市 街 地 住 宅建 設 戸 数 ( 昭初51年 3 月末現在)

京浜

京大軍都市神国 中大京都市闘

北九州福岡

人口50万人 人口50万人

大冊市阻 大師市凶

以上町 未満の 計

地方都市 地方都市

建 設 戸 数

戸 戸 戸 P  戸 戸 戸

( 割合 %)

68，223 31，417  14 ，649  6，4邸 4，820 1，918  127，513  

(53.5)  (24.6)  (11. 5)  (5. 1)  (3.8)  ( 1. 5)  (1∞ 0)  

一般

24.9邸 15 侃6 9.2ω 

市街地住宅

6，∞5  4.776 1，918  61，930 

内

面開尭

38，555 15，ω6  5，389 
市街地住宅

481  ω ，031  

訳

面l譲制尭住市宅街且地ぴ 4，763 

745  

制 5，552 

分市街地分譲住宅

(256)  (44)  (抑 )

注) 1  往 訪実績のある人 口50万人以上の地方都市は、札幌市 、仙 台市 、岡山市、広品市。

2  建設実績のある人口 50万人未満の地方都市は 、函館市、徳山市、熊本市、 宮崎

市、成児品市.

3.  (  ) 内の戸数は、 H自利49年度以降の市街地分捜制度による市街地分級住宅ill 股

戸数 を示す。

(' 75 日本 住 宅 公 団 年 報 よ り )

「住吉J 面 開 発 市 街 地 団 地



表 - 3 市街地住宅における相隣問題等の発生状況

=τ----- ごと

44 45 46  47  48 49  

骨量

I也 区 数 34 23  25 16  14 26 

市

問 題 発 生

li ヲ 49  41 57 

I也

延 f! ド 数

82 77 146  

{主
地区当 たり の

宅
問題 発生件数

1. 4  1. 8  2 .3  5. 1 5. 5 5 .6  

面
地 区 数 5  I  8  

市l発制

9  12 13  

問 題 発 生

16  21 

f釘 延 fド 数
33 52 68 91 

I也

住 地区当 たりの

3. 2 

宅 間組発 生件 数

3. 0 4. 1 5. 8 5 .7 7.0  

注) 1. 1問題発生誕件数は、 ①公団法第34粂の協議②日開③電波/i!J:: 8 @ 風1!;: ⑤工 事騒712

等⑥施設税制il ⑦プライパ y ー③そのf也、 の8 fli fcl に!日l し、J也)J 公共団体又は地

元 ｉｪｬ［ Ｎ ｦ 王 将 等との ｈｬ ｊ に ｉ Ｚｊ ｊ 泌が発生した場合に、その 内 ，Ｇ［Ｚ、ｾｪＧ ｩｊ 主にかか わ らず、 間 ｪ

姐発生した明日についてそれを 問題発生 1 f'lーとして、当，/主'1ト1; 年皮肉地区数に

付して総合 ｾ ｉ したもの 。

2 .  50年度分について は、今後の発生があり得るめでぶ.UH十.

(r ｲ ｬ ￭ｬ ｭ 也 住宅の 主 ｬｬ ｊ 止と ｲＱ ￯ 街 地 獄 倫 Ｏ ｊ ｻ 主毛公団社 内 誌いえなみ ＧＷＶ Ｎ Ｕ 自 ｮｾ Ｎｊ ｴ 義附氏作

Illt による )

う 都市計画上 ｾ ＮＡＺＺ立的 ｉ［ｾｊ 発になりがちであり、都市計画が後追い的に

なる傾向が あ るこ とを物語ってい る。 さ らに、巨大住棟の林立によ

る既成市街地 への 日Ａ剛容 害 、風 害 、 Ｗ 江波 ｉ ｾ ｾ 害 とと もに 心理的および

プラ イパ シー侵 害 から の圧 迫 感等 の相| 溌関係 の問題をかかえている 。

したがって 現在 、形成 す る住宅地 がし 、かに周辺 に迷惑をかけないか

に力を注いでいる状 j兄である 。

(  4  )  再開発市街地住宅制度 昭 和44年 、都市再開発法が制定され

るにおよび公 団施行市街地再開発卒業 が登場した。 この市街地再開

発 事業 に則り建設 される の が再開発市街地住宅で あ り、制度上は従

来 の公聞 の任 意 ギ業 では なく 都 市 計 画4 業 その もの である 。 したが

って 、こ の制度は都市再開発法に依拠し てい るが、公団 の指向する

対象地区 と して、面開発市街地住宅団地に隣接する地区、公固め郊

外 団 地 建設 と連係して 交通 の要衝と しての駅 前 地 区 の盤備等都市 の

総 合 的開発 の一環とな る地区、およ び地方公共団体にお いて再開発

計画が策定されかっＴｪ｜Ｎ ｾに 対する地元意向 の 熟成 ｪ 交 の 高い地区が考

え られ ている 。

この よ うに 、こ の制度は市街地整備と 直接 的 に 結 び つ き 、 市 街 地

再開発Ｎ｢｝ＮＮＮ ｾの 直接地行または参加組合員として資金力、企画力、技

術 力 面 か ら援助することにより、市街地内 の公共施設の整備、防災

性 能 の改善等の 推進に寄与し、住環境の整備を分担していくことと

なる 。

しかし、こ の卒 業 は徹底した住民参加体制を前提とするため、権

利 調 整 、 卒業 採 算 上 の問題等事 業 その ものの 成立条件が厳しく多大

な開発期間1を要し、現在では公団施行 4 地区、参加組合員として 2

地 区 の事業化にとりかか っているが、完成例はない状況である 。

(  5  )  市街地分譲住宅制度 市街地住宅制度には、従来面開発分譲

住宅があるが新たな意図で、昭和49年から市街地分譲住宅制度が加

わ っている 。 制度的には、市街地住宅として建設する分譲住宅であ

るが、単なる賃貸住宅の分譲化だけではない。

この制度は、市街地再開発事業施行予定地区、街路公園等都市計

画施設予定地区、老朽または密集住宅地区等 に居住する人々が、そ

の地区における環境整備、都市施設盤備等の事業に伴い、移転を必

要 と す る 場 合 や 土 地 等 を 売 り 渡 す こ と に な る 場 合 に 、 そ の た め の

受け皿として活用し、都市再開発の促進に役立てることを主たる目

的としている 。 併せて、こうした移転など の促進により、移転跡地

を活用して、市街地の主主備 ・改善を図るとともに新たな住宅建設用

t也の確保につながると考えられている 。 また、地方公共団体の要請

を うけて、個別的な住宅地化による弊筈を防止するために、住宅と

焔設とを 一体 的 ・計画的に務備し、特定の居住予定者に譲渡するこ

とにより、うまい街づくりを促進するのに活用されることもこの制

度のねらいである 。

×  ×  

以上のように、公団は多機な手法を制度化し、既成市街地内での

住環境の整備にとりくんできたといえよう 。 とりわけ、最近では住

宅の供給という側面とともに、再開発市街地住宅制度 ・市 街 地 分 譲

住宅制度にみられるように、直機的な都市計画との結びつきを意図

した制度に取りくみだしている点は注目に{ 直しよう 。 なお、昭和49

年に特定住宅地区整備促進事業 ( いわゆる 「ころがし方式J ) が登場

し、公団もそのー梨を担うこととなり現在調査に取 りかかっている

ことをイ寸記しておきたし、

2 . 市 街 地 住 宅 建 設 に み る 具 体 的 な 整 備 内 容

ここでは、市街地住宅の建設が前章の整備目的に目 IJ り、市街地整

備に寄与している具体的な盤備内容について、若干の説明を加え整

理をしておきたい。

( イ) 職住近接の良好な都心住宅の供給一 一 一 市 街地住宅制度は、

既成市街地内において土地の高度利用を図り、都心住宅の供給を -

Ｑｾ して抑し進めてきている 。 ただ、このことは、近年の住宅供給と

都市環境整備とのアンバランスに起因する地方公共団体の人口抑制

策を招いており、結果として現在市街地盤備に有意義なものである

かどうかについては即断できない。 しかしながら、公団の市街地住

宅は、公的目的に則り計画上、設計上よりよい住環境形成のパイオ

ニアとなり、民間による都心住宅の計画に対し 多大な影響を与えた

こ止は評価しえよう 。

( ロ) 都 市 防 災 の 推 進一一一公団設立当初から建物の不燃 ・防災 化

を推進し、昭和30年代前半の中高層耐火建築物融資 、防災建築街区

造成法と呼応して、市街地住宅は耐火建築物の建設を図ったもので

ある 。 とくに、地区市街地住宅は、単なる耐火建築物の点的建設で

はなく、集団的建設により防火帯の造成に寄与している。次いで発

足した面開発市街地住宅は、大規模な空地を生みだすことにより、

周辺地区住 民へのミニ防災拠点的な避難地となり、地区防災への布

石として位置づけられるに至っている。最近の計画事例では、団地

内に防災施設としての備蓄倉庫等を設置し、避難地としてより積極

的活用を図ろうとするとりくみがみられる 。 また、面開発市街地住

宅は、前述したように、工場跡地の 利用により既成市街地内 の危険

物の除去等都市防災の 向上に 貢献したと言えよう。今後とも、公団

の市街地住宅には、地区防災上重要な位置づけがなされることと思

われる。

( ハ) 地 域 施 設 の 供 給一一一市街地住宅は、住宅 ・施設の共同建築

であり、庖舗等の利便施設の供給とともに地域住民に必要な区役所、

表 - 4 面開発市街地住宅における周辺地場からの施設利用状況

広 場 スーパーマーケ y ト 保 育 所

亀戸 二丁目 一一一 %  44. 0 
%  

一一一 %  

大島四丁目 31. 0  37. 7 41. 0  

大仏六丁目 41. 2 50. 5 59 .7 

笠J:1i 五丁目 32. 4 42. 0 

注) 1.  cilii 開発市街地住宅の周辺地域に及ぼす彩特についての研究による J

( 昭和47年度市街地等調査、日本建築学会に委託)

2  調査時点は48年4 月。

3  パー セ ン トは、当該地設利用者のうち、団地外居住者の占める ｜ Ｇ ｾｉ 合 。
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消防署、保健所、保育所、学校等の公共公益施設を供給している 。

最近では、勤労市民センタ一等を併存した兵庫駅前および新長田駅

前市街地住宅 ( いずれも神戸市) の一般市街地住宅や、老人福祉セ

ンターを建設した壬生坊城第二面開発市街地住宅( 京都市) 等が好

例である 。 この地域施設の供給は、周辺地域の不足施設または周辺

住民の要求施設の建設を行うことであり、住宅開発が周辺にとって

メリットのあるものに転化する主要な要件になると言えよう 。

( ニ) オープンスペースの供給一一一面開発市街地住宅の市街地整

備上最大のフィジカルなメリットは、このオープンスペースの供給

であると言 って過言ではない 。敷地面積の50- 60% の広さで確保さ

れているこのオープンスペースは、前述したように避難地、地域施

設の建設用地となり、 さらに安全な歩行者空間として確保され、周

辺地区に絶対的に不足している公園 ・遊び場や緑を提供している 。

今後ともこうした多面的な空地の形成は、市街地整備上欠かせず一

層の活用が期待される 。 そのためにも、形態上このオープンスペー

スが巨大住棟聞で生みだされ、ややクローズドなものになりがちな

面を是正し、より周辺住民から機能的にも心理的にも利用しやすい

ものとなるよう努めなければならない 。

( ホ) 地区用途の純化の推進一 一 一既成市街地における住工混合地

区は、防災上 ・生活環境上からみて基本的には好ましい状況ではな

い。 したがって、面開発市街地住宅は、地方公共団体等の工場郊外

移転の誘導施策に則り、跡地を活用し地域の住宅地化への純化 ・転

化を促進している 。 しかし、実際には建設敷地に対する段階計画的

・誘導的側面が弱〈、 一部に周辺工場か らの建設反対運動や周囲を

工場群に固まれた住宅地の形成を生んでいる 。

( へ) 都市計画関連事業への寄与一一一建設そのものは、絶えず都

市計画規制や指導を受けることは言うまでもないが、高津台地区市

街地住宅の区画整理および防災建築街区造成事業との同時施行例、

千島や南港面開発市街地住宅等の区画整理や埋立事業の中での活用

例等にみられるように 、関連都市計画事業の円滑な推進を図ってい

る。 また再開発市街地住宅は都市計画事業そのものの実施であり、

参加組合員制度の活用は組合施行の事業推進に寄与するものである。

さらに、市街地分譲住宅は市街地盤備のための公団住宅の有効利用

を意図したものであり、住宅供給とともに市街地盤備への必要なこ

まとして一層の活用が期待される 。

3 . 市 街 地 整 備 へ の 今 後 の と り く み

前述したごとく、市街地住宅制度は住環境の改善を目的として街

づくりへの有効な利点をもっているとともに、具体的な整備の成果

をあげている 。 さらには、この制度そのものはそれぞれ特色をもっ

ており 、これらの特色を単独で利用するだけではなく、相E 補完し

複合して活用すれば、多様な開発体制の中に組み入れられる可能性

がある。しかも、その開発が市街地整備に与える影響は大きく、計

画的に誘導すれば市街地整備に有効に機能すると恩われる 。

しかしながら、現在これらの制度はそれぞれ計画上、制度上の随

路を抱えている 。 この計画上の隠路は、前述した問題点からみれば

大別して、市街地住宅の建設は、 ( イ) 市街地整備に与える影響が大

きいにもかかわらず、をＢな的 ・ 任意的 ｉ ｾ 日 発になる ｦ 頃向があり、市街

地強イ向上十分に 一 貫性、総合性のあるものになっていないことと、

( ロ) 市街地住宅の計画体制および空間計画上の問題を含めた相隣関

係の問題を惹起していることといえよう 。

したがって、今後より有効に市街地住宅制度のもつ利点を市街地

務備に活用するためには、基本的にはつぎのとりくみが必要になる

と恩われる 。

3 4  

第ー には、市街地住宅制度をいかに地方公共団体の市街地盤備の

基本的方向の中で、住環境整備として位置つ' けていくかがより問わ

れることになろう 。 そのためには、地方公共団体において市街地に

おける都市政策と住宅政策とを 一体的なものとして確立されること

が望まれる 。 とともに、公団は地方公共団体の意図する市街地盤備

に向けて連係プレイをとることが重要になろう 。 この市街地整備へ

のとりくみの中で、公団は住宅建設事業主体として、当初の企画 ・

用買 ・計画づくりの段階から、地方公共団体との共同作業にとりく

み、過去欝概してきた住環境監備への企画カ ・技術力 ・資金力を提

供し、市街地住宅制度のたくみな利用を図 1) 、市街地整備の事業化

を可能にする役割を果たしえよう 。すなわち、従来どちらかといえ

ば生一本に推進してきた土地の高度利用を図りより大量の公的住宅

を供給するという住宅建設も、地方公共団体の広域的な街づくりと

一体化することが、現在の計画上の陥路を 打開する道であり、か つ

より 一層市街地整備に寄与することとなろう 。

第二 には、市街地全体の整備に寄与するとともに、各地区で周辺

地域と融和した、あるいは地域にメリ ットのあ る開発にとりくむこ

とが関われることになろう 。現状における相隣関係への対処は、い

わば地域に迷惑をかけない式のものである 。 たとえば、日照、圧迫

感等に対しできるだけ計画上対策するとともに、さらに住棟位置 ・

高さ ・長さや建物への仕掛け等により「誠意」 を示し同意をもらう

ケースが多い。 また、風害に対しては防風ネ ッ トや植樹、電波障害

に対する共聴アンテナの設置等がみられる 。一方で、地元からの要

望により福祉施設、学校等の施設供給も図っているが、これも建設

のためにはイ土方なく講じざるをえないという色幸三が強 L 、状 j兄である。

しかし、市街地住宅は将来とも周辺の近隣社会の一部うf として機

能するわけであり、建設を 可能な らしめるだけの対策にとどまらず 、

より地域への融和 を推進するものでなければならない。そのために

は、計画にあたり周辺地元住民の嬰求を適切に] 取り入れる開発組織

づく りおよび計画のすすめ方を含めた体fl，l] づくりがまず必要となろ

う。 さらに 、空間計画上もより積極的に地域融和を前提としたもの

でなければならない。 その際留意する事項としては、 ( イ)低層住宅

群 の導入も考慮した周辺景観との述続性の確保、周辺からのアプロ

ーチの しやすさや利用を前提としたオ ープン な配置計画、ブ ミ収集

所や駐車場等の阻害要素をなる べく 周辺に配置しないなどの周辺住

宅地とのなじみを確保すること、 ( ロ) 周辺に不足している運動公園、

恐いの場や避難広場として のまとまったオープンスペースの確保と

コミュニティ施設等の公共公益施設の導入、 ( ハ) 周辺商庖街や公共

施設 ・学校 ・公園等の施設と| 弘J: i i l i した緑のネットワークを形成する

生活動線の保全と創造、 ( ニ) 将来の発展を予 illi J した柔軟性のある計

画、等が考えられよう 。 この ように、開発計画は地域住民の生活の

ネ y トワ ーク に有効に適合させ、コミュニテ ィの融合 を図る手法を

展開するとともに、形態上も地域に融合した住宅地像が望まれる 。

現在、公団は以上の方向にむけて、大規模開発に伴う地方公共団

体と の共同作業や地域融初への諸検討にと りかかりつつある 。 が、

市街地住宅制度はなお一層こ の方向に対応する制度上の改善を必要

としている のである 。 すなわち 、公団の市街地整備は、これまでの

住宅建設を優先して市街地盤備を論じてきた時期から、市街地整備

の観点からいかに住宅建設を役立たせるかとし、う 11寺期にさしかかっ

ているといえよう 。

なお、この小考にあたり、関西地区の市街地住宅の現状について

は、内 ｦ 永ｾ彦氏 Ｈ 住宅公団地区住宅課 Ｉ より助言をえて、筆者の買

においてまとめたものである 。

( . . i 、じわ句 あきら 臼本住宅公団再開発課)



民間による市街地整備

の 実 例 一 大 阪 マ ル ビ ル

富田 勇

小 林 泰 之

1 . 梅田の現況

大阪における都市化の進展は、著しいものがあり、その 中でも難

波を中心にした明ミナミ。に対して、梅田を中心とするホキタ H の

台頭が目立 っている 。

大阪の C. B. D は、このホキタ。と* ミナミ H を結 J J 御堂筋を背景

として成り立 っているが、そ の心臓部ともいえる梅田は地下鉄綱の

整備に伴う地下街の発達と、阪急タ ー ミナルを中心とした大阪駅裂

の再開発によ って新しい街の魅力を呼ぴ、大きく人の流れをかえつ

つ ある 。

一 方、都心に集中する人や王手に対して、都市施設の整備は依然と

してアンバランスな状態にあり、再開発の促進が必要でーある 。大 阪

駅前地区においては、昭和36年に市街地改造事業がスタートしたが、

大半は老朽家屋が建ち並び、不健全な環境のままであり、大阪駅装

に対して立ち遅れている 。 さ らに、地下街の無秩序な発展は都市防

災上、新たな問題を提起している 。

これに対し、市街地改造卒業をはじめとして、地下道計画、国道

2 号線の拡幅と国鉄片福連絡線計画、大阪駅改造計画、梅田貨物駅

再開発とい った構想、や計画が進められているが、それらが笑現され

るには多くの困難な問題があり、そのためにフィジカルな面におい

ても、時間的な商においても統一的な地域全体のマスタープラン化

が難しく、遅々として進んでいないのが現状である 。

2. 大 阪 駅 前 地 区 再 開 発 計 画

大阪市においては、当梅田地区に対して、交通ターミナル機能、

都心業務および商業機能の立体的高度利用をはかり再開発を促進す

る方針を打ち出している 。

国鉄大阪駅、桜橋、梅田新道を結ぶ10. 7ヘクタールの大阪駅前地

区は、東に御堂筋、西に四ツ橋筋、南に国道 2 号線とい った幹線道

路に困まれ、周辺に集まる鉄道網は国鉄をはじめ 、阪急、阪神、地

下鉄 1 ， 2  >  3 号線があり、中之島のオフィス街や曽線崎新地の歓楽

街を背後に控えた大阪の中枢ともいえる地区である 。 このうち北半

分の4. 7ヘクタールは昭和 10- 15年に都市計画法による土地区画整理

卒業により区画筆理されたが、南半分の 6 ヘクタールは混沌とした

状態のため、大阪市によ って昭和36年に市街地改造事業として都市

計画がなされ 、大きく 4 つのブロ ック街区を整備し、スーパープロ

ックとして 1 号練 から 4 号棟まで四つの大規模な建築群にまとめら

れ、現在第 2 号機を施工中である 。一方、 北半分のうち第一生 命 ビ

ル、大阪神ピル、新阪急、ビル等が民間の手により、昭和26年 - 3 8年

頃にかけて建設されたが、残された梅田 3 番地、 4 番地 、 5 、 6 番

地 のブロ ックは、老朽家屋が密集している状態にあ って、民間によ

る再開発が期待されているものの、答易に進まない状態にあった 。

写真 1 昭和44年当時の大阪駅前

写真 4 地区模型一一エレベーション一一

建築 と社会/ 1976年 6 Jl 号 3 5  
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弘一 スーパ ーブロ y クの考 え方 |

(1)  当地械は一つのスーハー 7 ロゾ 7 として 卜分 主

広 さを イ{ し、かつ 大itr ii<: としての完結性かあるが 、

｜Ｑｽ ｬｊ ｦｬｾιｉｾ ｴ［ の 施行 ＱＱ 年 ｊｕｉ および施行 主体による .;n制約

によ り、 ｦＱ 附 Ｕ ･Ａ民 ＱｾＧ ｬｮｈ 党 Ｉｪ 式が妥吋 であると ｹ， える。

" '， iJr I;{ はその発! 長〆、タ ー / によリつきの 3 Z onelニ

大目1I される

開発促進地域

街地地地

(2) ③地域の Jj¥"j

① 1  i1i灰 l 処 築

② 日柄化と デ y キt，V，氾! によ る統一 、

③ J ( !i :1地行一一一一一，い付科、時 JUI の h ¥ll l不可古E

1  ｦｬ Ｎ ｴ 在 の 隊 ｦｾ と 社会変動 のｼ

人 hll'll 凋維J

マ

形態 ｴ ［ｬ，ｬ， ｡ｾＱ は凶舵

( 形態 はf I l 途機能 を制限す る)

｀③ ｪ 也肢におい ては 、 そ れ ぞ れ の ｩｬｬｾ の 例性 を ＧＱ 三

か しつつ 、段Il l'i( I(J に[l j[ lfl 発 を促進し、特徴ある建

築 ｴｲ ｾ で 附成した ｊｪ が肩 ｨｪ 一 化がｪｬＡｊＧけ ら れ、Ｑｉｩ ＱｊＡｩ 出｛ド Ｚｊ ， ｪｪ Ｇ

I'I'I てある と巧えら れる 。

|2  景 観 につ いて | 川 j杉占並行

〔都市的意味〕

( 1) 無 }J ¥"j 刊

谷道路を納にさ

まざまな fijj 支で

悦' Jj:((JJJ ( デザ

イン の 拘 つ ｨ 協， ｊｾ ｴ
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地域 の 小心 ＨｉＨｊｦ 立 ｩｲｴ による ｦ 刊 ｲｬ Ｇ Ｈ への 則ｾ ｾ ｊｪＡ Ji ¥"j ，変役

機能が必 t!: 。

@  1-.  卜述総装 i町としての織能

1  F 、 3 F デッキの |一.下 j1!給』也ぷは、jfi 路1Mでは

不可iiEであるので、‘ 月 t股I也にむい てその 11'，I;lJ を' 立ー

け 、 ｾｈ ， ｖ［ 氾Ａ の ｴｦ ｢立 に［ 汗守す る。

3  F デ ッキ _ < T =  ｟ｾ 三 弓 ｆ ご ｾ三三金

1  F 広 場 ^ " t ' - 一一一一一一、

勺仁二二y r///// 

( 1動線の一体化 j

@  人1::1的魅 JJ のある デソ キ榊氾! のJf f; jffi

デッ キt，V; :t!，! の ，jI:;fとの 11  (I(J → 人/l :I 1' 1のl"lili

マ

遊 歩 道 ( 7 ロムナ ート HMHi 刊 に12.'政

① 、i: f本(I(J 公 |者1(I(J すよ Inl ｾＨ＠

② 1'. リや すさ と戊 ;! ，l f l・

③・告1::)(1リ -f.j( !必( joJ! 品:，1' 1，)

(2) 地上広場の考え方

①スーパープ ロ y ク

におい て、ま とまっ

た官I也は北部の ロー

タリ ーと 1+11;11(7) 40 111 

i直路の 2 つが与 えら

れる 。大阪 7 1レビルにおい ては、北f¥!l lのロー タリ ー

に1Mして 、できるだけまとまった幌地 をとるのが越

叫と考える。

②広場の1'l: fli とデザイ ンの Jj¥"j

いわ ゆる 広場 としての 機能を来た すには ｕｾｬＮｴｬ Ｎよ さ が

〔建築的意味〕 イ; l '分であるた め、遊歩7} : : IIIJ のたまり広場(I(J 1' I，絡が

(1)  ホテル控築とし ての必然刊: 一一効率の良さ、客 船 、 したがって 、全体イメ ージは 、 スポァ ト公 l曲l

室の 1，' 州『

(2幻) f.低氏ωl肘材苦矧部|日i デサイ ン一一絞イ作干世4他II 築の形:悠桧 として fJ低l札Lυ!附付

晋11ができる のはやむをえないが、 40M j草路↑ 1111 に配

置し、市街地改造ビル の形態に調和するよ うに巧

I.&. して巧 える。

t11t 悶4 i 存地は 5 、 6 番 地 と と も に 、 大 阪 駅 前 地 区 の 中 心 部 に 位 置

し、 周 囲 を 道 路 に 囲 ま れ た 独 立 し た 街 区 と な って い る 。 敷 地 l回初は

3 ，425 m' あり、 ー 建 築の 敷 地 と し て 十 分 な ま と ま り を 持 っ て い る 。

当敷 地 には 、而j :if の よ う に 、」討5家屋、 !内需I i 笥: が密集していたが、

JI [3和42.11三- Jl?{手1148年 に か け て 、 全 jffj g 収 に よ る ク リ ア ラ ン ス が 行 わ

れ た 。 地 上 権 者 数 は 約 160人 で あ る が 、 一 般 的 に み ら れ る 権 利 変 換 等

の 手 続 き に よ る も の で は な く、一 戸 ご と に 話 し 合 い 、 示 談 に よ る 介

立にＩ ， ｾ づ いてクリアランスが地行された 。 したが っ てそ の ・｝Ｇ［Ｎ業白川

は 当 初 計 同 の 3 倍 以 上 に む の ぽ リ 、 そ の後 の 経 営 計 画 に 大 き な Si 1' 11. 

Ｈ Ｒ Ｉ 外部ｾ ｬｉ ｬｬ の 悦 ＧＱ Ｇ，ｴ ＨＱＨ ｪＯムがり

建物に近づ〈程視覚的径は 同面積の正方形より視覚的に

パ安 土ｾ ， r 玉沢7える

ｾ＠
人間の感覚に及 lます圧迫感、押しつけが少ない

家。司ｾ > 群。ヌ

(3) ↑ 自立機能の市t悦一 人1¥l 111 との ，i1I，lfJJ ー

情緒的、 ｴ ，Ｇ， ｾｉ ＧＨｉ ＧＮｊ な ［ｾ ｾ 仰 を 与 一え た場令、例 一 的 ハ タ

ーノ よりむ、ヨ巳 句かさ、変化のある J形態の JJ か心

理的に志望 まし t 、。

(4)  例性化、 シン ボル化一地域の イノ ージ ア γ 7ー

西日本の，'，似であ リ、! 主11祭r.J 1市として 発展 して い

る大阪のIUi とら訂える当 地域に必要な機能は、例

刊し ンンポル11' であリ、これ によって I也域の イノ

ージ ア γ 7 が，if Ii Eて' あ ると巧 える.

とな っ ている 。

どの よ う な 市 街 地 再 開 発 ーJ';: 業 に ら い え る こ と で あ る が 、 こ れ を 成

功 さ せ る た め に は 多 く の ノ ウ ハ ウ を 必 要 と す る 。 民 間 施 行 の 場 令 に

は、 各 分 野の ノ ウ ハ ウ を 持 つ 弁 企業 が、 再 出 発 事業 に 参}JII 協 力 し、

共 同 企 業 体 と し て 推 進 す る 例 が 多 い 。 当 大 阪 マ ル ビ ル 計 阿 に お い て

も 、 単 独 企 業 に よ る 施 行 で は な く 、 建 設 、 不 動 産 、 サ ー ビス、銀行、

商 社 の 5 つ の企 業 体 が 参 加 し 、 大 阪 7 ル ビ ル の 企画、経営、竹君! を

行 う 新 会 社 を 設 立 し て い る 。

，'111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

3.  梅田 4 番 地 再 開 発 計 画 ( 大 阪 マ ル ビ ル 計 画 )

村正 111 4  1ft:地 jlf lJf. j ＩｦＺ， ｬｬ Ｇ ｬｉ ｬｩ ｪ の Ｉ， ｈＧＺＩｪ 針は、大阪 ､￮ との 協議に よ り、ｾｉｻ

ri 可J也 区 全 体 計 阿 の j 了針に沿 って いる 。

1. ス ー ハ ー ブロ ッ ク化し 、 ー 街 区一 建 築 と す る 。

2. 総 合 設 計 制 度 を 採 用 し 、 G. L に 公 開 空 地 を 広 くと り 、 他 物の 山

ｉｾ 化をはかる 。

3. l' ヰ街 区 の 3 F レ ベ ル に ベ デ ス ト リ ア ン テ ッキ を 設 ;i'l : し、 将 来 各

街 区 を 接 続 す る 。

4.  大 阪 マ ル ビ ル 計 画 主 旨

(1)  目標 と 姿 勢 に つ い て

い う ま で も な く 計 画 行 為の 結 果 は 、 建 設 と い う フ ィ ジカ ル な 行 為

を 通 じ て 空 間 的 、 i時 間 的 に 環 境 を 規 制 す る た め に 、 専 門 rj サ 峨 能 を 越

え て 広 〈 社 会 的 な コ ン セ ン サ ス に 立 関i した姿勢と n燃 が ポ め ら れ る 。

しかし 市 街 地の 中 で も と く に 商 業地 に お い て は 、 経 j行(j(J 条f lニに 偏 向

し た 実施 計 画 が多く 、 そ の た め tlt 築 単 位 としては 倒 れ て い て も 占Ili ll

環 境 の 一部 分 と し て み た と き に ! 疑 問 に 感 じ る 例 が 多 い 。

大 阪 ? ル ビ ル に は 、 西 日 本 お け る rl" 継 機 能 が 集 約 さ れ た 明 大 阪 の

8JI" と も い え る 重 要 な 場 所 に あ り 、 し た が って こ れ が外 部 に 及 ぼ す

社 会 的 影 響 は 交 通 上 、 安 全 上 、 景 観 上 等 き わ め て 大 き し 、 。 し た が っ
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て、このプロジェクト実現に際して、つぎの 3 つの観点からの目標

設定が必要であると考えている。

第ーにも っとも 努力すべき点は、民間による再開発事業といえど

も、経営が成立する基礎条件のもとで、社会的財産にまでその価値

を高揚するところにあり、したがって 都市的 な観点に立った広域的

アプローチを霊平見しなければならないことである 。

第二に、建築単体の範囲で考えた場合においても、それが都市環

境を構成する一部分である以上、その建築は直接的、間接的に利用

する人々のものであり、それらの人々が" 結果砂から受ける反応、を

事前に価値評価し、それを目襟として把えなければならない。

第三に、結果としてのフィジカルな建築に表現する場合の生産方

法も、目標体系の中で重要な位置を占める 。 いうまでもなく建築は

社会、文化、経済、技術の総合的所産であり、生活上の欲求が直ち

に建築化 に結びっくわけではない。生産技術の革新を通じて間接的

に達成されるものである。ここでは建築への要求とその成果を一致

させ得る体系的な技術革新が要請され、とくに、当プロジェクトは

超高層建築としての独自的な生産技術が必要である 。

(2)  計画概要

用途配分は、全体の 5 0 %が、客室数500室のホテル、 2 5 %が物販お

よび飲食底舗、その他 が機械室、駐車場、公共スペースである。高

層部は 9 F - 28F まで・をホテル客室に使用、 11' 、低層部は宴会場、

結婚式場 、パブ リック関係諸室および庖告iIiに、 さらに 地階は、物販

および飲食j苫舗、駐車場 ( 113台収容) に利用している 。

中層部分は南側に配し、 3 F レベルの ペデス トリアンデ ッキとと

もに市街地改造ビルの街並みに合わせた形態をとり、その屋上はガ

ーデンテラスに 利用できる 。またこの階は、防災商でも高層部から

の避難上効果的な役割を果たす 。

建 物のメインエン トランスは東側に、率 の出入口は西側IJ に設置し、

l 階の公関空地 ( 北側 ) にまとまりを持たせている。

桃造は、円形高層音I1の外周直径約3 0 m センターコア直径15mの

二重リング状フレームで構成されたチ ューブ架梢である。 円形とい

う形状から、風および定波など外部への影響は 小 さい。

基礎 l立地中連続壁を使用し、土留壁だけでなく、支持杭としても

兼用させ、合理化をはか つている 。 さらに、この 地中壁は軟弱地

盤での高層建築物の安全化に効果がある 。

防災計画については、一般中低層建築と呉なり、; 建基法、消防法

等の設置基準を上回る設備を設けている 。 これは、超高層複合建築

の防災 が主につぎの点で一般建築物と異なるからである。

①高層部から外部への避難が不可能。

② 外部か らの消火活動が不可能。

③風により、高 層部の延焼が速い 。

@ 不特定省:の密度が高〈 、避難方法が複雑。

これらの特異性を考慮して、 |坊災計画をたてなければならない。

5.  おわりに

近年、大阪市をはじめとして各都市は目ざましい発展を続けてき

たが、 その反面、 人口 の増加、所得の上昇、都市域の拡大などによ

って 、さまざまな 都市問題が生じていることに留意する必要がある 。

さらに、この数年間に おける経済成長の鈍化 は、それらの発展に

プレ ー キをかけ、高度成長に起因する社会的歪みを修正する方 向 に

働くことが考えられよう 。このような 時代の流れの中にあ って 、都

市における商業空間のあり方に対し、今までの反省と今後の新しい

方向が社会的に求められ、大阪マルピルプロジェクトにおいても都

市の商業空間としての真の認識と、その在り方が追求されなければ
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写真 5 大阪マルビル

写真 6 大阪? " ) レピルにと った公関空地

ならないと考「えている。

単なる消費や収集のための施設から、都市生活の 一端をになう生

活空間の一昔I1へと脱皮しなければ魅力ある都市空間となり得ない 。

すなわち参加な織、共感、連帯感とい った都市に住む人々の基本的

欲求がそこで具体化されるような場が必要である 。 そこには優雅さ

があり、落ち精きがあり、豊かさがなければならないし、都市にお

ける生活をより快適に、より便利なものにすると同時に、精神的に

も盟かなものでなければなら ない。そこで' の活動はホ水の波紋" が

広がるように社会に広がり、人々に親しまれ愛される場であってほ

しいし、 人 と個性のある空 間が創り出 す豊かな環 境によって、 地 域

の イメ ージアップが果たせるように期待している。

( とみた いさむ フジタ工業臥大阪支庖設計部長¥

こばや し と も 由 き 同 設計部設計諜/



市 街 地 整 備 の 誘 導 策 - 横 浜 市 の 場 合 一

内藤 惇之

1 . はじめに

わが国がl滅後ずっと続けてきた経済の高度成長が、 1973年の石油

危機を境に急激に表微し、セ' ロ成長とか低成長などといわれるよう

な経済社会に移行してきた 。 このような社会情勢の変化は、今まで

よくいわれてきたように、成長のエネルギーを 利用しての都市環境

改善をすすめるという考え方にも大きな方向転換を余儀なくするで

あろう。このような現象は当然、官11市生活者( 市民) においても也

被的、間接的に彩響を及ぼしてきており、したが って都市計画行政

の分野においても従来と巡 った発泡{ の転換が必要とな ってきている 。

この小論は 、行政における物的計画の分野を中心としたものであ

り、実例は横浜市が実践中のものである 。

2. 横 浜 市 に お け る 市 街 地 整 備の 取 り 組 み 方

初"1自治体にはつねに都市の生活環境を| 向上させる責任と、その

ためにできうる最大の努力をする義務があると言われるが、現実に

わが固め都市自治体にこの責任と義務があるかどうか大変疑問な点

が多い 。 向治イ本の権限、財政力などがその代表的な点であろう 。

このような情況における自治体機浜市の市街地整備に対するとり組

み方であるから、線本的解決に向か つて一 直線にまい進していると

は言い維いかも知れない 。 しかし、だからとい って手をこまぬいて

いては問題の解決につながらないことも 'Ji. ったであり、むしろ社会的

変化を予 illlJ し、問題を先取りし、またはある種のエネルギーを逆手

にと って利用するなど発注! の転換をはかり、市民との対話、 t61J i 議な

どによ ってこの問題に対処していこうとしているのである 。

3. 市 街地 整 備 の 方 法

初市社会が変化し 、それに 1，むじて市街地の11 .盆が変化していく 。

この市街地の変動を制御、誘導していく方法で¥今、行政的にとり

符る方法としてはつぎのような 3 つの方法がある 。

(1)  規制的方法

(2) 誘導( 行政指導) 的方法

(3) 事業的方法

規制的方法とは各種の法律や条例等を駆使して一定の水準以下と

ならないような手法であり、都市計画法や建築基準法、公害防止条

例、建築基準条例などの活用によるものである 。誘導( 行政指導) 的

万法には、自治体の政策を行政に反映させて行う各種行政処分 、各

種の袈綱、運用基準などがあり、代表的なものとしては宅地開発( 指

導 ) 要綱であろう 。 事業的万法とは、各種の公共事業( 道路、公園、

上下水道、学校、病院、保育所など多極多様 ) を通じて結果的に市

街地整備を先導 ( または限定 ) する手法である 。

以上のうち' f ，. 業的方法は、長期、中期、単年度計画などといわれ

るように行政計画として 一般に作られているもので、実焔方法はど

の自治体も同様でレあるので、ここではふれないこととする 。

前二者の規1I l 11的手法 、誘導的手法は、その自治体の考え方( 政策)

がよく反映されていると思われるので、横浜市の例を紹介1 ること

とする 。

3 - 1  規制l的方法

償浜市の市街地整備に閲する規制的方法として、その代表的なも

のは都市計画法、建築基 ｩ ｬ ｾ 法にもとづく、 地 域、地区制の活用であ

る。横浜市は昭和48年 12月に新用途地域の指定替えに際し、総合的

な観点か ら地域、地区制を有効に使う試みを行 っている 。これはい

うまでもなく、 地城市IJ は市街地の建築活動のすべてに対して作用す

るものであるから、この活用いかんによって市街地主主備の内容が大

きく違 ってくると与えたからである 。すなわち、地域制はいわゆる

r )怨築確認制度」をと っているため技術的審査に片寄るきらいがあり

建築立地の可否や建築相互閉め摩擦などを調整する機能が十分では

ない 。 このため高度地区や風致地区なと' の地 区制を有効に使うこと

や、横浜における建築活動が地域、地区制の範囲を越えようとする

エネルギーがある場合にそのエネルギーを敷地周辺にまで及ばせる

ような手立てを設けたものである 。地域 ・地 区制の活用の具体的内

容はつぎのとおりである 。

(1)従来の住居地域において、用途混在を抑制し、良好な住環境が形

成され、また都市施設等が効率的に整備できるように第 1 極住居専

用地域をできるだけ広範囲に指定した 。第 1 種住居専用 地域に風致

地区指定を重複させるとともに、建ぺい率 40% 、50%地 区 の 一 昔11

に道路側から 1 メートルの外壁後退を設けた 。 また容積率の選択は

指定建ぺい率では総 2 1渚ができない数値とした 。 (例. 建ぺい率40

% の場合容積率60%)

(2)住宅地内 の幹線道路沿道や、住区 中心的施設の立地 が必要と考え

られる 地区には 、第 2 種住居専用 地区や住居地域、ないしは近隣商

業地域を配置した 。

(3)商業地域は都心部および交通結節点に集約し、公共施設撃備度合

に応じて容積率の高低を逃択した 。( 最高容積率は800%) 市建築基
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準条例で住居容積率の上限を 200%とした。

(4)住商工混在で、市街地環境の惑いといわれていた準工業地域を限

定し、混合地域の拡大を抑制した。

(5)工業、工業専用地域は既成工業地、臨海工業地帯に限定した。工

業地域には市建築条例で住居容積率の上|浪を 100% とした。

(6)高度地区をエ業専用 地 域 を!徐〈全地域に指定し、商業地域、工業

地域を |徐〈他の 地域に北1H1J斜線制限を行い、日照問題の発生を 抑制l

した。

(7)風致地区を全面的に改め、計画的開発地区についても風致地区を

指定した。

以上のような内容によって 地域、地区i l J ll を利用し、特例許可 に移

行しやすいように従来の建築「碓- 認」の範囲を若干狭めた。そのた

め、市長の特例許可についての取扱い基準としての「横浜市市街地

環境設計制度」を設けた。この制度については後で述べる 。

3  - 2  誘導( 行政指導) 方法

誘導ないし行政指導的方法については、すでに述べたように政策

を反映した行政基準、法制度の運用恭準で市長の言午 ・認可権にもと

づくものが主なものである。横浜市においては各分野で要綱、指導

方針、指導基準が策定されており、市街地盤備の具体的誘導の方法

として定着している。以下いくつかの代表的な事例を紹介する。

(1)横浜市宅地開発要綱

横浜市内において行われる「開発行為」について、都市計画法に

もとづく開発許可制度を運用する| 努の基準を網羅したものである。

この婆綱のねらいは、宅地開発等によって生まれる新しい行財政需

要に対して、開発者が自ら 一定水準以上の市街地を斐備し、かつ周

辺地域との環境水準が保たれるよう、 一定の基準を定めて、市全体

の者Jl 市環境整備 のアンバランスを是正させようとするものである。

内容は、宅地開発を行う際の基本的考え方、公共公益用地や、建設

費に関する原因者負担の原則などを定めたものであるが、具体的な

運用については、開発関係幹事会( 部長級) および開発事前審査部

会( 課長級) の審査によって多而的な簿作と開発条件、用 地 の帰属

と価格などを検討して、横浜市における宅地開発の最ー低限の条件を

11/;1 々に定めていくものである。この要綱11，11定 の結' * 、開発区域内に

は学校、公開、緑地、消防施設の整備と用地確保がほぼ達成され、

市街地繋備に豆要な役古11 を来たしている 。

(2)日照等指導要綱

昭和47年 12月から、市内の各所でひん発している中高層住宅によ

る日照時害等の問題を調整するためつくられた要綱である 。 内容は

主に用途地域ごとに日照時間を定め、かっその確保の対象となる建

物の日さを定め、これと同H寺に T V 屯波町等、騒音、振動その他の

生活環境破壊対策を定めている 。ま た、日 1m等の住民と企業との紛

争の具体的調整方針を検討する機ｼ期に横浜市日 ＱＡｾ 等紛争調整委貝 ＱＱ ， ＱＱ

J立を設けて、できるだけ客観的判断により紛争の調援にあたってい

る。設近の状況は、日照紛争が生じてから調整の相談を受けるより、

事前にどうすれば日照問題が起こらないかの相談が多〈、事前擁認、

事前調務的指導に移行しつつある 。

(3)繍浜市市街地環境制度

Hjg和48年12月から新用途地域 ・地区の指定がなされたが、これと同

時に建築基準法の容積率、斜線f I 日l阪、北1111ぱ+ 線制限、横浜市高度地

区による日さ制限の緩和基準を 設 lすて 建築活動に対して、この基

準に令致したものについては市長の特例許可を与えるというもので

ある 。地域 ・地区制度を改めると問 Hキにこのような緩和 J 左準を設け

た立H未は、すでに地域 ・地区: l ill 伎の総介的 ijfilnの中で述べたように、

航浜r J j の実状にあった建築活動に誘導するため単なる技術審査によ

40 

る雑記、制度から、総合的判断による許可制度に移行した方が好ましし、

と巧- えたからである。このため、，建築活動がこの緩和法準を活用し

やすいような地域 ・地区の指定を行う 一方、許可に関しては谷組の条

件を付与して、敷地内環境はもちろん敷地周辺の環境向上に寄与す

るよう指導するものである。具体的には敷地内に歩道や広場などの

公関空地を確保するなど、一定以上の公共的な貢献があった場合に、

容積率や高さ制限緩和を代替えとして一種の価値交換をはかるもの

である。そして、この制度の其のねらいは「許可」という行政処分

を通じて建物一棟一棟 に ついて総合的判断を行い、建物が建築主 の

内部事情によってのみ決められるのではなく、行政( 公共) と建主

( 民間) との対話を通じて 都市環境の向上をはか つていこうとする

ものである。

(4)特定地区の指導方針

1  ) 山下公園周辺地区再開発指導要綱( 案)

横浜港の大さん橋を望む山下公園の 一帯は、横浜が開港されて以

来ずっと「ヨコハマ」としての街並みや機能を維持してきた地区で

ある 。 ところがこの街区が戦災やｾ射去の接収により都市的土地利用

が一時停止状態にあったが、最近は接収解除、固有地の払い下げ等

により、にわかに土地利用のきざしがみえはじめた 。 このため、山

下公園一帯において、港湾都市の顔にふさわしい街並みを整える 一

方、当地区の機能強化や人 ・l t : のサービス動線の調整などを行う必

要が強まってきたため、 1m発指導要綱( 笑 ) を定めたものである 。 内

容は、街区の用途を公共、業務、商業・娯楽などの 3 つのゾーンに

分け、それぞれのゾーンについて、

i ) 歩行者にとって安全で快適な空間を形成させるため、壁面線と

歩道の拡幅の予定を定めＨ壁面線仮指定区域と ｈ 乎ＮｊｾＩ 、 駐車場、

街区、アプローチの出入口位置等の原則性

i  i) 公共ゾーンについては、各敷区の最小限空地率

i  i  i) 各地区の建物形態の原則

i v ) 高度地区の高き限界値75メートル

とすることを定めた 。

この要綱を I即日するため、小; 袋制対象地区内に J JUl た処築 ijf i動 に

ついては 、事前に目Ildi J:f.m; J"jIJ f. 1発課と協議して、そ の主 行の徹底を

はか つている 。 ( 図一 1)  

2) 馬車道周辺街づくり推進方針

馬車道商庖街は、伊勢佐木町商庖街と述たんし、永い歴史をもっ

横浜では有数の繁華街であったが、周辺が業務地区化してきたこと、

他の商 J苫街に商業、娯楽施設が集積し、この地区の繁華街的性格が

薄れてきた 。 このような状況の中で市営地下鉄 I 号線駅誘致を契機

として、新しい都心的商l苫街に脱皮しようと地元商庖街協同組合が

中心になり、積極的に街づくり計画がすすめられてきた。本 市では

このような地元の積極的な動きに呼応し、「馬車道商庖街づくり推進

方針」を昭和49年に策定し、地元は協同組合員同士で「馬車道商庖

街街づくり協定書」を締結して、市・地元の協力による街づくりが

進められている 。 市の方針の内容は、 Jj:;、 i去のプロムナード 化 の推進、

壁面線の設定、街区別、プロック開発の推進などを掲げている 。

具体的な 内容に ついては、

i  ) 歩道のプロムナード化は、車道慨を 2 メートル縮小し、歩道帽

を両1MIJ 1 メートルづっ拡げて、レンガ倣とする 。街路樹の. f l!i 樹、

ガス灯の設置など歩行者が安全で快適に歩ける歩道づくりをす

ること。

ii ) 壁而線の後退については、! 京l ! i l として 2. 5メートル後退とし、

さらにその濯物の機能に応じて 各種 のセ y トパックを行う。

全体としてジグザグ壁面総が生まれ街並みに変化が生まれる。



iii ) 敷 J也内 にはポケットパーク 、ア ルコープなどをつ

くって遊歩道化を促進する。

i  v ) ブロック開発については、馬車道の道路に商する

部分( 主として l 階) について、できるだけ事務

所など l 階でなくてよい機能を移転して商庖街の

活気を持続させるよう 、土地利用 や機能配置を考

えるとともに 、建物主や建築設計主等と協議を重

ねて、街づくりの方向を笑体化しようとするもの

である 。 昭和 51年から 2 年計画て¥歩道のレンガ

敷は終了し、側々の建物の建て答えを、ミニ再開

発として促進、誘導をはかつていくものとしてい

る。 - J了、市経済ぬでは、r I i のモデル商府街指定

第 I 号にし、商1古mの経営問題や、 ili づくりにつ

いて 11則前的援助を行っている。 (図 - 2 )  

地冗商m街の協定出の内容は、 R酒席術協同組合の中

に企問委員会を設けて、雄物の新 . ｾ ｉ 設の際のチェッ

クを行い、 '1';前 調務をはかつてもらうこと 。 歩道の r，';'

ＱＧ ， ￥ 、ＧｬｾＺＺｦＡ ｬｩ 方法、今後ミニ再開発等で必要となるレンガ

堀川の場合 の条件などについて規定してあり、さらに

絢III 協定が検討されている 。

3) 山手景観風致保全要綱

術 j兵泌を見下ろす高台で外人墓地を中心とした山手

ｎｩ ｾ 欽 地 区とその周辺 地 区約 Ｑ ＰＵ ヘクタールについて、

1Ii'?r和 47年 11 月から、この地区の景観( 主として港の眺

望 ) とj瓜致を保全するため、開発行為、建築行為と建

物の I:. 5さ、用途に| 具l して、 一定の基準を定めて抱導に

あた っている 。 この婆綱が制定されることとなった発

端はこの地区に目立 って増えたマンンョン立地のため

に 「浴のみえる丘公図 」や 「外人墓地」周辺等から、

いわば市民的財産ともいえる償浜港を見渡す景観がう

工われはじめた 。 そこでこのような現象を事前に抑制

するため、 一般の風致地区の建築等の規制に特定の目

的を十j ' ) )11させた要綱としたものである 。要綱の 内谷は 、

とくにや{ ! : の眺望がすばらしい対観基準. ' ，' U1 ヵ所の周辺

は往物 ｉ ＢＧ ｾ さ ＱＰ メートル以下区域とし、これにより風致

地区内の控築許可が行われている 。( 図- 3)  

4) 港北区大豆戸地区における開発行為等の指導方針

新幹線新徽浜駅の北 1 - 2 キロにある約40ヘクター

ルの区域に開発行為に関する償浜市の指碍万針をまと

めたものである 。 この 地区は j通勤鉄道駅からかなり離

れている鶴見川沿岸の低出地 ( 水田地' 市 ) であり 、 l

- 2 メートルの盛土を要するという地然条件もあ って、

大 胤院 な1m発行為でないと市街化 が不可能ではあ った

が、放近徐々に開発されはじめた地区である 。 またこ

の地区の南1111 ] には新横浜北部土地区画幣型地区があり、

尚業業務を目ざしているため、学校をはじめ、公共 ・

公低施設の準備が少なく、市街化がiffi むとただちにこ

の問題が生じてくる地区である 。 したが ってこのよう

な地 区 (I (片守色を反映した街づくりを誘導しなければ、

仁地平Ij)'Hはもちろん市の行政的サービスの従伊、が維し

くなることから、地区 の土地利用計画と公共 ・公低地

設の位; 丘、鋭校、形態を決めて開発をこれに合わせる

ように指導をはか つているものである 。 具体的計画の

内作は、小学校、中学校、近隣公園、 j [ 隣商業施設地
図- 2 馬車道周辺街づくり繕想

4 1  
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区、住宅地区および街区道路と壁前後退の距離、位置等を 1明石11，化し、

開発許可の: 念口で指導方針に合致するよう 出発計画の修正や変更を

お願いしている 。 大規模開発等で、指導tllC恕の一昔[1変更など必要な

場合は事前調整として、関係する局、部、課で合同審議をはか つて

いるものである 。

5) 新横浜北部地区における建築行為等の指導方針

新幹線新横浜駅の北側IJ 約80ヘクタールの土地区画整理区域が完了

したことを契機に区域内の建築行為を横浜市の新しい業務地区に誘

導するよう、その指導方針をまとめたものである 。新横浜北部地区

は商業地域で容積率800% 、600%が指定されているにもかかわらず

住宅、倉庫、自動車展示場などが立地し、都心業務機能の立場が見ら

れず 、 またこれらのいわば暫定的施設が将来の都心地区形成に 阻害

条件とな ってはならないという判断から 、建築行為についての指導

方針をつくるに至った 。指導方針の内容は商業地域で許容される用

途に 一定の枠をは めるこ と、大規模建築行為については 、7. k、電気、

ガス、電話施設の集中地下埋設化や敷地内空地の確保と 緑化、街区

ごとと壁面線の位置などの原則を定めで、市と事前協議を行うこと

を要請している 。 また建築行為にはならないが、大規桜土地所有者

については、将来土地利用構想、の提出を要請し、者[1心業務地区にふ

さわしい 利用に誘導するため、↑ ZIJ 訟を行うとともに、土地の譲渡に

ついてもあらかじめ市と事前協議を行い、当初の地区にふさわしい
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利用 は担イ呆していこうとするも のである 。

4. おわりに

以上機浜市が笑践しているいくつかの市街地盤俄誘導策を紹介し

てきた 。 このほかに市条例 「緑の環境をつくり育てる条例」 によ っ

て市街地内の緑として、自然山林保全、斜面緑地保全を市と地権者

の契約によ ってすすめる 一方、工場、団地造成に 伴 って、緑化義務

づける方策、商業施設整備指導事業指導要綱によ って、郊外地域に

「買物の|控の孤島化」をなくすため、 小売業の誘致、経営あ っせんな

どを行 って、市街地の「質」の向上に取 り組んでいる 。 これらの要

綱、指等方針等は、法制度の袈打ちが十分なものは少ない 。 日 ［ Ｑｾ［Ｑ Ｑ の

行政において、市民と市の対話 ( 協議 ) によって、できるだけ個 々

の内部的要因のみで市街化 がすすめ られるのでなく、外部や周辺ま

でを含む「環境」の 中で、よりよい環境 を形成する ような考え方を

理解 してもらってきた 。 これらの運動の発展形態は、西ドイツをは

じめ、 西欧諸国 でいろいろな形ですすめられている 都市計画として

すすめられている 。地区詳細計画に似た内容に、市民聞の合誌を得

て、 市民自らが街づくりに参画していく形態 ( これを横浜市では、

「市民参加 のまちづく り」とよんでいる ) に発展させたいと考えてい

る。 まだ多くの経験を積み重ね、多くの修正、追加が必要であるこ

とは言うまでもない 。( ないとう あっし 様浜市企画掬路局総合土地調箆諜主税)
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平 塚 哲 朗

私に与えられた課題は、襟組のもとに、行政における市街地整備

に関する姿勢と誘導方策および方向性について、具体的にいえば、

市街地に建設される建築物を市街地強備の立場からどう規制、とく

に誘導しているか、大阪市の場合について述べよ、ということである 。

そこで、現在大阪市が行 っている建築行政の諸制度等の内容と問

題点、またとりくんでいる課題等について紹介して資をふさぐこと

とする 。 そのなかから姿勢なり方向性を説みとっていただければ幸

いである 。編集子の意図と必ずしも令致していないことと思うが、

お言午しを原Hいたい。 また、あくまで平L なりにまとめたものであるこ

とをお断りしておきたい。

1 . 市 街 地 整 備 と建 築 行 政

既成市街地の整備に対して、最も有効な手段は、さまざまな再開

発事業による手法であることは諭をまたない。しかしながら、現在

における大規模な市街地再開発は、権利変換や資金確保、その他多

くの問題から、その施行可能区域が限定されてきている 。

このような情勢のなかで、大都市ではなお市街地基盤の未整備地

区や市街地環境の不良地区を残しているし、 一方では、最近の都市

社会の高密化による土地利用の複雑化、多様化に伴い、土地利用の

協乱が問題となってきている 。

したが って、個々に行われる建設活動や土地利用について、都市

改善の手段として、これまでより以上に市街地整備の観点から適切

な規制、誘導が図られる必要がある 。

現行の建築確認制度は、 f註近の土地利用の複雑化に対して、必ず

しも十分に対応できない面が生じていることについては多くの指摘

がなされている 。 しかし、都市計画法による開発許可や建築基準法

の特例許可その他の諸制度を有効に活用することにより、都市空間

の確保や土地利用の調和など市街地盤備に資する良好な建築物の建

設や土地利用を促進することが期待されている 。

大阪市においても、都市計画法による開発許可制度、建築基準法

による総合設計制度、本市独自の大規院建築物の ZJ'; 前協議制度など

の諸制度を通じて市街地環境盤備を図るよう努力しているが、課題

も多い。 したがって、将来の方策探究のため、土地利用規制の可能

性や都市長観対策などを中心にやE々検討を行っているところである 。

以下本市における現行制度を 中心として、市街地整備の方策およ

び課題について述べることとする 。

2 . 開 発 許 可 制 度

新都市計画法に創設された制度で、開発行為を規制し、また誘導

することにより、適正な都市形態の笑現を図ることを目的としてお

り、大阪市は昭和45年 6 月から笑施している 。施行当時から昭和50

年 12月末までの申請総件数は 388件、総而般約 165ha、自己用開発は

198件、約110ha、非自己用開発は 190件、約 55haであった 。

このように当然のことながら、大阪市のような既成市街地では大

規模な開発行為はなく、したがって道路、公園緑地にしても市街地

整備の中核となるような施設は生まれない 。 また、開発許可の要件

でもある開発行為に関する公共施設管理者等との同意等についても、

本市のように道路、下水道等市街地基盤の比較的強制11がなされてい

る場合問題が少ないといえよう 。

しかし 、 法で規制する ｉｾ 日発行為とは、主として建築物の建築等の

用に供する目的で行う土地の区図形質の変更をいい、土地の区画形

質の変更が伴わなければ法の適用がない、すなわち土地の区画形質

の変更を伴わないー ーたとえば工場跡地の共同住宅開発などは、開

発許可制度が適用きれない。残 った建築基準法だけでは、これら開

発行為と都市の公共、公益施設等との調整は不可能な状態にな って

しまう 。

また大阪市は全城市街化区域であり、 1 0 0 0 W以上の開発行為が規

制lの対象となっているが、最近問題化しているのに 1000M
2

未満の小

規模建売住宅地の開発がある 。 これらについては建築恭準法の道路

位置指定制度が活用されているが、いわゆる開発のがれなどの現象

が生じてきている 。本市としては両制度聞の連係を保ち、適切な運

用を図っているが、両制度の整合性その他に問題がある 。

開発許可制度にはこのように課題も多く、また法上当然のことで

はあるが、建築物の用途、形態等について個々具体的な規制力をも

たない 。 その他の諸制度との緊密な連係のもとに指導の強化に努め

ているが、市街地盤{i H ! 手法としてその適切な運用の方策の確立がこ

れからの課題となろう 。

3. 事 前 協 議 制度

大阪市はそのマスタープランのなかで職住近接を 一つの目僚とし

ている 。 したが って工場跡地の再開発として住宅等の建設がなされ

ることは、本市の人口対策としても、また用途地域の純化の而から

考えても促進されるべきことである 。

しかし、すでに述べたように都市計画法や建築基準法では十分な

規制誘導をすることがむずかしい 。 その結果として、局地的な現象

とはいえ、本市の公共公主主施設計画が少なからず ［ｪＡｾ 響を受けること

となる 。

したがって、これら建設計画について公共公益施設と充分な調整

を図ることにより、良好な市街地を形成するよう誘導していくこと

を目標として、大規模建築物の建設計画の事業協議制度が生まれた。

この制度は、法的な拘束力をもつものではなく 、 また各都市で実

施されているような一律規制的な条例あるいは指導要綱とは異なる

もので、大規模な建設計画について、本市とその事業者が事前に協

議を行い、その建設計画と市の公共公益施設等との均衡調獲を図る

ことを目的としたものである 。

この大規模建築物の建設計画の事前協議制度は、昭和49年 5 月よ

り実施された 。 その内容をやや詳しく述べることとする 。

この制度の適用対象は、建設区域内に住宅戸数が100戸以上の建設

計画、または建設区域の規模が0. 3ha以上てゆ建築物の高さが1 0 M以上

の建設計画である 。

協議事項の一つの柱は公共施設に関するもので、道路、下水道、上水

道、公園および消防水利用等について市の計固または基準に迎合す

るよう所要の施設を設置させるなど必要な措置を講じることである 。

その 2 は公益施設に闘するもので、住宅の用に供する目的で行う l ha

以上の建設計画の場合、義務教育施設等の整備に必要な用地の市へ
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の議 il .主( 30% 限度) 等の措置、集合所等地区施設の挫備に必要な十片置、

また住環境の務備が必要な地域の近傍の場合にその箆備事業に必要な

用地の市への譲渡等の措置をとらせることができるようにな っている。

その他、良好な市街地環皮繋備に関することとして、ごみ収集地

設、駐 t巨施設、交通地設について市の計画または基準に適合させる

よう必要な 附置をと らせること、本市の紙化推進に寄与 させるべく

緑化の規定を設けたほか、用途地域の指定の目的に著しく反するも

の、たとえば工業地域の中心部における共同住宅等についても 、何

らかの規制誘導が可能なよう道を聞いている 。

昭和49年 5 月から 50年 12月末現イE まて. ， ttJJ t. 義q: l 出件数は 51件、協

議成立件数は 411' 1二である 。う ' ち住宅の問に供するものはそれぞれ22

件、 16件で、事務所その他の用に供するものはそれぞれ29件、 25件

であるが、 50i : f 三度に入って住宅の取り扱いが助川l している 。

本制度[ ま笑施後約 2 年であるが、そのr : ¥] に同制! 支にかかる技術基

準も経備され '1礼道にのり出した反而、大規院な共同住宅，建設による

公設施設との均衡調監が課題となってきている。今後のより有効な

所用が期待されるところである 。

なお、本制度は建設計画に対する粂1 ' 1ニ桜11mが主体であ って、，建築

計画そのものに関する規制誘導まで原 ftl ] として及ばないものである

が、市街地整備の観点から可能な限りの指導を行 っている 。

4 . 総 合 設 計 制 度

建 築 J炉¥，，法の総令設計命¥]J !t は、新都市計阿法の地行とあいま って、

市街地におけるオー プンスペースの確保を日指し、良好な市街地環境

1警備の予法として登場した。また JJl.イE同会で継続審議'1" の改正案のなか

でもその脱定の経備ーが図られるなど、似極的に推進されようとしている 。

大阪市においても、この市¥]J立に対して絞極的な姿勢でのぞみ、そ

の推進に努め公共空間の確保と緑化の推 進 を図っている。本制度の

実施にあたり、まず敷地の集約化、共同化を促進させるため、本市

の市街地の状況から、続 ftl] で第 2 :f; TI f 主肘専問 地域、住居地域、機工

業地域における敷地の脱院を 1000W と定め、とくに良好な共|百l住 宅

の佳設を WI待した 。 さらに、¥l P. ; f n49年 9 J1 には、総介設計ili ¥] J支に係

る杵可取扱い万針を制定、公表して、 |百Hli¥IJ 支の述J f l に 1M] する本，Ii の

Ｉ，ｾ本的な姿勢を明らかにした 。 その Ｇｾ￬Ｇ f - は、既成市街地において公

ｬｩｦ｝ｾ 地を似極的に機保するため、斜線制ｼ恨 の緩 和許可の場令にも公 Ｎ

lif] 宅地の設置を義務づけたこと、道路t JHMや歩道の確保を同 って公

ｉｪｾ｝ｾＡ 也の扱いを定めたこと、公 ＱＱｦ Ｎ ｝ 宅地のまとまりについて規制を強化

したこと、また良好な共同住宅の栓設を促進するため住屑系地域にお

ける共同住定について容的の ;'1'] り附し I 十三を 1: .5 くしたことなどである 。

昭和48年 8 月末新用途地域が地行されて以米、 48年 度 9 件、 49年

度 6 件、 50年 度 ( 12J.. J 末現イ' E) 4 件?1' 19{l をd'f 可し、そのうち 8 ('1:  

が竣工している。完成したとくに代表的なものとして、既成市街地

内においては円商岩井ビル、大阪マルビルなど、共同住宅としては、

本Hi ilJ 支を準用したものであるが、淀川パークハウスなどがあり、市

街地の環境整備の向上に寄与している。今後、より詳細な指導万針

の策定等を行い、よ り杭極的に活用して 1m，打宅 1¥¥1の確保に努めたい

と巧えている。

5 . 都市景観対策

ＮｲＮ ＱＱ 市 ｪｩｴ 飢を椛成する主要なものに処築ｾ，ＢＨ ，があ り、その規制誘導手

法として美観地 区 制 が ある。大阪市では、昭和 9 年から美観地区の

指定がなされているが、条仔附¥] 定はなされていない 。 ¥l tl 和42J 1三12月

の建築得議会の怨設大臣に対する都市対観についての基本的な考え

4 4  

}"j に|具l する往議のなかで、行11市長程) / ，の形成に| 期する法令の限界が示

されているように、フj > : 米石11市兵在) / ，に対する規制l はむづかしい 。

行11市景観対策として、 ノド市の .h ' ! 極的な行政指導の 一 つに、 H召和44

年 5 刀から実施している御堂筋沿道 の往築指導がある 。 これは、 H召

干¥¥44年 3 月本市の芥杭地区指定にI > l ] する大阪高11市計阿得議会 の符 1] 1

のなかの御堂筋沿道の 既 成 の統一 スカイランを縦拘するよう意見が

附されたことを 契機としたものである。

その後、新用途地域{ 制| の施行 lこrr い、処築物の形態制| 恨の変死が

Ｚￆ地されるなど、本市全域にわたる ｬｾｾ 在ＩＯ， ｾ， Ｑ Ｑ､ｩ Ｑ の必要性が生じ、本 ｩ 打

の美在lU也区制のあり方を '1'心に、r . I I ，打 i ;t 観に対する泊策の JlJ 検討を

行いつつある 。 本 di としては、既成の都市民観の維持のみでなく

新しい大阪の景観をお1]') 出すことを目的として考えている 。

ｊ 主本的には、本市の京観官ｊＡｾのためのマスタープランを般立して

地区ごとのパイロ ッ トプランを 作成し、それぞれの地区の実状にあ

った諸法 的規i I，¥1 あるいは行政指導を日持じたいと考えている 。 当 l伺は、

if( .t .¥ ｾ，判 ｬｩｩｬ ! 也区を定めて地区| 人J ( 7 ) 処築計同等について誘導を 1:><1 りたい 。

その 一 環としてまた今後の ｽｪ 策の検討もかねて、ｻ割 ｊＧＺｾＺ 筋、堺筋、 ｉｉｌｊ

つ稲筋などの沿道建築物について現イF 指導を始めつつある 。

また、¥l tl 和 39年以来本市は緑化運動を推進してきた 。先に述べた

容. fM也区指定を機会に、主主化地設の - Jrt の促進を図るため、昭和45

年からビル緑化の優秀地設を表杉している 。 この問、年を ill うごと

にビル紋化が地についてきて、良好な百11市景観を桃成する建築物が

みられるようにな ってきている 。

6. むすび

これまで述べたように、市街地終11mと処築行政のかかわりのなか

で、主に ｾｑ 制誘導の士、 ｬ 象とな っ ているものは大波悦な ｉｊｦＮ ｝ 発行為また

は処築物である 。

I市!行if街釘I地也環境における問匙題i.'.'，点'

J北『存二にあらわれる 。一 j万7で、その敷地、規模が大きいほど、周辺 のf;!

涜可制liil に資することができる余力を潜イ1: 的にも っている 。 市街地W.1

1liil にと って、大規悦なものを屯点的に税制il していくことは、きわめ

て実効性が ｾＧｨ < 、また周辺に及ぼす波及効来への WJ 待も大きいため、

現段階では披善のものと思われる 。

しかし、大都市における現伐の既成市街地において、その解決が

ＭｍＺも閃辞任であり、そのため ｉｾｬ らかなｾｾ休策を未だ持たないも のとして 、

月J j 会の泌イE と土地利 JHの絢| 分化がj 1 J l んだ密集市街地の修復あるいは

格付Hの問題がある 。

現在、合理的な土地利用と良好な市街地環境の確保を医l る手法と

して、西独の建築計阿￭ｉ司 ｝ｊ 主が ｾｖ￭ 口されているが、地区ごとにそれぞ

れの地区の性絡に応じた地区 J I阿を策定し、 HI な々えJ ; l . il 川誘導が可能

な地 区詳細計画といった il;¥IJ 立が必袈となろう 。

こういった観点から、大阪市では、総千日十阿 J，.) を中心 に土地利用

に対する総合的な相1;¥] 千法に| 則する検討を諜題として、現行の J也}或

地区 ｩｉｾ｝ 等 の ｚｯｮｩｮｧ 手法等について研究を行っている。

最後に、大地震対策としてl l ' ; 築防災はもとよリ有11市防災の観点か

らの TJ.l. ill ¥] . i J 先導もまた建築行政のi [ ( 裂な課題となっていることを記して

おきたい 。 また、市街地球続終備に| 則する往築行政の問題ーとして、日

m'. 阻害等の環続問題があるが、本 di は条例または指導要綱には法的

問題が多いため、それらの制定を行 っていない。，怨築Jν¥[¥法の改正

案が、国会て。継続審議 中でもあるが、その実胞にあたっては、現行

の地域地区等との割強が必要になろうと Jj- えている 。

( ひら つかてつろう 大阪，¥i - ¥l l 築指時古¥1指;n，謀反 )
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② 

P C鋼 怖 を ジ ャ ッ キ で 緊 張 し 、 ス ト レ ス を

導 入 し 、 ナ ッ ト 締 め を 行 う 。 各 鋼d絡 を カ ッ

プ ラ ー お よ び 伝 迷 用 P C鋼 憾 で つ な ぎ 、 こ

の 部 分 を コ ン ク リ ー 卜 充 填 後 、 は り 本 体 と

同 f訟 の ス ト レ ス を 導 入 し 、 一 体 の P C はり

とする方法。

② 図 は 、① 図 の 場 合 の 位 P C鋼 俸 の 按 続

法 を 示 し た も の で 、 ま ず 下 の 牲 を 柱 頭 部 に

ジ ヤ ソ キ を 鍛 え 、 柱 P C鋼 絡 を 緊 張 し ス ト

レ ス の 導 入 を 行 う 。 ナ ッ ト を 締 め グ ラ ウ ト

終 了 後 カ ッ プ ラ ー ジ ョ イ ン ト に て { 云 迷 用 P

C 鋼 搾 を は り 上 端 ま での ば し 、 コ ン ク リ ー

卜 充 填 後 、 主 主 頑 と 同 機 に ス ト レ ス を 滋 入 す

る 。 こ の 操 作 を く り 返 し 上1I皆柱を }I 頃 に 施 工

する。

① お よ び ② と も 厳 重 な 総 工 管 理 の も と に

設 計 上 意 図 し た 剛 な P C架 榊 が で き る 。 ③

お よ び ④ 図 は そ れ ぞ れ は り 端 部 と 柱 お よ び

柱 脚 部 分 の 定 清 方 法 を 示 L ている。
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P C. f 安合点に |刻 し て 剛 被 合 法 を 中 心 に 述

べ た 。 施 工 粕J交 や 設 計 上 の 問 題 点 も 少 な く

な い が 、 今 後 い か に 合 理 的 に 設 計 に 利 用 し

て い く か が 課 題 で あ る 。
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1  . はじめに

主 と し て は り や 柱 材 に プ レ ス ト レ ス を 導

入 し 、 圧 滑 に よ っ て 接 合 す る 方 法 に つ い て

こ こ に 簡 単 に 述 べ る 。

P C  (pres t  ressed concret e ) 組 立 構 造 の

核 合 法 は 、 P C鏑 線 に よ る よ り 、 P C鋼 絡

に よ る ポ ス ト テ ン シ ョ ン 方 式 に よ る も の の

方 が 得 策 の よ う で あ る 。 こ の 場 合 に 緊 必 カ

導 入 用 ジ ャ ッ キ の 現 場 ー で の 据 イ 寸 位 世 、 緊 似

の 方 向 な ど が 関 係 し て く る の で 、 状 況 に 応

じ 随 時tilJ f f . 工夫しなければならない。設計

お よ び 施 工 上 、 ジ ョ イ ン ト 音11の接合法は、

実 際 の 核 合 点 処 理 法 を ど の よ う に す る か に

あ る と い え る 。

2 . 剛 接 合 法

プ レ ス キ ャ ス ト P C ば り 材 に 予 め 導 入 さ

れ て い る 緊 仮 力 は 柱 頭 部 に 応 力 を 導 入 し 、

剛 核合 を は か る 際 、 再 び 柱 i J .ri 音11断 面 も 考 慮

し 、 再 度 緊 践 し 所 定 の 応 力 が 伝 達 さ れ る よ

う に す る 方 法 を 係 っ て き た 。 こ れ を 改 め 一

回 の 手 間 で 柱 と は り の 剛 接 合 を は か る の が

以 下 の 方 法 で あ る 。

鋼 絡 め イ 巾 ぴ 盆 を は り 自 体 の 長 さ の み を 対

象にしたものでなく柱i J J i 苦11の 長 さ も 含 め た

も の で、 後 打 ち コ ン ク リ ー ト 部 分 も 本 体 の

は り と 同 等 以 上 の 耐 力 が 硲 保 で き れ ば よ い 。

い ま 、 ム IL
・は り の 長 さ に 対 し て の 伸 び 位 .

6. IL， : 柱頭苦11の 長 さ に 対 し て の や1
1
ぴ虫、とす

れ ば 1 本 の は りに つ い て の 全 伸 びill: 6. 1 は、

6. 1= (  6. IL +  6. IL，) /  2  = ε ( L + L ，/ 2 )  

( 等 ス パ ン の場合) ・ー・・ ーー・・・・(1)

ここに、 ε 任 意 応 力 に 対 す る ひ ず み 、 L

: はり の 長 さ、 L ，: 柱 頭 苦11の 長 さ で あ る 。

す な わ ち 、 6. L > ムL L となり、 P C j間十本は

一 時 的 に 過 緊 張 状 態 と な る が 、 原 理 的 に は

こ の 方 法 が も っ と も 合 理 的 で 望 ま し い 。

剛 核 合の た め に 、 プ レ ス ト レ ス 導 入 済 み

の は り の 定 治 端 の 鋼 棒 ナ ッ ト を カ ッ プ ラ ー

ジ ョ イ ン ト 後 、 緩 め る こ と に よ り 庄 治 剛 節

点 と す る 方 法 を と る が 、 こ れ に は プ ラ ス チ ッ

ク ワ ッ シ ャ ー を 溶 解 す る か 燃 焼 板 を 婦 人 す

る な ど の 方 法 が あ る ( 図 ー 2 )。

図 ー 1 に ① ー ④ で ヤ ラ ー メ ン の 剛 節 点 を つ く

る方法を示す。

① 図 は 相 述 な る P C は り を 往 頭 部 で 剛 桜

す る 場 合 の は り P C鋼 俸 の 核 令 法 て ¥ 往 矧

に 架 け ら れ た コ ン ク リ ー 卜 は り は そ れ ぞ れ

麟之助竹原

柱

③ 

@  

3  設 計 に 関 し て

プ レ ス ト レ ス カ に よ っ て 圧 活 後 合 す る 方

法 は 他 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 接 合 法 と と も に

部 材 彼 合 の た め の 有 力 な 工 法 の ー っ と い え

る。 こ の 原 理 は C oul omb 1V 1 : 僚の原理であ

っ て 一 般 に

P "  = α Po. . . . .. .... . . .. ・ ーー (2)

ここに、 P I/ せ ん 断 抵 抗 、 Po : 紬 方 II 'J

圧活力、 α : 勝 機 係 数 、 て'( 2)式 で 示 さ れ る 。

α の 値 は コ ン ク リ ー ト 問 中11互 の と き 、 α キ

0 .5 の も の が 用 い ら れ る 。

ま た 、 放 近 実 地 構 造 物 の 設 計 上 の 問 題 と

し て 塑 性 純 聞 の 特 性 が 重 要 視 さ れ て い る 。

つ ま り 、 圧 l "i 膏[1の 荷 車 ~ 変 位 に | 刻 す る 実 験

で は 、 ご く 低 荷 重 状 態 か ら 変 位 が 生 じ 第二

降 伏 点 か ら 完 全 に 降 伏 に 入 る 。 1 ) 圧 治 療

合昔11- 1 ' イの剛性評価の問題で、一般に一体構

造音 ｉｈｾ より低くなる、 Ｒ ) 榊 造 物 の 塑 性 域

での履歴 ｩ 成ポ性、革担性などの二特性を音 ｉｉｾＧｾ

や 構 造 物 設 ;nに 利 用 す る こ と は 注 目 さ れ る 。
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設備方式の違いによる

設備スペースの比較( その 1 )  

井上良則・佐々木義隆

. はじめに

貸 ビ 1レ に お い て ビ ル の 有 効 面 積 ( tt 1' t 閉鎖 ) を

高 め る こ と と 、 メ ン テ ナ ン ス の し や す い よ う に

設 備 ス ペ ー ス を 広 く と る こ と は 全 〈 相 反 す る こ

と で あ る が 、 ピノレの採算上 設 備 ス ペ ー ス を 広く

と る こ と は 縦 し い 問 題 で あ る 。 設備 の 設3十に 此

たってはこうした，点をふまえ、 ［ｴｾ Ｇ にメ ンテ ナ ン

ス を 考 慮 し つ つ 、 し か も 有 効 而 般 の 地 大 す る 設

備 方 式 の 検 討 を 心 掛 け る 必 要 が あ る 。

こ こ で は 延 床 而 械 が3000坪 - 8000坪 の 設 備 方

式 の 呉 な る 事 務 所 ピ ル を 例 に と り 、 設 備 ス ペ ー

ス の 建 築 有 効 面 秘 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 述 べ る 。

表 一 1 に 各 ピ ル の 設 備 ス ペ ー ス の 比 較 、 表 - 2

に 設 備 ス ペ ー ス の 分 析 表 を 示 す 。 比 較 検 討 ビ ル

の 中 で S ビルと MI ピ ル の 冷 熱 源 シ ス テ ム は 絞 合

ヒ ー ト ポ ン プT A CNE S - H R方 式 ( Takenaka's 

Ai r  Condit ioning  by  Ne w E nergy Sys tem-

Heat  Recovery )、 K ビ ル は ガ ス 焚 冷 温 水 発 生

機方式、 I ビ ル は 吸 収 式 冷 凍 機 + 蒸 気 ポ イ ラ (

泊 焚 ) 併 用 の い わ ゆ る 従 来 方 式 で あ る 。

- 設備スペース

建 築 設 備 は 一 般 的 に 電 気 設 備 、 給 排 水 衛 生 設

備、消火設備、空調設備、昇降機設備に分 ｾｩ さ

れ る 。 そ し て こ れ ら の 設 備 ス ペ ー ス は 、 主 機 械

室 ス ペ ー ス 、 綴 送 ス ペ ー ス 、 端 末 機 器 ス ペ ー ス

の 要 素 に よ って 梢 成 さ れ 、 ピ J レの規模、月I i 傘、

並 び に 設 備 方 式 に よ って そ れ ぞ れ 呉 な る 。

表 - 1 の 中 で 項 目 ( 1  ) は 延 床 前 微 に ;対 す る 全

般制i I スペースの比率を比較した L の で あ る 。 従

褒 ー 1 設 備スベースの比較褒

表- 2 設 備スベースの分析 褒

5 ビ J レ K ビ) L- l ビル MI ピル 備 考

延 床面積に対する ( %)  ( %)  ( %)  ( %)  

冷凍機宅‘ ポイラ柄、オイルタンク常

冷 熱 源機械 室 の 比 率 0 . 75 0. 64 1. 94  0 .56 

{ へ γ ダ一 、冷温水ポ ンプ含む)

延 床面積に 対する

0 . 35 0. 76 0. 48 0. 56 

電気関係諸室面積の比率

延 床面 積し対する 10. 58 
10. 63 10. 70 10 .42 

衛 生ポ ム〆プ室、水槽室面積 の 比 率

延 床面積に 対する

0. 56 0. 47 0 .46 0. 40 エレ ベー タ機械宅、 M G 宅

エレベ ー タ機械 室 面 積 の 比 率

援 I ピルは各際空目同器方式

延 床 面積 に対する

1. 72 1. 85 3 . 16 1. 85 援 ｓ ピル、 ｋ ビｾ J レ、 M I ピ' レはセム〆

空銅器 室 、 送 風機 室 面積 の 比 率

トラルｾ潤掠方式

延床面積に対する

0 .08 0. 06 0 . 40  0. 13 

中央管理室面積の比率

延 床 面積 に対するダクトスベ ー ス、I 1. 54 

I  1. 24 12 . 78 1 1.88 

パイプシャフト面積 の 比 率

延 床面積に対する

10 .50 10. 30 10. 20 10 .39 

電気シャフト面積 の比率

来 の ビ J レ に お い て こ の 比 率 は 約 10 %で 、 I ピル

は ほ ぼ 従 来 の 平 均 値 で あ る 。 こ れ に 対 し て S ピ

ル、 MI ピル、 K ビl レの平均は 6. 1% で I ビルよ

り も 約 4 %ほ ど小 さ い 他 で あ る 。 こ の 理 由 と し

て は 、 い ず れ の ピ ル も 全 設1ftHス ペ ー ス の 中 に 占

め る 空 調 関 係 ス ペ ー ス の 川 合 が 少 な く な っ て い

る こ と に よ る が 、 と く に 冷熱 源 シ ス テ ム が 単 一

機 種 で 複 合 機 能 を 持 っ て い る た め 、 機 械 室 面 積

が小さくなったことと、 Ｒ 次 Ｑｮｉｊｾｾ 周ンステムの

合 理 的 な 設 計 に よ る た め で あ る 。

項 目 ( II ) は延 床 而 粉 に 対 す る 主 機 械 室 蘭 積

の 比 率 を 比 較 し た も の で あ る 。 主 機 械 室 に 含 む

関係諸ｾは表 ー ｬ によるが、空調Ｊ器室について

は 方 式 に よ っ て ス ペ ー ス が 大 幅 に 異 な る た め 対

象 か ら 除 外 し て い る 。 こ れ に よ る と 、 I ビルの

3. 13%を 除 い て 他 の ビ ル は 平 均1. 8%であり 、 I

ピルよりも 1.33% 小 さ い 値 で あ る 。こ れ は 明 ら か

に 冷 熱 源 機 械 室 蘭 械 の 差 で あ り 、 冷 熱 源 シ ス テ

ム の ち が い が い か に 建 築 商 科i に 影 響 す る か が わ

かる。

項 目 ( m) は 延 床 面 械 に 対 す る 冷 熱 線 機 械 室

而 績 の 比 率 を 比 較 し た も のである。 後 合 ヒ ー ト

ポ ン プT A C N E S - H R を 採 用 し て い る M 1  

ビ ル お よ び S ビルにおいては、 0. 56%- 0 .75%、

ガ ス 焚 冷 温 水 発 生 機 方 式 の K ピ ル は 0. 64%で あ

る。 こ れ に 対 し て 吸 収 式 冷 凍 機 + 蒸 気 ポ イ ラ (

OI L焚 ) 併 用 方 式 の I ピ ル は 1. 94%で、 S ビル 、

K ピj レの手守 3 f音、 MI ビJ レの 3.51宮である。

し た が っ て 冷 熱 淑 シ ス テ ム の 構 成 は 、 単 一 機樋

で 冷 水 、 温水 の 同 時 取 り 出 し が で き る 絞 合 機能

を 持 っ た も の に す べ き で あ る と と も に 、 燃料 l貯

蔵 の 不 必 裂 な 機器 とすべきである。

項 目 ( N ) は 延 床 面 積 に 対 す る 空 調 関 係 機 械

室 蘭 絞 め 比 率 を 比 較 し た も の で あ る 。 空 調 関 係

機 械 室 に 含 む 務 室 は 表 ー 1 ( 備 考 ) に 示 し て い

る が 、 と く に ン ャ フ ト 類 に つ い て は 対 象外 とし

て い る 。 こ の 比 較 は 冷 熱 源 お よ び 空 調 y ス テ ム

によ って そ の 比 率 が 種 々 異 なるが、 40年 度 の 空

気 制和 ・術 生 工 学 会 調 査 資 料 に よ る と 平 均4. 3 %

で あ る 。 こ こ で比 較 検 討 し た 各 ビ ル の 中 で I ビ

ル を 除 い た 他 の ビ ル の 平 均 は 2. 5%で あ り 、 学 会

調 査 デ ー タ よ り も 1. 8 %小 さ い 値 で あ る 。 こ れ は

冷熱源方式の: i ! t l いによる機械室面積の縮小と 、

空 調 骨 量 並 び に フ ア ン コ イ ル ユ ニ ッ ト を 上 手 に 設

計 に と り 入 れ て い る こ と に よ る 。

項 目 ( V ) は 基 準 階 床 面 積 に 対 す る 基 単 階 シ

ャ フ ト 而 械 の 比 率 を 比 較 し た も の で あ る 。 ン ヤ

フ ト と し て は パ イ プ シ ャ フ ト、 ダ ク ト シ ャ フ ト 、

電 気 シ ャ フ ト で あ る が 、 こ の 中 で と く に 流動 的

な 婆 紫 を 持 っ て い る の は ダ ク ト シ ャ フ ト で 、 空

自由:jn式 の 述 い ( セ ン ト ラ J レ 方 式 ま た は 各 階 ス テ

y プ 方 式 ) お よ び 機 械 排 煙 設 備 の 有 無 に よ っ て

著 し く 建 築 有 効 而 績 に 影 響 を 及 ぼ す 。 従 来 、 機

械俳優設備がなくてセントラル空ＱｩｊＮｾ方式の場合、

こ の比率 が 1. 9% と い わ れ て い た

が 、 最 近 の ピ / レ に お い て は 機 械 排

煙 設備 の 附 加 によりその比率 が2. 3

% 前 後 と な っ て い る 。 ま た 、 各 階

EE翻 器 方 式 の 場 合 は 、 I ピJ レの例

で 示 す ご と く 3. 2% が 平 均 的 な 他

である。

従 来 、 設 計 に お い て シ ャ フ ト 蘭

絞 め 検 討 は や や も す る と お ろ そ か

に な り が ち で あ っ た が 、 延 面 積 に

対 し て 約 2 % 前 後 を 占 め る こ と か

ら す れ ば 、今 後 は 設 計 当 初 に 十 分

検 討 を 加 え る必要がある。

( 次号につづ け

ピ J レ 名 材 、 S ピ) L - K ピ J レ ピ J レ MI ピ ル f府 )j" 

h ぐ

T A C N E S - H R  

11:<提市品水尭生間 噛収式市雄慨 T A C N E S - H R  

4ト水市チラー ＫぬＤｾポイラ Ｈ ｏｉ ｌ Ｉ +ヒートポンプチラー

11. 0∞w  18.7田 t-. P
25.9曲附

26.270W 

B  1  F.  10  F  .  P  3  F  B 4  F .12 F . P 3  F  
B 4 F . 9 F . P 3 F  

D  3  F .  13 F  .  P  4  F  

S .  48. 8  
T. "" 11

1  

S.  42. 3 壇工
S.  51. 3培工

977M苫 I 023M
1  

1923M
'  

日田 Ml

( 1  ) 延床面積に対する ( %)  ( %)  ( %)  ( %)  

冷酷雌慣崎司i . ""イルタ J タ竜. 畳聖電hι li 電池、t

毘電槻唱 Ｎ 衛生ポ ンプ［［ＱＮ エレベーター憾捕ｾＡ

全般備スベ ースの比率

6 曲
6 ∞ 10. 16 6. 19 

水備事、 i防火n蝿竜. 中央管理唱. ｾ守ヲト 鯛

(E. P. A) 的合計画楠 (EV:..- ャヲト" 陣外}

( 11 ) 延床面積に対する
市内輔蝿蝿*. : t イルタンタ盟. 畳置電喧 . li 電池唱

1. 87 1. 82 3. 13 1.曲 賢官E機、，! ，衛生ポンプ宣. エレベーター慨崎竜

主機械室面積の比率
の合計面楠

〔川〕延床面積 に対する

0. 75 0. 64 1. 94 0.56 

ー小点機、，1. ' "イラ唱 オイルタム〆タ唱の合計画附

冷勲源機械室面積の比率
(i ft 品A<へ ，y ‘ ポンプスベース帯を含む}

( 1V ) 延床面積 に対する

2. 47 2. 49 5.10  2.41 

t骨内融機憎唱. 空調器軍. 過1M. 慨唱町合計耐楠

空間関係機械室面積の比率
(:，.-守ヲト l J I"除外}

( v ) 基準階床面積に対す る

シャフトスペース的み

ー電坑シ" r 7  ｾＮ間生シャ Ｗ f . ダクトシ守 7 ト

2. 35 2. 05 

2.24 

2. 32 同作計画楠

基準階シャフト面積の比率
空調器唱を含む

Ｈイ ν テリア，， ｾ階空間器方式でみるＩ
3. 12 
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はじめに

屋 浜 高 層 住 宅 街 建 設 工 事 は 、 芦 屋 浜 地

先 埋立 地 の 中央官[1約 20万 平 方 米 に 3 ，400戸

の 住 宅 お よ び 諸 施 設 を 工 業化 工 法 に よ り 適

正 コ ス ト で 供 給 す る ト ー タ ル シ ス テ ム づ く

り を 目 椋 に 、 建 設 省 ・兵 庫 県 ・芦 屋 市 ・日

本 住 宅 公 団 ・兵 庫 県 住 宅 供 給 公 社 お よ び

本 建 築 セ ン タ ー の 主 催 に よ り 提 案 続 投 の 形

式 で 公 募 さ れ た 。 A S T M企 業 連 合 は 昭 和

4 8年 8 月 第 1 位 入 選 以 来 、 提 案 を 実 施 す る

ための検討を重ね懸案問題を解決した車古来、

49年 2 月 実 施 笑 と し て 採 用 す る 決 定 を う け 、

公 共 住 棟2 ，800戸 の 契 約 を 50年 6 月末に行い、

50年 末 に 準 備 工 事 に 諸 手 し た 。

本 プ ロ ジェク ト の 基 礎 工 法 は 埋 立 地 で あ

る こ と 、 埋 立 工 事 後 で 圧 管 沈 下 進 行 中 で あ

る こ と か ら 不 同 沈 下 、 圧 密 沈 下 、 地 盤 液 状

化 等の 問 題 に つ い て 具 体 策 が 要 求 さ れ た 。

応 募 金 提 案22件 の う ち 13提 案 が パ イ プ ロ フ

ロ テ ー シ ョ ン ま た は ノ 〈 イ ブ ロ コ ン ポ ー ザー

工 法 に よ る 地 盤 改 良 と 大 口 径 綱 管 杭 の 併 用

を 捻 突 し た 。 こ れ は 埋 立 地 盤 改 良 と 地 盤 液

状 化 に よ る 杭 の 徽 抵 抗 お よ び 圧 密 沈 下 に よ

る 負 荷 に 対 し 、 鋼 管 杭 の も つ 強 靭 で る ダ ク タ

イ ル な 有 利 さ 、 工 期 ス ピ ー ド 化 に よ る 経 済

性 、 製 品 の 均 ー さ 等 を ね ら っ た 結 果 て ¥ 埋

立 地 で の 突 脇 工 法 と し て 最 も 優 れ た 方 法 の

ー っ と 考 え ら れ る か ら で あ る 。 一 方 、 43年

11 月 に 建 設 工 事 騒 音 規 制l法 が 施 行 さ れ て か

褒 1 各種工法比較

ら、 市 街 地 での デ ィ ゼ ノ レ ハ ン マ 一 、 エ ア ー

ハ ン マ 一 等 に よ る 杭 打 工 事 は ほ と ん ど 不可

能 と な り 、 関 連 業 界 に よ る 無l騒 音 工 法 の 開

発 が 進 め ら れ て き て い る が 、 現 状 で は 決 定

的 な 新 工 法 は 完 成 さ れ て い な い 。

本イ牛の場合、市街地までの縁短距離は 150

米 以 上 あ る こ と 、 提 案 競 技 と い う こ と か ら

比 較 的 安 易 に 杭 打 工 法 の 採 用 を 提 案 し た の

が 笑 怖 と 思 わ れ 、 前 述 の 13提 案 の 中 に も 防

音 対 策 に つ い て 記 述 し た も の は 見 当 た ら な

い。 わ れ わ れ は こ の よ う な 諸 条 件 を ふ ま え 、

実 施 計 図 に あ た り 杭 打 ち は 従 来 工 法 で は で

きないと判断し、 後 述 す る 各 組 工 法 に つ い

て再検討した。

開 発 への 準 備 作 業一 一工 法 比 較

各 種 工 法 比 較 結 果 ( 表 1 ) か ら ① 、 ⑦ の

商 工 法 を 最 終 案 と し た 。 表 2 の よ う に 施 工

性 ・経 済 性 に つ い て 鋼 管 杭 が 有利 で あ る こ

と、 ベ ノ ト 杭 に つ い て は 稼 動 機 械 数 の 確 保

見 通 し 、 均 ー な 品 質 確 保 が 困 難 等 の 理 由 か

ら 防 音 対 策 を 開 発 す る こ と を条件 に① 築 を

最 終 案 と し た 。 49年 3 月 鋼 管 杭 協 会 の 主 催

に よ り 防 音 筒 使 用 に よ る 実 験 が 行 わ れ 、 25

- 3 0 ホ ン ( A 特 性 ) の 減 音 効 果 が 確 認 さ れ

た が 、 わ れ わ れ は こ の 結 果 を 参 考 に し て 減

音効準の ｩｦｾ 1，. 、防音筒!のJ l 日発 を 目 指 し た 。

( 次号へつづく )

( せいやま た〈ろう A S T M共同企業体副所長補佐)

エ 法 j!l: J I l 機械 騒行他 (dB ) 10 m 相l 定 耳E l士l

( 既成杭工法)

ディーゼルハンマー 80- 90 。防音問によれば効巣はかなり期待できる.

①防音簡による杭打

②振 動 圧 入 方 式 パイプロハンマー 84- 91 x  I  tt 入能力不足のため所定深度までの打込みは不可能。

穿孔工42分だけ( 10- 20%) I丘打方式よりコストア

③プレボー リング方式 請さ孔機械十ドロ y プ 60- 85 ×  γ プ. 杭周辺をゆるめるので支持力が減少するた

f 、;，-ーヨ，- 的、それだけ杭数を期やさねばならず、これを Y;

⑥中 掲 方 式 '帽
60- 85 x  I  ( 置すると I( f . 打方式に比べ50- 100%コスト 7 . ，/プと

なる.

請さ干し機械+ ウォター

向上. 特に地銀を百Lすため、水平支持力が大幅に

⑤ジ ェ ッ ト 方 式 78- 84 ×  減少する. これを llli うためモルタル充壊するが、

ジェ γ 卜

制刊が乏しく有効でない.

⑥打 E匪 方 式

庄 入 方 式 その他. l ' 年保健械 ×  現状で実用に供せられるものはない.

振 動 圧 入 方 式

⑦ベ ノ ト 方 式 ｾ干し機械 79- 82 
。防行工法として大径杭に多用され始めているが、

工 費 工JUJ ・tt の均質性等充分な検討が必裂。

表 2 鋼管杭とベ ノト杭の比較結果

訂----ミご
鍋 管 抗 告7

，、.  
ノ ト 統

1，100世 I 1，1∞o  I  9∞世 | 8∞o  I  6∞世 1，100世 I 1，200世 I 1，500世

杭 本 数 120本 I  432本 I  598本 I  724本 I  1係本 国 本 I 256本 I 976本

合計 2，042本( 18，側ら) 1，367本

杭 長 平均 33m 平均 33m

エ 法 直 打 方 式 防音筒による打込方式 ' f I . 孔+場所打方式

比 所製機械台数 m 杭打機 4 台 防音筒 5 台 ベノト 機 9 台

材料胃、打込費m比率 1. 00 1. 00 1.12  

較 そ σ3 他

防音問

0.05 

工 事 資 比 率
i ∞ 1. 05 1.12  

建築と社会/ 1976年 6 月号 4 7  



都 市 設 計 資 料- 1 1 -

一一一 高 低 差の 演 出 一一一

現 代 の 道 路 ・河 川 .}.ム.場 ・鉄 道 ・宅 地 ・その他の構築物の石f i 1 .擁 壁 ・法凶l 処理は、

市 民 の 目 に ふ れ る 機 会 が 多 い の に も か か わ ら ず 、 無神 経 に つ く ら れ す ぎ て い

る。日 低 差 の 激 し い 凶 土 で は 、 都 市 の い た る と こ ろ に 出 現 し 、 し か も 、 人 間

的なスケ ー ル と 調和l を拒絶した巨大な工作物として存 {I : している 。

本来、者11市は多数の市民の生活する世界である 。 都市に 巨 大 な 椛 築 物 を 建 設

する際、こ のことは豆裂な意味をもっている。すなわち、巨大な機築物は、

人間的スケールと悠党に調和し、快適な生活を{ 堤防する義務をも っている 。

者11市では大向然に立ち向いコ ント ロールするあ らあらしい男性的な土木技術

{ 11 - 1 . 緑 化 に よ る 処 理〉

炉担司i革路法商の緑化 中11¥以の大きな ・; 玲斜!j丘路は. あま

りにも人工的でn然1;1境、 生活環演を似品目してしまう .

自然や括Ilrli の'1' に作られた道路などによって、切l政峨土

された微 ｉ 也はｾ Ｎ［ 車に ｵ 化するとともに、永久的には悶閣

の自然純生がそっくりそのまま 復元することが憎まれる.

この場合は、法枠 の 中に Ｕ 本 Ｑ ｍ Ｒ のプ ッシュ を ｍ えたｾＮ［車

緑化的- Ji 式であ る. 垂水妙法寺線.

' 倒駅前広場の法函緑化 国鉄神戸三% 駅は乗降客的

多い何11心的 ターミ ナノレて' あり、駐. t l I 場も l OOfi 以ヒの収

容 1J がある . 駅前広場が周辺の道路と接する成界にI r I I と

y ャリンパイ、コプ y 、限、ア ジサイが納えられ、少追

を'J 主< di 1( は則 110;品の干f イ巨にうtづかなし、.

-・ 須鹿平野線の遮断緑地 一団地 l人l の巡断と郎 rlTi; '命科l

の ｉｊｊｉ に ｚｅｩｴｩ された法 ￯ ｦ￬￭ に本物 ｩｬＧｊ に納殺した例 。 法 ￯ｦｩｪｾ Ｑ ー 闘

は道路騒71・制作にむとずく遮72f 計函と. f i ! U主計阿から行わ

れている . ア キニレは 1本I BM 、サ ンゴジュ は6本I BM 、

トウヰ、ズミモチは 6M 2/ 8M 、 クロマツは 50M
2

/16 M、 ヒ

ラドツツジ 1J. 16M
2

/16 M、 のｩＡＧＱｩｾ昔 ｉ 主に ｍｊ 主されている Ｎ

〈石 積 ・ 擁 壁 ・ 法 面 処 理〉

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

ではなく、人間J.':l:. ii 5 と調和し、共存しうるきめの細やかな女性的土木技術の

センスが、本質的に必要なのではないか。

ヰ「[ 航、擁壁、法面処理は、情築物と地域の境界を形づくるものであるから、

地成調和Iの 先 端 で も あ る 。 し た が っ て 、 こ の技 術 に は 、 絡 別 の 神 経 を 払 う 必

要 が あ る の で は な い か。 ( 現在の土木の分野て寸立、安全性と経済性によ って

椋 権 設 計 が 確 立 さ れ 、 設J計十者者A の{仕土

るカがf九。)

高Ａ氏差の ｩｾ￭ 出手法としては、｀緑化②ヒューマンスケール化があるが、さら

に、総極的に放出すれば、①遊具化、④ストリートファニチャー化などが考

えられる。 ( : l¥' i洲昌手1])

A 浄水場の法面織化 山手を切り l湖、 、てつくら れた神μ 市北野浄水場の法I舗には、俗、ツ ツジが11ft えられ季節毎に市 a 宅地法函の緑化 観光地の旅館のをJ也法耐を全面的に

1( の n を楽しませる r，物にな っている . b: fU1J に枇近総設された 1(1111マンションの法枠はも っと一仁夫できないのだろうか. 級化することによ って 優れたA i U 紙化を* している 。

企 ifi 禽台小学校コミュニティ広場の法面緑化 紋道との

間(fl;:1監を法 I剖M級によって柔らげ、惣いの広場をが{ 出し 血耕三寺のj去函緑化( 広島) l i!!iの東照宮」として有名な緋三寺境内の高低差は法面総裁によ って庭園化されている 。

ている . 京r. l 1の寺にも同様の例が多数見られる 。 日本の伝統的土木技術は、こつした優れた作品を生み出している 。



( 11 - 2 ヒューマンスケールイヒによる処E里〉

惨樹 海 星 女 学 院 の 学 校 敷 地 の 石 積 ( 神 戸 ) 向いイi f自は

心型的にヰ11当の圧迫感を生むので縦制lに 取 扱 い た い。

「円の，¥:: j さJ 以 下 で小 段をとり ー たん紙化する ) j 法 がイI

何j てーある . 土質によ っては力学的な岡山恒が必披ーとなる 。

砂恰)御覇王公 園 の 石 積 ( 神 戸 ) 腰f l ' ( をと って 低水を Nl え

るとともにr . 械のm上には高木を配し、 「外 IIIJ け の 緑 化J

にも配 ｉＮｾ した公閣 の 好例 。

砂凶 石 屋 川 公 園 の 石 積 ( 神 戸 ) 石 附 に 小f止をとり、松

と y ャリ ンパイを M えている . 周辺の触のない{ 上宅地と

完全に 一 体とな って、通行する市民にやすら ぎ をリえる 。

砂岡 高倉 台 タ ウ ン ハ ウ ス の 鎌 盤 ( 神 戸 ) 目I也を i設けた

り、ハツリ仕上を mいることによ って、区 大なコ ン クリ

ー ト雛段をヒ ューマ ン スケ ー J レに分担1) し、コ ン クリ ー ト

に' 邑命を与えることができる 。 どちらかと い えば池築の

昔Hf ' て寸日いられる 1;1; とう下S止。 相jI戸 の mi A 川にもコ ンJ マ

ネ岡地を泊した ノ コギリ ｊｾｉｾ の機 自 殺がある Ｎ

{ 11 - 3 遊具化、ストリートファニチャーイヒ〉

' 高倉台近際公園のス ベ リ 台 と 観 覧 席 ( 神 戸 ) 何人も

の 子 供 が一緒 に 滑 れ る ス ベ リ 台 は 印I也の名物の 一 つ であ

る. r . t.止の左側は、 グラ ン ドの草l I . 覧席にな っている 。

{ 11 - 4 その他〉

酔総 合 的 な 宅 地 造 成 ( 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン } 悶{ 止法の処

理 を 石Hl 擁Ａ｟ｬＮｾ . 法 国 に し わ ょ せ す る ば か リ で な く 住 宅

を斜面に主i : 1 止することも々えられる .

〈警句〉

V 安 全 性一 本給で造られた河川の纏慌が日本の: ; E るとこ

ろ に 出 現 し て い る . 人 を 寄 せ つ け な い 河 を つ く っ て よ い

の だ ろ う か.



日本建築協会

月間の動き

昭和51 年 4 月分

E里 事

28 日 4 時 - 5 時 於 会 館 集 会 主

.0. .  

" z (  

出席者 塚本、福田正副会長ほか 11理 事

海上監事

殺 事 (1) 理事会務分掌並びに主幹選出の件

(2) 定例選事会開催日時決定の件

(3) 建設大臣表彰候補者推せんの件

(4) 昭和51年度委只会委只 委嘱の件

(5) 建築データシート今後の方針と「縮刷

版」発行の件

(6) 会館地下室 ( 8 坪) 利用のf牛

(7) 前年度よりの引継事項承認の件

(8) 苦手附金受領承認の件

(9) 入退会者承認の件

(10) 報告事項

住 宅 委 員

幹事会

L: >、

" z (  

2 日 51時50分 - 71時50分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委 只 長 ほ か 5 名

殺 Ｔｾ (1) 次回住宅展について

(2) 住宅委只会の卒業について

委員会

27 日 5 時50分 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 西 委 員 長 は か 10名

議.jJ. (1) 正副委員長など選任の件

(2) 定例開催日時の件

(3)4;: 業活動に関する件

編 集 委 員

7 月号編集幹事会

5 日 正午ー 211寺 於 会 館 集 会 釜

出 席 者 佐 々 木 幹 事 は か 6 名

L: >、

ヨZ

税 務 7 月号「工場建築の設備」特集の企画の

具体化

作品作風小委員会

6 日 31時半 - 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 大辻副委員長ほか 2 名

殺 事 (1) 新建築調査表の報告

(2) 6 月号作品の選定

(3) 7 月号新建築欄について

新旧編集委員長打合

12 日 正午ー l 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 稲田副会長、松村腹三氏、中村甲ー

氏

50 組織と社会/ 1976年 6 月分

編集委員会の業務内容を説明、 51年度事業企

画等について打合

印刷技術検討会

12 日 2 時 - 5 時 於 会 館 集 会 主

出席者 凸版印刷 の技術者と事務局編集担当

者

r，建築と社会J 誌の出許可状況の反省と今後の発

行の具体策の検討

「ラスの問題」編集打合会

12 日 Ｖ 時 ＭＹ 時於会館集会ｾ

出 席 者 建 材 委 員 長 とラスのメーカー

議 事 施 工 材 料 の 頁 「 ラ ス の 問 題 」 に つ い て の

原稿の打ち合わせ

広告企画小委員会

16 日 4 時 - 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 渡 辺 委 只 ほ か 3 名

殺 事 (1)  4 月号、 5 月号広告収入の結果報告

(2) 6 月号広告企画の件

(3) 7 月号「工場建築の設備」の広告企画

新旧合同法令分科会

19 日 2 時 - 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者 平林、 .梶原旧委只、西尾新委員

殺 事 (1)51年度以降の法令コーナーについて

(2) 引継ぎ並びに企悶

投稿欄小委員会

19 日 5 時 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 芝 山 、 高 羽 、 船 井 委 只

殺 事 (1) 函IJ 委貝長互選と定191J 自の決定

(2)51年度情読者の頁。について

(3) 7 月号テーマ「新入社員の職場への期

待」

(4) 今後のテーマ案

委員会

26 日 4 時 - ＶＱ 時於会館集会ｾ

出 席 者 稲 田 副会長、松村旧編集委貝長、中

村甲一氏ほか21名

殺 事 ( 1 ) 自己紹介

(2) 委貝長互選

(3) 各小委員会副委只長、各分科会幹事の

互選

(4) 委貝会の構成と編集についての説明

(5) 引 継 事 項 ( 5 月号 - 7 月号)

(6) 8 月号構造特集の企画について

(7) 本年度編集のあり方

(8) そのほか

8 月号編集幹事会

27 日 6 時 - 811寺半 於会館編集室

出 席 者 須 賀 幹 事 ほ か 2 名

殺 事 (1) 8 月号構造特集の企画

(2) 精進の頁 7 月号以降の企画

事 業 委 員

若い会員の集い小委員会

6 日 6 時 - 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 森 下 副 委 員 長 は か 16名

殺事( 1 ) 副委員長、幹事の選出

(2) 3 月の卒業実施報告

.0. .  

ヨ"

(3) 本年度の年間卒業企画について

(4) そのほか

広報小委員会

7 日 6 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 三品、南副委員長ほか 10名

議 事 (1)副委員長、幹事の選出に ついて

(2) 分科会担当委員編成について

(3) 本年度の年間卒業企画について

(4) そのほか

見学会小委員会

8 日 6 時 - 7 11寺 半 於 会 館 集 会 室

出席者 』属国副委員長ほか 8 名

殺事( 1 ) 副委員長 、幹事の選出について

(2) 3 月に実施した見学会の報告

(3) 4 月、 5 月の企画についての報告

(4) 6 月以降の卒業企画について

(5) そのほか

委員会

15 日 6 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 窪 田 委 員 長 、 大 橋 、 小 泉 、 三 品 、 柳

掘回、南、森下各副委只長ほか 5 名

殺 事 (1) 委只長、冨IJ 委貝長及び幹事の選出につ

いて

(2) 各小委員 会の事業報告及び新年度のI j J .酔

業企画について

(3) そのほか

若い会員の集 い第 4 因企画分科会

19 日 6  1時- 8 時 半 於会館集会室

出席者 ゲ ス ト 松 村 賢 治 氏 古川主査はか 3

名

識 Ｇｊｾ (1) テー 7 について

(2) 企画内容全般について

(3) そのはか

若い会員の集 い第 5 回企画分科会

26日 6 時 - 9 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 ゲスト中島鴻毅氏、大久保主査はか

3 名

議IJ'; (1) テーマについて

(2) 企画内容について

(3) そのほか

28 日 6 時半 - 9 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 | 刻版主査、中村幹事ほか 2 名

議事( 1 ) ゲストの決定

(2) 開催場所及日時について

(3) 企画内容について

(4) ぞのほか

樹の話シリーズ打合会

13 日 611寺- 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鈴 鹿 主 査 は か 3 名

殺事( 1 ) 努¥21回以降の掲載予定の再確認

(2) 現地観察について

(3) そのほか

出 版 委 員

A 合、

" z (  

「鉄筋コンクリート構造物の耐震安全性」図書

出版打合

9 日 1 時半 - 3 時 於 会館集会主

出 席 者 小 林 委 貝 長 、 山 田 稔 氏 、 技 報 堂

「欽筋コンクリート構造物の耐渓安全性」図岱

出版について打合

委員会

27 日 5 時 - 7 時 於 会 館 3 階会設室



出 席 者 小 林 委 貝 長 ほ か 4 名

誠司王 ( 1 ) 委員長の選出

(2) rふるさとのすまい」復刻版発行につ

いての経過報告

(3) r鉄筋コンクリート構造物の耐震安全

性」図書発行についての経過報告

(4) 本年度の事業企画について

(5) その他

法 規 委 員

委員会

19 日 3 時 - 5 時 於 会 館 集 会 室

.o、

:zli: 

出席者 市川委員長はか 13名、平林旧委貝、

西尾編集委貝

議 事 (1) 委貝長・薗IJ 委只長互選

(2) 新任 ・退任者のあいさつ

(3) 追加委員

(4) 引継事項

(5) 本年度のあり方

建 材 委 員

委員会

23 日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山田委員長ほか 10名

議 事 ( 1 ) 新旧委員の紹介

(2) 正面IJ 委員長の選出

.o.. 

:zli: 

(3) 委貝会の経過報告並びに卒業企画につ

いて

(4) そのほか

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委員会

30 日 5 時半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 瓦 塚 副 委 員 長 ほ か 10名

議 事 (1) 委貝長、副委員長及び幹事の選出に つ

いて

(2)50年度の収支見込報告について

(3)51年度の運営方針について

(4)No. 55号( 8 月発行) の掲載予定シートにつ

いて

(5) r総合目次 ・索引」の改訂版発行につ

いて

(6) そのほか

若 い 会 員 の 集 い

なにわのかくれた散歩道を歩〈

一一一一 ディスカバー大阪( その 1 ) 一一一一

10 日 l 時半 - 5 時半

ゲスト 高橋敬蔵氏( 郷土史家)

参加者 20名

見

..... 

- + 

.o.. 

:zli: 

池田市古江浄水場新築工事の見学会

14 日 2 時半 - 5 時

参加者 31名

設計管理側日本水道コンサルタント

施 工

鹿島建設側・三菱電機附 ・須賀工業側

当日私鉄スト決行のため集合時間を 1 時間遅

らせて笑施した。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

27 日 2 時 - 4 時 於 日 本 建 築 学 会

出席者 山中艮委員ほか

議事 (1)r建築業務基準原案作成委員会報告 {'} J

に対する質問、意見交換等について

(2) そのほか

建 築 ク フ

新 l日役員会

5 日 3 時 - 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 代 表 ほ か 10名

フ

議 事 ( 1) 昭和50年度収支決算報告承認の件

(2) 昭和51年度収支予算の件

(3) 5 月以降の講師決定の件

(4) 運営委員長並びに会計監査互選の件

朝食会

13 日 8 時 - 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ J レ

出席者 81名

毎日出版文化賞受賞

当日は医学博士可児一郎氏より「健康管理に

つ いて 」の お話を伺 った。

4 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会只 9 社〕

側 赤 尾 芦屋工業側 側川野工務庖

00佐村木問庖 四天 王 寺復興音s m築事務所

hl 和地所側 中村7 イル胸 { 中川電気工業側

側 紅 中

〔個人会只 23名〕

赤尾f i J 一郎 井上 皇軍夫 猪熊 }軍

内町光彦 大久保久能 岡 本 茂 俊

続 自ま 片 岡 昌 之 勝村一郎

後藤公弘 新家谷英明 菅 原 廷 治

高織弘光 戸次 康 二 西尾宗晴

問〔凹又雄 東谷和男 福 助 元 章

地図守彦 牧野哲也 水上公輝

光 安 義 博 主革 幹 雄

ふるさとのすまい一日本民家集一復刻版の刊行

定価5700円のところ会員特価5000円( 送料250 円)

5 1  



こんなところに

. 装飾床

美術館、劇場など装飾効果を求められる床に

はテ ラゾー 。足 音 も 気 に な ら な い 吸 音 性 と 快

い弾力性を誇ります 。 浴場、 キ ッチン用とし

. 電導床

手 術 室 、 実 験 室 、 倉 庫 な ど の 防 水 を 兼 ね た 電

導 床 に は コ ン ダ ク テ ィ ブ フ ロ ア 一 。薄 い 施 工

で、永久的な電導性と殺菌、清掃の容易きを

実 現 す る 、 安 全 性 に す ぐ れ た 床 材 で す 。

. 体育館床

体育館、 講 堂 な ど に は ジ ム フ ロ ア ー 。

ごくかんたん 。

. 耐薬、耐菌床

写 真 暗 室 、 実 験 室 、 工 場 な ど に は ネ オ テ ッ ク

ス。 どんな薬品にも浸きれず、細菌の発生、

発 育 を く い と め る 作 用 も あ り ま す 。もちろん、

. その他

. 屋上防水床

ビルの屋上はもちろん、木造の屋上 にも ウ ェ

ザーウェア 。 日 光 、 温 度 変 化 、風 雨 に 強 い 防

水床材です 。屋 上 を 、駐 車 場 、運動場、 サン

. 力一ベタイル

応 接 室 、 シ ョ ー ル ー ム 、 ゴ ル フ場のクラブノ、

ウス等の床にカーペタ イル。人 の 通 行 や 物 の

運搬のはげしい所に最適て' す 。施 工 、清掃、修

理 ; が簡単で 、吸音、防水性にもすぐれています 。

デ ックス・オ ・テ ックスはこの他、合成樹脂床材ケミナー卜、下地を選 lまない防水被膜など各種。

いずれも、アメリカを始め世界いたるところで著名な設計家に採用されています。輝かしい実績を誇

るこのデックス ・オ・テックスをヤナセが責任施工。あなたの条件に合わせて最適の床を作りあげます。

アッフス- オ- テックスは

く条件に合わせた責任施工〉

D E X . O・T E X

札 幌 支 庖/ 札幌市中央区北ニ条西ニ丁目 16 干060 f i OI I - 23 卜2313 大 阪 支 底/ 大阪市北区梅田町 17 - 1 新桜橋ピル501 〒530 合 06・345・7151

東 京 支 庖/ 東京都港区芝浦一丁目 6番 38号 干 105 f i 03・452・4311 福 岡 支 庖/ 福岡市中央区平尾 3 丁目 3- 1 〒810 f i 092・52- 1221 

償 浜 支 庖/ 横浜市保土ヶ谷区間沢町 132 〒 240 n 045- 331- 1461 

名古屋支底/ 名古屋市中区丸田町卜 5干 460 f i 052・2削 - 2531

52  

ヤナセ東北/ 仙台市大圃I 2・9・8 干 980 会 0222- 2 卜4171

ヤナセ静岡/ 静岡市長沼694- 1 〒 420 f i 0542- 61- 4105 

ヤナセ広島/ 広島市祇園町大字西原394- 1 干 731・0 1 n 08287- 4- 231 1  

ｧ￸ｯ｟ ､Ｎ限 ｾ､ めＧｳ

l|ヤナ量1¥

総輸入元 株式会社ヤナセ

商事事業部

東京都港区芝浦一丁目 6-38干105

T E L .(03) 452- 4311 



新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区絹笠町50{ 堂ビル 51渚 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五合区八幡通 1 ー 5 ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ Ｑ ミー悶ｾ帯

本 社

大 阪 出 張 所

名古屋出仮所

札 帆 出 仮 所

ご) 苧 ヲ q イ ト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 ｾｉｩ話 03(571 )2703- 4' 2370  .4064・0264

大阪市部烏区郷島中I J [ j 1) 2  - 3- 1  ｾ屯話 06(921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  屯話 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北三 条束四丁目 電話 011 (231 ) 7  5  1  1  

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大阪市東区間替問T1 - 12 日生ビル f i  ( 943 ) 6571代 表

東京 Ｍ 横浜 Ｎ Ｎ ｾｾｾ岡 ・ 郡山 ・ 水戸 ・ 浜松 ・ 岡崎 ・ 名古屋 ・ 日山 ・ 大津 ・ 京都 ・ 堺 ・神 戸 ・ 広島 ・ 福岡他全国主要都市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

54  

空 気 闘 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《令室喜朗目玉業社

本 社 東京都港区芝松町 1 -25- 7  包 括 ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加 島 J -58-59  f包括 ( 302) 227 1  ( 代)

支 l苫 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 ぬ ・ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・函 館・ 盛 岡 横 浜 ・的 岡 田京 都 ・ 神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水衛 生 設 備

設 計 施 工

舎 大 阪 電 気 暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸期 1 - 60  m: l，ro  (441 )8231代 表

支 庖 東京 ・名古出・大阪 ・稲|珂 ・fl lJ fi 金沢 ・広 };.)

営換所 札帆 ・新 jtj ・岡山 .ini 絵 ・熊本

出張所 盛岡 ・秋田 ・償浜・お山 ・盟国 ー細井 京高11 .

神戸 ・鹿児μ . 瑚l斬

給 排 水 ・1省 生

日 差 冷 房 換 気 設 計 地 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 屯 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 J レ 氾 話 京 者11561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 j凶六/ - '，! L 話相11戸 341局 5 8  9  2  

空 気 関 和 段 備

各 種送 風 機 ・風 力 輸 送 装 置

給 緋 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設 計 製 作

各 種 プラント設備

空 調機 器 類 ・公 害 防止 装 置

⑪附盆社，，: ' 4J l . シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万代 東 6 丁 目 3 T  E  L  ( 672)  1281( 大 代 )

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テ レ ッ ク ス : 本 社 No. 562ー 7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

- 給 排 水衛 生 ・ 冷暖 房

・ 空気 調 和 設 備

. そのイ也管 工 事 一 切 の 設 計 ・施 工

⑮ Ｈ Ｑ 円削ｾＩ，Ｂ Ｚ Ｇ ｊ Ｇ［ 務所 Ｉ

斎 久 三 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安町 11 電 信 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 図 区 大 手 町会 6- 2( 日 本 ピ ル デ ン グ)

電話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1刊

営 業 所 札幌 ・仙台 ・千紫 ・名古屋 - 金沢 ・高松 ・岡山 ・縮問

出 ｾｬｾ 所福井 ・ 倉敷 ・ 広島 ・ 苫小牧

r令 H妥 w

給 排 水 ・術 生 水 道

低 気

府 E号 ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 迷 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支町長 藤 田 初 綴

大阪市東区北浜 2 T 口 2 2 帯 地 mn1i 大阪 ( 202) 代 表3071

本 庖 東京・自比谷・ 三倍ピル

:1i. 庖 名古底、稲 l剤、札幌、広品、仙台、北陸

出 帰 所 術浜、高校‘ 静岡、 n 問、岡山. 金沢

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工業株ま曾社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 幌 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 蝋 波 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 似 ・広 島 ・稲 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
東京本応

大阪本活

支 ｾｾｩ

出 妓 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

--
-

空発 調
1式会社

東京都新宿区西新宿 新宿住友ビル m話 03- 344 - 1911

大 阪 市 北 区 I:i 1日 町 16 番 地 氾 話 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 山 町 11 - 2 ｾｉｌ 話 Ｐ ＵＲ Ｍ ＵＸ Ｑ Ｍ ＸＵＷ Ｑ

広 Ｑｾ 市紙屋町 Ｑ 丁目 Ｒ 番 ＲＲ 号屯話 Ｐ ＸＲＲ Ｍ ＴＷ Ｍ ＴＵＳＵ

福 岡 市 中央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 'ili 話092ー761- 3795 

横浜 ・稲井 京高11 神戸 ・松江 ・i中縄

一 一;令 ・暖 房 、 衛生 、 機 器 配管 、 設 計 施 工 一 一

⑮ 
株会社式 J 2S同E  

7j く エ 業 所

ノド 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 141住地

〒 5 3  1  '，[L ｾ ｾ ｉｦｪ 大阪 ＨＳ ＷＲ Ｉ 2  8  5  1  ( 代表 )

東京支 1，1，束京町11中央区八丁姻 4 T iIl H書7 号

干 1 0  4  ( 事" 谷ピル )

Ｑ 正， ｾ Ｘ 点以 ＨＵ Ｕ Ｑ Ｉ 8  0  4  1  ( 代表)

tH ｾｕ＠ ifr ｊ Ｎ ｾｪ＠ 取 .lrf. m，'  'j三打!) Ｇｉｾｉ［＠ 君 i ll  

' ; ，' ，似品1 岡 ・松 山 高 松

m ‘  

墨 ｈｾ 新日本空調株式会社
司電ｾ

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 1:t };，'j t兵j泊 1 - 2  5  ( 新 大 ビ ル )

ｾｬｌ ｩｬｦｩ＠ (06)  344  - 6  0  3  1  (代)

本社 ・東京支庖 東京郎中央区日本締本石町4- 2( 三列二第二別館)

;(1.i話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大 代 )

名古屋 ・ 九州広ｽ［Ｎｾ・ ｦｌ 帆・Ｊ梅村 ・ 北陸・大分

空 気調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 44  1  - 5  1  7 1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 信 研 ; 多 様 繍;a;;;，:r

本 社 大 阪 市 l有区瓦! 1' 1. 町 3得丁68i昨I也( オートセンタ ーピル2階)

郵便番Ｍｂ ｾ Ｕ ＴＲ 1tiIT，fj 大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 格

東京営業所 * 京都千代 IU区九段南 2 丁目 2 容 5 号( 九段ビノレ 8 階)

郵便番 J，} 102 包 括 * 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番



空調 ・衛生 設 備 の 頁

2舎町震局毎ICJci ，nw. 

- 空 気 闘 和 段 備 ・給 排 水 術 生 股 備 ・塗装I l l : 備

・蒸気噴射式; 令積機 ・公 害 防 止 関 連 機 縁/ 設 計 ー製 作 地 工

v  預土

ｾ＠

ヌ1大 ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ｾ、 ＺｾＺｕｾＺＮ

唱 F電'ー....
"........，_ 東 洋 キ ャ リ ア 工 業 ( 株 ) デ ス ト ビ ュ ー タ ー 1-¥[ 1西 地 区

l∞自宅設12iE55禁芸タ社

( 旧 社 名 建 材 社 )

本社 見tJ;{ 支1，'; = 車車田町lii l! 両面lii 21i (罰lii 位五ピ叫2・13F) @( 344)1851)dt  

大 阪 支 "Ii = 大阪市北区中之! ; . ¥2  - 22 ⑧ ( 203)3721 代

名古屋支' ，11= 名占屋市中 区錦 2 - 2 ー13 ⑧ (211 )1535 代

出 張 所= 札 帆 仙 台 . ｾＲ＠ m 金 沢 ・神 戸 高 絵

広 !;.¥絵 山'!i，j 悶・沖 縄 パン コ ，7

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

荷 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

一 骨 量 空 調 股 備 ・恒 i星 恒 i星 放 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 般 備 ・環 境 改 普 段 備 そ の 他 上犯 に 附

，園、一 帯 す る衛 生 、 電 気 等 一切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

Ｑｾ イヲ写本 ｕ フヲシト繍王究室祖
ヨ々官《 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本社 大阪市大淀区中 ｦ ｬ Ａ 本 ｪ 凶 ｬ ｔ ｾＱ Ｒ ｻ 昨 ｉ 也ホ ー コクピル

干 531 ltr. n.行 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 表 )

東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 IUT 3 の 1 共 同 ピル

〒 103 mn.r; Jl[ ボ ( 03 )242- 5521  ( 代 表)

福 岡 ・ 名 古 bi • ，よ 山 本L 帆 111，

淀区中 ｩ ｾＡ 南通 Ｔ 丁目 ＱＱ 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

市

業

阪大

営

I苫支

営割陣所

平曲互業株式会社@  

11)1 • i令b;: . 空会Ldell 似 j立 剥 耕 袋 世

設 計 施

:-0¥ 

-← 
釜11ｦｩｾ＠高回 衛 生 ・空 気 調和 設 備 ・設 計 ・施

大 阪 市 北 区 芝 国 町 55番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

ll L 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 帯 地

大 阪 支 庖

T E L ( 441 )的1994. ( 443)刊0331大阪市西区江戸堀通 2 の2

ヰ上本

空気調和 ・恒I旦|宣湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱学工業続捨紅

大 阪 市 南 区 順 鹿 町 2 - 5  0  .;u:訴 261- 24 36ff1:l 

東京都大 m区内問込 1 - 2 - 1 ｾ話 ＷＷＳ ー Ｑ ＲＳ ＱＨ ｻり

銀 時 ・ 浜 松 ・ 京高日 ・ 神 戸 . t;，i 附

本 底

東京支底

営 業 所

温 - 湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 北 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 宿 区l 田T 3 0 ttr 断 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 庇l 区) L ノ内 3- 3- 1 ( 新東京ピノレ)

1tI 骨i'i ( 211 )  8  5  1  1 ・ 8 5 6 1 (1-1:)

仙 台 Ｗ 打剰＿伝ｾ ，1島 田T 6  0  

m . 祈 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 庄 市 東 区 点 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 J苫

名 古 屋 支 庖

空 気 調 和 設 備

せ計施工

換 気 ・除塵設備ロ

く m哩型里コ 親 切 工t 心 で 御 用 さ せ て 頂 き ま す

大 砲 パ y ケージ、 ヒー タ一等々

( 市倒的半他以下町 出物も少量あります )

宮 地 空 調 専 門 庖
育

代 表 御 用 役 宮 地 一 彦

大 阪 市 西 成 区 山 王3 - 16 ー 7

東 洋 烈 工 議 機 式 会 極 大 阪 安 届

T E L ( 433)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

夜間 641-1242代表 649-0008

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

業 株 式 会 社

本 什 太 阪 rli l珂I更Jj( 町 制 1 T  11. 6  2  ［ ｾ ＮＮￍＧ＠ 06 (443)8161 ()d t J i) 

r，占14j υ -1 r.  ，lj W "i  ＧＱ Ｑ｛買う ｾ 2  r  11 16- 13 ..t.:..f; 055 (202)  0077(代ム}

，x附 ピル

ＺＱ｜ 払所 点 ｊ［Ｈ Ｂ￟ 治医 ｾｴ ￹ ， ＱＱＳ l i l 6 - 1  8  

RIoil ピ ル デ イ ノ グ 1，・111311i '.li. ，r; 03 (409)  8  9  0  5  

1<1' ， ;，1; '1.1111>( 北 lど侠i曲 7 J i ll 町 1 ..t.:...r. 078 (3411  1778 ・4386

5 5  

工田山

京都市南 区 西九条ｾ回目 ｔ 2  0 格 I也の 1

ｾｬｌ括 Ｈ Ｖ Ｘ Ｑ Ｉ 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 i純 綿 筋 1 - 37( 天満僑北結)

m話 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

Ilq 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 包 括ー⑮ 7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13ー 15 'ilI新 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1 屯宮古 0592 ⑫ 3 6 1  0  

大 阪 支 后

四 日 市 支 庖

滋 賀 営 機 所

津 営 業 所



電 気 設 備 の 頁

電 気 ・ 言 十 装 工事 設計 施 工

成 栗 原 工 業 械 式 会 紅

取締役社長 栗 原 信 英

大阪下村北区高垣町 16 東阪急、ビ J レ T E L 0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・ 九 州

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、.

代表取締役 林 敏夫

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビ l レ7 1堵)

¥lL 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

支 唐 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

，; [ 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

出 張 所 川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

株 式 会 社 一
一
一

社

S与
+
ム4

f

 

工

会

A

一
一
一

間

式

l

一

株

仇

胡

機

嘉

ゆ

電

叫

暖

{

玉

制

m

一

本 社 大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  ( : 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

支 庖 東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新橋ピル 7 1滑)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

支 J苫 名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

' l l ! : 話 (991 ) 5  1  3  1  (代)

営業所 有jl 戸 ・ 堺 ・千 葉 ・ 字 者11 g  . 熊 本

電 気 工 事 ・ 骨十 装 工 事 ・ 設 計施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 1)'. 

本 社 大 阪 市 北 区 悔 ケ 伎 町 5 6 番 地

屯 話 大 阪 大代表 ( 312 ) 8  8  8  1  

支 J市 東 京 ・名 古 民 ・四 日 市 ・神 戸

営業所 松 山

電 気 工 事 設 計 施 工

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取締{ 支社長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 di 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  ( 06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

屯力工 Ｇ ｉ ｾ 本部大阪市此花区恩賞南之町 Ｗ 3  

T E L ( 06)  462ー 1 3  0  1  ( 代)

電気設備設計施工

ゆ 高 千 綿 織 株 式 会 結

取 締 役 社 長 岩 崎 久 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー 1 1  7  1 大代表

営 業 所 東 京 ・ 神 戸 ・九州

5 6  

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表ｾￍｬＮ締役 山本博三
本 社 大 阪 市 北 区 中 之 助 3 - 3  ｾｉ 日ピ

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

本命士営機所 吹 田 市 垂 水 田T 3 - 3 4 - 6

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京都営機所 京 都市 右京区間以悩ｾ ｾｽ＠ IUf  2  1  

T E L 京 都 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代 )

福 岡 出 張 所 悩 岡 市 中 央 区 茶 院 1 - 1 4 - 8

ｔｅｌ 九， ｩｬｾｪ 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

取締役支社長 姉 川 正 男

大阪市東区間関紙 -/i. 丁目 一二八 番地 ｾｬＱｾ， ｲｩ 大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲＵ Ｍ 9 得

本 社 東 京 町11 千 代 III 区内相l' ITJ 1 丁 門 4 { 存地 5 り

支 社 札 帆 ・ 仙 台 . ) L ノ l付 ・名古) ; 1 . .  ｾ，｜＠ ｉ ， ｴｾ＠

営業所 ・出世d斤 会問主要都市20ヶ所

電 気 工 事 司 ' 設 計 ・ 施 工

中 本 電 気 株 式 会 社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 ，Ii 城 * 区 ，t 江 * 之 町 三 丁 目 ー I i

';Ie "fi 大 阪 (931 ) 代 ぷ 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

資 材 倉 庫 大阪市城 * 区野江点之IIIT 3  T Il 11 屯"fi 大阪 (931 )7004 

奈良営業所 伝良県御所市御 l1i ljj岨3 6 0 "正，i! i 御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方営業所 枚H 市111之 k丙町 1 の 1 '，ll.，.li 校 }j ( 43)8659・(44)9232

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

本社大阪市西淀川区粕 ｾｉｬ 町 Ｑ 丁口 Ｑ 1  0 得 地

';ll 治 大 阪 ( 472) 代 ぷ 1 1  0  1 ー 7

立 ｊ ＱＱ ｾ .!.J 主点 目11品 川 区 州 IL反 凹 6 r  Ll 25併 II 号 ( ｾＧ， ｩｬＺＮＧＩ ピルＩ

';lL ;t品 問 点 点 ( 491) 1746 ( 492) 0182 '  0350 

件 業 所 北 九 州 市 小 介 区 鋳 物 r . r t i 町 2 3 併 J也

';lJ: ;j.fj 小 介 ( 56) 5 6 6 5 ・5 8  1  8  

.11¥ ｾｬ ，， ［ｩｊｲ＠ Ｎｬ ｲ 宇悶・千葉・和歌山 ー ｾ ｉ 1'1  hl  

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

取締役社長 田 中 実

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 |二通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

営 業 所 東 京 ・名 古 尾 ・広 島 ・福 岡

電気工事・計装工事・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 永 造

本 社 大 阪 di 北 区 内 J. ¥I ¥川町 1 5 需 I也

" 正" 品大阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

支 J汚 点 f，i: .  ｾｉＧ＠ 戸 広 }:h 

営 業 所 名 占 民 岡 山 ・水 1: ，l
i  

ｈｾ 張所札幌 ・ 滋賀 ・ 高砂・ Ｔ 公山 ・ 三原 ・ ｎ Ｇ 縄



建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  "1 ) 手窯零歳月S

姫 路 営 捜 所 姫 路 市 北 条 ロ 1 2  6 番 地( 住友生命 保 険 ピ ル 7 F )  

⑩ 
ト77・ヒr ム宅

ベン手し，- 9・・ミ〉たj J..

繰 式 会 祉

三 幸 商 曾

大阪市北区与力町一ノーO

電話 大阪 (358) 4  0  3  1  

建設省a定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 Standard 

@問

Board &Slate 

議宵

本 社 大阪市東住吉区野j 川町 3 - 54 ｾｬｌ訴 Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＰＲ ー ＷＸ ＱＴ Ｍ 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウオル ・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

⑨ サ ク ラ 建 産 株 式 会 社

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代 表4421- 3  

フ タ パ 黒 板

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支l吉

大阪市東区間関紙 2 丁目 9 野 村 ピ ル5階 電 話 大 阪 (202)4905

I1笠能はBL認定ガ保証/

そのよに画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコウガ

加えましだ。

ヨ.伺

ヨドてすりBl
ヨｾＺＺｊＮニマト

“天II.-Ll

E  

E 圏 本 社一大対鳩加………' 阪肺同…亙師m四一市欄叩叩車駆悶区四南胡仲町……4灯叶吋丁司市目臨吋~謁鴻書

車京宜刻争社土 ｆ車使軍都中 Ｕ尖処区入丁堀 Ｔ灯丁自鴻地 ｬ岬剛号釈Ｈ京刺 Ｔ橋耳制 ｒ高町市ピルｽ 〒 ｉ 白 官 ωＳ 幻Ｉｾ白 ＵＱ 一 ＱＱ げ ＷＱ

嘗，寮廃所 札 慢( 昂却1)'町77円1目盛岡 (3謁8)凶811日l 仙台( おげ田l 斬; 渇崎{沼)3幻7割千票( ' 叫3幻} 由お

東 京 { 拙 11171 織品( 刷 ) 9123 高 崎 拓1)1281 静岡 (53) ∞19・富 山 ( 32) 28制

名古屋 ( 5n) 2421 ・大阪(245)1201 '広島 (48)2431 '高松(34)3611 ・惜問( 期) 回35

宮 崎( 5313161

5 7  



4 里

5  ， 
""，. .  

つ

社

ｾ＠
ｾ＠

j歴柏 原

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

マ

ト議

決

吹 付 … に } ハ

塗 付 ・ に l 王 材

| 石綿

完 全 耐 火 j

rs，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

d議

青 株 式

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セッ卜品 )

- 全固有名建材l吉 へ 御 問 合 せ 下 さ い

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

大阪市住吉区粉浜本町 4 丁目 2 6 番地 T E L 大 阪 (672)

( 株) 九州l 新 興 建 材 工 業

稲 岡 市 1導 多 区 上 牟 田 八 田 町 2 6 の 1 T E L 福 岡 (41 )  

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南湖江通 6 丁目 39帯 地 T E L大 阪 (538) 2951- 5' (541)5757- 9  

営 業 所 東 京 ・高 槻 ・明 石 ・姫 路 ・四 国 ・中 国

58 



• 

日進式
総合天井システムミ活設と|

当社担特の照明燈ユニット及戸ルミ製T/ ' i ーを建物のモジュールに配列し、天井仕上材と→本化

しだシステム天井で空調、照明、防災器機、スピーカー等の設備ゾーンとの組合せ、璽に聞士切、

ブランド B OXなどの回目をも可能にし定多機機能を育するシステム天井です。( PA  T. 6i 牛〉

奥村重兵衛株式会社 日

大 阪 市 北 区 伊 雲 寺 町 22 番 地

買号表笥主P央 区 銀 座 1 T目27番 9 号

福岡市| 専多区住吉 2 T目16番 27望号

名 百 屋 市 西 区 俵 悶 2 T目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 香 川 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 W 5 の 18

〒 530 電 話( 06) 312- 4131 ( 代〉

〒 104 電 話( 03) 563- 3351( 代〉

〒812 ol:電話( 092) 291 - 0459 ( 代〉

〒 733 電 話( 052) 522 - 5 4 3 6 ( 代〉

〒 733 空軍話( 0822) 91 - 1 5 3 3 ( 代〉

干983 電 話( 0222) 52- 2631( 代〉

旧事土名 検 式 会 社 奥 村 軍 兵 衛 商 底 名 古 屋

広 島

仙 台

年中見ていただける 皆様の見本室

|実l

タイル

常設展示場

g 二三y .，，，. e

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

A M. I0.00- P. M. 5.00  

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

営 難 品 目

L A F  リミットロードエヤーホイJ ν77.ン

L E F  リミフトロード7 ードファン

S A F ス ト リー ム ラ イ ン 7 7 ン

HA F タ ー ポ フ ァ ン

PA F プ レ ー ト フ ァ ン

MA F 多 現 送 風 機

C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

T AF 軸 流 送 風 ， 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウイ ン グ 軸 流 送 風 機

塩 ピ 製 耐 酸 送 風 機

本 社 ・工 場 〒 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 2 丁 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

東 京 出 張 所 〒 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 T 回 6 番 1 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

九 州 出 張 所 〒 812 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電置舌 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 番

豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I nCl  

伊 奈9 T J L r ・伊奈衛生闘冨・伊奈nfυ パコ

I na 伊 奈 製 闘 椋 武S 社

本 社 愛 知 県 常 滑 市 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新町 南通 1- 62 T E L  532- 6081肘)

5 9  



1然 え な い

わ れ な い

禽 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

ｴ 皮キ反去昆 キｾ S 小 波 S 大 波 V i.皮 ポ ソ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 堅 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 リ 3 - 26松 本 ビ ル 包 括 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 鳩 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 帯 3 2 号 電 話 草 案 ( 42)  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  f包括 大 阪 ( 488) 1081代 表

九州支 ｬ 苫及工場 福岡県遠ｾＺｴ郡水巻町 ｔ 頃末恒話八 幡 Ｈ ＶＹ Ｉ 2831 - 4  

名 古 屋 支I苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24tロ2中 経 ピ J レ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

モルタル・コンクリート用

ご一報次第

カタログ iffi 塁します

60  

* マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 松 子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 強 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

本 A E 効 果 に よ り 適 訟 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 君 主 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 松 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 稲 性 に よ っ て 材 料 分 縦 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 紡 止 し ま す 。

本 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐蝕・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 悶 め 、 そ の 防 水 ・ 防 混 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 材 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

:11:2 : 2 - 1 - ( セ メ ン ト 起 湖 ト s " .::tI，・ 品 (22222)  

関 東 営 換 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 換 所

セ メ ン ト 混 和 斉IJ • Jl 11 材 綜 合 メ ー カ 一

株式担割ＢＧｉｉＺｉｉｾ ，....ー.ー唖r . &

会社.....唱Eヨー・・_-晶圃句Eコー・.
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15 - 1  霊宝 東 京 ( 774) 4111代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  宜主 土 浦 ( 21 )  5  1  8  9  

相 1; 占 県 相 仏 市 下 野 寺 字 遠 ! 京 f i  福島 ( 34 )  7  1  1  1  

岩 手 県 民 在 岡 市 南 大 通 3 ー 12- 50 宜主 成 問 ( 24)  0  2  1  3  

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17 - 26 f i  大 阪 ( 971 ) 4  7 6  5  



⑭ 東西アス協組

防水なら ・・・という自信は、一朝一夕では生まれません。

東西アス、生まれて 20年。写真集はその歩みの集約です。

/ でー

r  

f j 77- i  

封、

防水に専心し、業界に先進する東西アスレ ~

今固までの積み重ねをバネとして、新た

東西アス責任施工による実績( 累計)

-=- - - : . _ _  

園 山 l

・・・・・・・・・・・・・ E

・・・・・・・・・・・・ 1

・・・・・・・・・・・・・E官 官 官 E

・・・・u1

..-

‘ＮＮＮｾ・ Ｑ

・・・・・・・・・・・・・・・・圃園田・・ ・・・・

・・・・・山1

・・・・・・・・・・・・・・・.，‘ '・

・・・・・・・・・・・・・・・・E・E

。。
昭 和35年 40年 45年 48年 50年

マ 東西アスファルト事業協同組合

田島ルーフインク" 株式会社

大阪・大 阪 市 西 区 京 町 堀 1ー 74 電話(06 )443- 0431

東京 東京都千代田区岩本町3- 11 ー13 電話 (03)862- 8531 
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スウェーテーン 1' 1会保附ヵ、，'::j/支にすすんて'

いる|五10ｎｾｉｾ 之、 Ｇγ 十女、Ｍｴ人ホーム、 ＱＺ［＼Ｑ ， Ｑ Ｚ 館、

Ｈｾｦ￭ 施設などのあらゆる公共胞ぷが、 ｌ っ とら

光夫している 11'1。 この人1::1 '1'心のI ) :jl) から

斗ーみとされた、[ l I' iJ 則的な lとJ":' 味料、ことに

ｬ 倣 ｻＩＢｉＧｉ ，、ｼ断熱 ＧＱＧＱ ，にすくす ｌ たヒ ュ ーＷ ンむ Ｑｾ 材、

これがアコスチフロア、ターケ メトジムフロア

ですアコスチフロア、ターケ y トジムフロアは、

その機能 1(li 、地 [ I( r j における独特のメリ ソト

によリ、北欧はじめ欧米作1EI の ;v，:r，な.bl ，iIお

によって採川され、 目吊 ｦ ｩ｟ Ｒ皮 Ｒ 一 Ｔ往 ｩ主Ａｾ築長物に数多〈

i使山わjれLてL 、dます そしてし、咳まや "11快H片1: ザ抗芥t品Lのl川ば」ぷi 村 "

"新ししい、11昨寺判{代tのI川ば4ぷJ 材"土と して ｬｾ Ｇ Ｂ れ［ルしい、九寸寸，［止汗 ｩＧ

しい、ます。そのアコスチフロア、ターケパ、ジム

フロアが日本にもやってきたので丸

画 東 西 床 協 組白 書 庇 、 同


